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～学内カースト最下位にして異能世界最強の少年～
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





この作品は、法律・法令に反する行為を容認・推奨するものではありません。
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〈西にし野の五ご郷きようという少年〉




　そろそろ終電の時間が過ぎようかという、午前零時を少しばかり回った頃合。六ろつ本ぽん木ぎの繁華街、その外れに位置する雑居ビルの地下、二十数坪ばかりのスペースに設けられた手狭なバーでのこと。

　店内に客の姿は三人。

　一人は二十代後半の男性だ。肩に掛かからない程度のロン毛は丁寧に染められた茶色。値の張りそうな明るいベージュのスーツには、紫色のニットタイと薄い青色のシャツ。手首には高級ブランドの時計。およそ金持ちの息子か、やり手の若社長然とした姿格好である。

　彼に口説かれる形で、隣の席に二十代中頃と思おぼしき女性。スーツ姿のオフィスレディ。お堅い企業の社風からか、あるいは元来の性格が故か、控えめな化粧と崩れのないシニヨンにまとめられた地味な髪型。

　共にカウンターの最奥の席で語らっている。

　そして、最後の一人はといえば、そんな二人から四つばかり席を離れて、同じカウンターの中程に腰掛けた学生服姿の少年だ。大仰にも足を組んでは、対面に立ったバーテンに対して、まるで十年来の友人へそうするように、素そっ気けない調子で問いかける。

「……それで、報酬はどうなってるんだ？」

　歳としは十代中頃といったところ。

　出いで立ちは極めて普通の日本人。都内に所在する高等学校指定の制服姿。一ひと重えまぶたに不ふ揃ぞろいの歯、やや突出した頬ほお骨ぼね。髪型は彼くらいの年頃の男が美容室や床屋へ行き、何も言わずに長さだけ伝えたら、そうなるような髪型。

　カッコ良いとは決して言えない。それでもブサイクと指を差されるほどでもない。クラスに一人と言わず数名はいる学園カースト中層の担にない手。卒業後は誰の記憶にも残らないような、そんな役回りの人物だ。

　それでも一つ、非凡な点があるとすれば、彼と言葉を交わす相手の存在。

「いつものところへ振り込んでおいた」

　答えたのはカウンター越し、彼の正面に立った同店のオーナーである男性だ。

　六ろつ本ぽん木ぎという場所柄か、日本人ではない。アメリカ出身を自称する黒人男性で、二メートル近い巨体の持ち主である。筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした肉付きが、黒いスーツベスト越しにも在あり在ありと窺うかがえる。

　二の腕など少年の太ふと股ももにも増して太い。顔面には右目を縦断する裂れつ傷しよう跡。それは頭髪の全すべて剃そり上あげられた頭部の上の方まで伸びる。まるで洋画に眺めるアクション俳優のような出で立ち。

「分かった」

「それと、次の依頼だが……」

「しばらく休みが欲しい。お替わりは他へ回してくれ」












「……そうか」

　酷ひどく不釣り合いな両者は、こうしてカウンター越しであっても、並び映るには違和感も甚はなはだしい。特に中肉中背のアジア人少年が、厳いかつい黒人男性へ素そっ気けない態度を取る姿は、他ひ人と事ごとながら傍はた目めに背筋が冷える。

　事実、その現場に居合わせた男と女は、二人のやり取りに肝を冷やしているように見える。チラリチラリ、時折向けられる彼と彼女の視線は、少年がバーテンに殴られるのではないかと、心配の色が濃い。マジ大丈夫かよこの子、みたいな。

　しかし、そうした他の客からの心配など、本人はどこ吹く風。

　少年はなんら遠慮すること無く、大胆にも足など組み直しては語る。

「同じやつをもう一杯くれ」

「お替わりは要らないんじゃなかったのか？　明日は学校だろう」

「構かまわない。どうせ寝ていても何も言われないからな」

「……そうか」

　少年からの注文に従い、バーテンは新しい酒を作る。

　熟こなれた様子でアイスピックを振るい、手早く丸まる氷ごおりを削り出す。それを新しく用意したグラスへ入れると共に、カウンター背面の棚からボトルを手に取る。トクトクと注つがれた酒は、特に何を言われることもなくダブル。

　差し出されるに応じて、少年の鼻び腔こうを濃いヨード臭がくすぐった。

「これもそろそろ次のを仕入れないとな……」

　残りの少なくなったボトルを手に取り眺めて、バーテンがボソリ呟つぶやいた。

　彼の指摘通り、内容量は四分の一ほどになっていた。腕の動きに応じて、ちゃぽんと瓶の内側に琥こ珀はく色いろが揺れる。屋内の薄暗い間接光に照らされて、キラキラと鈍い輝きを放っては煌きらめく。

　その様子を眺めて少年は、少しばかり語調を強く言った。

「切らすなよ？」

「……割と珍しい酒だからな。善ぜん処しよはするが」

「そいつが無くなっていたら、アンタからの仕事は受けない」

「わ、分かった。必ず用意しよう。知り合いに好きな奴やつがいる」

「ならいい」

　作りたての酒を少年はチビリ、チビリとやる。

　一連の振る舞いは、この場にどうしようもなく不釣り合いだった。これでせめて少年が顔立ちに優れていたら、納得のしようもあったかもしれない。けれど、彼は普通だ。極めて普通だ。一ひと重えまぶたに不ふ揃ぞろいの歯、やや突出した頬ほお骨ぼね。

　カッコ良いとは決して言えない。それでもブサイクと指を差されるほどでもない。クラスに一人と言わず数名はいる学園カースト中層の担にない手。酷く凡庸で、極々一般的なアジア人で、だからこそ今この瞬間、この場所に最高に似合わない。

　特にカウンターへ片肘ひじを落として酒を飲む姿など喜劇のよう。本人は気分を出しているようだが、傍はた目めに眺めては苛いら立だちとムカつきと気恥ずかしさを催もよおさずにはいられない。後に黒歴史と呼ばれる類たぐいの光景だろうか。

　それでも一つ、彼に非凡な点があるとすれば、それは言葉を交わす相手の存在。

「また週明けに来てくれ」

　屈強なバーテンが少年を気遣うように言った。

「……気が向いたらな」

　フツメンの少年は素そっ気けなく答えた。

　後者の振る舞いは、それこそ中学生の学芸会。

　どこまでも似合っていない。

「おいおい、頼むぜ？　本当に」

　不ま味ずそうに酒を飲む少年を眺めて、バーテンは参った様子で呟つぶやいた。

　この気持ち悪い少年、名前を西にし野の五ご郷きようという。





　　◇　◆　◇






　都内に所在する公立津つ沼ぬま高校は、極めて普通の高校である。生徒の質が普通なら偏差値も普通。取り立てて成績の良い部活動もない。生徒の進路は進学五割、就職五割。進学者のうち有名私立や国立大学に合格するのは、学年全体の上から数名といったところ。

　当然、普段は居眠りをする生徒も多い。しかしながら本日、今この時間に限っては、小テストの実施とあって、教室では生徒たちが熱心な視線を答案へ向けている。必死に答案用紙と向き合い、回答欄を埋めていた。

　もしも居眠りをしている生徒がいるとすれば、それは西野だけである。

　彼は机に突つっ伏ぷし眠っている。

　ややあって、キンコンカンコン、授業の終わりを伝える鐘が鳴った。

　解答用紙の回収を終えると共に、起立、礼の号令で授業時間は終了。

「それじゃあ、今日はここまで」

　教師は手早く教材をまとめて教室を後にした。

　応じて生徒たちも、足早に動き始める。先さきの授業は四時間目。よってこれからの休みは昼休み。誰もが昼食を取るべく、ある者は連れだって学食へ向かい、ある者は駆け足で購こう買ばいへ向かい、またある者は近くの席と机を合わせて弁当を広げる。

　周囲が賑にぎやかとなるに応じて、西野もまた身を起こす。

「…………」

　出いで立ちから外見、成績に至るまで普通尽くしの彼に唯一、普通でない点があるとすれば、それは学内での交友関係が非常に希き薄はくな点だ。例えば昼休み、一緒に食事を摂とるような友人は居ない。

　よって彼はのそのそと起き出し、一人で廊下を歩いて学食に向かう。

　そんな彼に背後から迫る者の姿が。

「おい、西にし野の」

「……なんでしょうか、大おお竹たけ先生」

　彼のクラス担任である大竹清せい司じ先生だ。御おん年とし四十五歳のベテランである。担当教科は数学。同校では学年主任も兼ねる。生徒からの評判は上々で、面倒見の良く頼りがいのある人物として通っている。

　それでも欠点があるとすれば、ここ数年、頭髪が寂しくなり始めている点か。これには当人も悩んでおり、女子生徒から、先生ちょっと頭ヤバくない？と言われる頻度が高まっていることに、少なからずストレスを感じているという。

「現国の山やま田だ先生から聞いたが、流石さすがに試験中の居眠りはないだろう」

「すみません」

　現国の山田先生とは、つい今いまし方がたの授業を担当していた教師である。

　居眠り常習犯として上司へ報告が為なされたようだ。

「後で困るのはお前だぞ？　来年は受験なんだからな」

「いえ、自分は就職志望なので」

「だからと言って、授業を寝て過ごすのも教師としては見過ごせないんだよ」

「……すみません」

「まあいい、これからは注意するように」

「はい」

　幾らばかりか小言を連ねて、大竹先生は去って行った。

　そこまで彼という存在を気にした様子はない。数多あまた在籍する生徒の一人に対して、教師としての責務を果たすべく掛けられた小言。大竹としても西野の授業態度には覚えがあるので、またかと溜ため息いき交じりのやり取りだ。

　これを無難にやり過ごして、彼は止まってしまった歩みを学食へ再び向ける。

　昼休みの賑にぎやかな廊下。

　スタスタと早足に歩む。

　すると角を曲がったところで、不意に他者とぶつかった。

「っ……」

「キャッ……」

　相手は女子生徒だった。西野は咄とつ嗟さに後ろへ身を引いたが、避よけきること叶かなわず、互いの身体からだは接触してしまった。どうやら相手は走っていたらしく、勢い付いた彼女はバランスを崩して転倒した。

　ちなみに西野は少しばかり身体が揺れた程度だ。

「すまない」

　慌てて謝罪の言葉を述べる。

「……大丈夫か？」

　その語り調子が些いささかおかしいのは、彼の価値観が少しばかり他者と異なっている為ためだ。ちょっとシニカル入っているのが格好良いと考えているらしい。実際はちょっとどころの話ではなく、同時にちっとも格好良くないと、クラスメイトからは不評である。

　ただ、その事実は今のところ、彼の耳にまで入ってきてはいない。中学生の頃の患わずらいが、高校へ入学しても長引いているのだろうとは、彼を遠巻きに眺めるクラスメイトたちからの一方的な評価である。

「こちらこそごめんなさい。少し急いでいたの」

　一方で女子生徒はといえば、尻しり餅もちをついた姿勢のまま彼を見上げていた。

　相手は隣のクラスの綺き麗れいどころだった。名前をローズ・レープマンという。普通極まる同校で、それでも普通でない生徒を探すとしたら、いの一番に名前が挙がる存在。それが彼女だった。

　つい数ヶ月前に編入してきたばかりで、本人曰いわく生きつ粋すいのイギリス人女性である。年齢は西にし野のと同じく十六。身の丈は同年齢、それも外国人女性にしてはべらぼうに低くて、百三十センチ程度。腰下まで伸びたストレートのブロンドが印象的だ。

　顔立ちは身長に同じく多分に幼さを残す。色白の肌は白人の中にあっても殊こと更さらに目立つ。クリクリとした大きな青色の瞳ひとみに見つめられては、たとえ本意でなくとも、自然と対応が柔らかなものとなる。とても可愛かわいらしい少女だ。

　おかげで彼女を嫌う女子グループからは、陰で金髪ロリと呼ばれている。

　その事実に一部のロリコンたちは、類たぐい稀まれなる興味を示しているという。

「いや、こちらこそすまなかった」

　西野は努つとめて穏やかな調子で答えた。

　すると、彼女は自らの右腕を彼に差し出した。

「お手を貸して貰もらえるかしら？　西野くん」

　パチンと軽くウィンクなどして見せるローズ。これが他の生徒であれば、問答無用で顔面を殴りたくなったことだろう。けれど、彼女のすこぶる可愛らしい外見と相あいまっては、どこか自然に感じられて、彼は素直に頷うなずき応じる。

「あ、あぁ……」

　気き後おくれしながら、西野は片腕を彼女へ向けて伸ばした。

　グイと一ひと息いきに引っ張って身を起こす。

「ありがとう」

「いや……」

「それじゃあ失礼するわね」

　身を起こすが早々、ローズは元気に廊下を駆けていった。

　その後ろ姿を何とはなしに眺めて、西野は呟つぶやく。

「……先月から何度もぶつかっておいてよく言う」

　先週は階段の踊り場だった。

　危うく転落しそうになった彼である。





　　◇　◆　◇






　代かわり映ばえのしない下校の風景。帰宅部である西にし野のは、六時間目の終わりを告げる鐘の音と共に教室を後にして、足早に帰路へと就いた。校舎に反響して近隣一帯へ響く運動部の掛け声や、どこからともなく聞こえてくる吹奏楽部の演奏もどこ吹く風だ。

　その帰り道での出来事である。

　通学路を歩む彼の脇、路ろ側そく帯たいに停車する自動車があった。外国産のクーペ。一台数千万の高級車である。見る者が見れば、既に販売を終了したプレミア車両に写真の一枚でも願ったかもしれない。しかしながら、これを眺める彼にとっては知る由のないところ。

「はーい、これから帰宅かしら？」

　自動車から顔を覗のぞかせて運転手が言う。

「……何の用だ？」

　西野は不機嫌な態度を隠しもせず答える。

　互いに見知った間あいだ柄がらである。

「マーキスに依頼を断られたから、直接貴方あなたのところへ持ってきたわ」

　顔を覗かせるのは白人。腰下まで伸びたプラチナブロンドの髪が印象的な、二十代と思おぼしき美女である。身体からだのラインをまざまざと感じさせるスーツ姿は、短めのスカートと相あいまって、彼女のスタイルの良さを浮うき彫ぼりとする。

　男なら誰しも見返してしまうほどの巨乳の持ち主だ。事実、今も脇を通る通行人は誰もが彼女を振り返っており、内男性に関しては一様に、シャツの合間から覗く胸の谷間へと意識をやっていた。

　例外があるとすれば、それは西野くらいだ。

「依頼ならマーキスを通せ。でなければ受けない」

「あら、彼のことをそこまで信頼していたとは意外ね」

「……俺はアンタのそういうところと、それ以外のところが大嫌いだ」

「これはまた随ずい分ぶんと嫌われてしまったようねぇ」

「何よりも嫌いなのは顔だな。もしも俺に依頼を持ってきたいのなら、一度ダンプカーにでも轢ひかれて、その無駄に高くて色白の鼻をへし折ってから来るといい。さぞかし美しい女になれるだろう」

「つれないわねぇ……」

　構かまわず歩く西野。

　これに美女は自動車を徐行させながら続ける。顔は運転席から歩道へ向けたまま、片手をハンドルに添えて、もう一方を肘ひじの辺りで窓枠に乗せながら。

　大して車通りの多い道ではないが、相応に道幅も狭い為ため、後続がやってきたら邪魔なことこの上ない。とは言え、車体に取り付けられたナンバープレートを眺めれば青色。表だってクラクションを鳴らす車両は見られない。

　誰も彼も勢いを落として、対向車線にはみ出しながら静かに追い越して行く。

「どうしても駄目なのかしら？」

「駄目だ」

「もしも受けてくれたら、とても素敵なボーナスが付いてくるのだけれど」

　おもむろに彼女は自動車を止めて、西にし野のの正面に降り立った。

　フツメンの行く手を強引に阻む。

　そして、シャツの胸元を広げると共に、人差し指で胸の谷間を晒さらして見せた。

　これに西野は、些いささか苛いら立だった様子で言葉を返す。

「一つ耳寄りな忠告だ。耳の穴を穿うがってよく聴くといい」

「あら、それは嬉うれしいわ。何かしら？」

「俺はアンタみたいな人種が大嫌いだ。より具体的に言うなら、外向きのプライドに終始する中身のない人間が大嫌いだ。アンタの依頼を受けるくらいなら、いっそ警察の子飼いになった方がマシだろう」

　最高に足りていない台詞せりふだった。

　何が足りていないかと言えば、主に顔面偏差値が足りていない。












　彼の顔で語って聞かせるには、圧倒的に荷の重い内容だった。

「あら、貴方あなたってそこまで正義感の強い性格の持ち主だったかしら？」

「苦くるし紛まぎれの冗談がつまらないのも相変わらずだな？　さっさと帰れ」

「っ……」

　西にし野のの言葉を受けて、一瞬、美女の顔が苛いら立だちに歪ゆがむ。

　当然の反応だ。片や絶世の白人美女。片やアジアのフツメン。世界中で普遍的に用いられている人文科学の外見カーストに鑑かんがみれば、どちらが上位であるかは火を見るよりも明らかである。

「ど、どうやら今日は機嫌が悪いようだから、大人しく出直すわね」

　大人らしく自ら一歩を引いてみせる美女。

　対する西野は追い打ちを掛けるように語ってみせた。

「フランシスカ、俺はアンタの顔がこの世で五番目に嫌いだ。ちなみに六番目に嫌いなのはジョージ・ブランメルの肖像画だ。あれは人を馬鹿にしている」

　ちょっと気取った物言いが、女の神経をこれでもかと逆さか撫なでる。

　偶然通り掛かった通行人でさえ、傍はた目めにイラッと来ている。

「それじゃあ失礼するわっ。またねっ！」

　彼女は開けっ放しであったドアから、逃げるように車へ乗り込んだ。

　その足が踏み込まれるのに応じて、車体はフツメンの下から急発進。

　タイヤのアスファルトを切る音が辺りに大きく響く。

　自動車は歩道から距離を取るように、そそくさと道の先さきへと消えていった。その姿は通りの角を曲がり、すぐに彼から見えなくなる。マフラーから吐き出された排ガスの苦い味が、歩行者の鼻び腔こうへ否いや応おうなく入り込む。

　その香りを鼻先に感じて、西野は呟つぶやく。

「まったく、毎度のこと飽きない女だ」

　語る彼にしても、毎度のこと飽きない高校生だった。
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　その日の晩、六ろつ本ぽん木ぎのバーで愚痴る美女の姿があった。これに応じるのは、バーテンを務める者の仕事となる。前者はつい数時間前、西野に振られたフランシスカであり、後者は昨晩に西野と言葉を交わしていた同店舗のマスターだ。

「駄目だったわ、マーキス」

「だから何度も言っているだろう。アイツとアンタは相性が悪い」

　フランシスカの愚痴にマスターは適当な相あい槌づちを返す。

「私の美び貌ぼうも落ちたものね。歳としかしら？」

「そういうのが一番駄目だ。本当に依頼を受けて欲しいと思うのなら、その辺りを改めるんだな。俺が思うに、現状でお前に対するヤツの評価は最低だ」

「まったく有り得ないわね。本国なら谷間を見せるまでもなく入いれ食ぐいなのに、あんな小汚い黄色ザルの一匹も釣れないなんて、いい加減、嫌になってくるわ」

「それは俺も同じだ。気にするな」

「ふぅん？　言うじゃない」

「それがどうした？」

「伝えて良いかしら？」

「構かまわないが、それを伝えたらアンタは金こん輪りん際ざい、ヤツに仕事を頼めなくなる」

「分かってるわよ。冗談よ、冗談」

「下らない冗談は嫌いだな」

「あら、貴方あなたもあの子の影響を受けたのかしら？」

「だとすれば次には、もうアンタに出す酒はない、とでも続ければいいか？」

「分かっているわよ。愚痴よ、愚痴。ごめんなさいね」

「下らないプライドは捨てることだな。それがなによりの交渉術だ」

「交渉、ね？　あんなちんけなアジア人を相手に」

「そう言っている限り、アンタがアイツに依頼を持ってくことは無駄だな。アレは別に他の誰も求めていないし、自分の何を他人に誇ることもしない。言い換えれば、自分一人で全すべてが完結しているようなものか」

「……そう。つまらない男ね」

「だがしかしだ、この国ではそういうのがモテるんだそうだ」

「それどこ情報？」

「前にヤツが読んでいた本に書いてあった」

「あら、どういった本かしら？　割と気になるのだけれど」

「この国の若者に向けて書かれた娯楽小説だ」

「へぇ、貴方がそういったものを読むのは意外ね」

「ヤツが忘れていったのさ。読むなら貸してやる」

「又また貸がしなんて悪い人ね」

「どうせ忘れたことすら忘れているさ」

「それならいつものところへ送っておいて頂ちよう戴だい。確認しておくわ」

「分かった」

　なんだかんだと言葉を交わしながら、バーテンの彼は、カウンターへ腰掛ける彼女へ酒を出す。ロックグラスに浮いた丸まる氷ごおりと、これを囲う琥こ珀はく色いろの液体。甘いバニラのような香りがうっすらと漂う。

　他に客の姿はない。

　午前零時を過ぎて、店内には二人の姿だけがある。

「それを飲んだら帰れ」

「ありがとう。そうするわ」

　呟つぶやいて、フランシスカは差し出されたグラスを一ひと息いきに呷あおった。

「ところで、問題の依頼はどうするんだ？」

「彼が駄目なら他に回すしかないわね」

「それが可能な当てがあるのか？」

「……無いわよ」

「でなければ、わざわざ本人の下まで向かったりはしないか」

「本当、どうしようかしら」

　うつむき加減となり、ブツブツと何やら呟き始めるフランシスカ。それなりに大きな問題を抱えているようで、一連の振る舞いは随ずい分ぶんと切せつ羽ぱ詰つまって見える。やがて、これを肯定するように、彼女は手にしたグラスをカウンターへ叩たたき付けるように置いた。

　他に客がいないことも手伝ってだろう。声も大きく吠ほえる。

「あーもう！　あの黄色ザルのせいで私の先行きは真っ暗よっ」

「そう吠えるな。どこに耳があるか分からない」

「なに？　ここにはアイツの耳があるっていうの？」

「そうは言っていない。しかし、その可能性もゼロじゃない」

「本当、腹立たしいほどに有能ね、あの糞くそガキはっ！」

「化けの皮が剥はがれてきたな」

　バーテンの男は殊こと更さらに面倒そうな表情となり、酒の勢いから荒ぶる女を眺める。さっさと帰ってくれと言わんばかりだ。相手をするのも面倒になってきたのか、おもむろに布ふ巾きんを一枚手に取ると、シンク脇に重なっていたグラスなど磨き始めた。

「五月蠅うるさいわねっ！　あんなガキにいいように扱われて、気分が良い筈はずがないでしょう？　ああもう、こっちこそ殺してやりたいわっ。本当、腹立たしいって言ったらないわね。いつか絶対に殺してやるわ」

「まあ、それだけの気概があれば大丈夫だろう」

　酒を口にしては管くだを巻くブロンド美女。

　これにバーテンは延々、相あい槌づちを返すばかりだった。
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　西にし野のの自宅は住宅街に建てられた単身者向けのアパートにある。

　いわゆる一人暮らしというやつだ。

　親元を離れて数年、炊すい事じや洗濯、水回りの掃除にも慣れた昨今、これと言って不便を感じることもなくなって久しい。学生として高校に通う傍かたわら、仕事をこなし日々の生活費を稼ぎつつ、それでも維持できる程度の日常。

　それが六畳一間の空間で営いとなまれている。

「…………」

　今晩の夕食はインスタントラーメン、それにパックのサラダだった。前者は買い置きの品であり、後者は帰宅に際して近所のコンビニエンスストアで購入した総そう菜ざいだ。味付けはゴマ生姜しようがドレッシング。

「…………」

　幾度となく買っては食べて、既に慣れ親しんだ味だった。

　何を思うでもなく、千切りキャベツとか、レタスとか、コーンとかを頬ほお張ばる。その表面に振りかけられたドレッシングは、食べ始めて数口で早々に失われた。足りない。量が足りていない。別売り。

「…………」

　西にし野の五ご郷きよう、十六歳。虚無感ばかりが募つのる毎日だった。

　潤うるおいが足りていない。

　勝手に飛び出すように親元を離れて数年、一人暮らしにも慣れたように思える時分。それでも料理だけは好きになれなくて、日々の食生活は近所にあるコンビニの総菜。収入は十分にあっても、手間が面倒で慣れ親しんだところに落ち着いてしまう。

　幾度目とも知れないコーンサラダ百九十八円。

　モソモソと食べていると、不意に響くのが部屋の片かた隅すみ、カラカラという物音。

　スチールラックの最下段に置かれたケージに収まるハムスターが、備え付けの遊具で遊び始めたようだった。車輪状のそれに乗って、一心不乱に走り始める。カラカラカラ、他に音のない部屋に響く。

「……あぁ」

　何やら思い出した様子で、彼は腰を上げてケージの下へ向かった。

　脇に置かれたビニール袋から、固形飼料を取り出す。

　そして、檻おりの内側に設けた餌えさ入れへと、これを補充した。

「…………」

　ニィと小さく笑みを浮かべる西野。ケージの内側、今まさに補充したばかりの餌へ飛びついたハムスターを、穏やかな眼まな差ざしで眺めている。若干気持ち悪いが、それは彼がフツメンであるから仕方がない。

「今日は他に苺いちごを買ってきた。これも一緒に入れてやろう」

　ケージの戸を少しばかり開けて、苺を転がし入れる。ハムスターはこれに早々に近づき、ハムハムと始める。西野はその姿を何をするでもなく眺める。

　彼の夜はペットのハムスターを愛めでるうちに過ぎていった。





〈ローズ・レープマンという女〉




　ローズ・レープマンは三日ぶりの排はい泄せつを終えて、洗面所で手を洗っていた。

　ハンドソープを丹念に泡立てて、これを指と指の間から爪つめと肉の僅わずかな隙すき間ままで、丹念に撫なで付ける。僅か一ミクロンの洗い残しもないよう、ゴシゴシと皮膚を擦こすり合わせる。親の敵をおろし金に擦り付けるような気迫。その表情は酷ひどく険しい。

　時間にして十分間。

　洗面所には出しっ放しの水が流れる音が淡々と響く。

　やがて満足がいったのか、少しばかり表情を穏やかにして、蛇口から垂れる水に泡を流し落とし始める。

　その最中に手の甲が僅かばかり蛇口の先さきへと触れた。途端、彼女の顔はこの世の終わりとばかりに歪ゆがむ。

「…………」

　再びハンドソープを手の平に垂らして、激しく泡立て始める。今いまし方がたに洗い終えたばかりの手をもう一度、先程にも増して激しく洗い始めた。

　また十分が経過する。

　今度は慎重に手の泡を水道水に流していく。その顔は今にも泣き出してしまいそうなほど、苛いら立だちと悲しみにまみれていた。

　ややあって、泡が全すべて流れたところで、彼女はタオルを手に取った。

　水に濡ぬれる指先をブランドもののそれで拭ぬぐう。指の先から手首まで丹念に拭ふき取る。激しい手洗いの為ためか、部屋着の袖はビショビショに濡れていた。

「……面倒、面倒なのよ。こんなの」

　場所は都内に所在する高級賃貸マンションの一室。

　両手の水気が完全に取れたところで、彼女はようやく洗面所を後にする。

　かれこれ数十分も籠こもっていただろうか。

　タオルはすぐさま洗濯かごに放ほうり込まれた。植物の蔓で編まれたそれに入れておけば、翌日には洗濯されて、綺き麗れいに折りたたまれて部屋に戻される。一連の流れは彼女がこの街に越してから数ヶ月、延々と繰り返されてきた儀式の一つ。

「はぁ……」

　リビングまで移動してソファーへ腰を落ち着ける。

　すると時を同じくして、端末が振動に震えた。ローテーブルの上に置かれたそれは、ガラスで作られた天板に触れて、ブブブと小刻みな音を立てている。ディスプレイに映された呼び出し元は、つい先日にも顔を合わせた相手であった。

「まったく、あの女は」

　それとなく部屋の掛け時計を眺めれば、既に深夜の零時を過ぎている。

「……はい、ローズです」

『もしもし、私だけれど』

「そうね。こんな時間に電話してくるのは貴方あなたくらいのものよ。フランシスカ」

『随ずい分ぶんと待ったけれど、もう無理。明日に例の件を開始するから』

「それは協力が取り付けられたと考えて良いのかしら？」

『いいえ、彼は抜きでやるわ。アポすら取れなかったのだもの。これ以上は待っていられないわ。遅らせることのできない後発の仕事が、列を成して並んでいるのだから』

「……私に死ねと？」

『あら、貴方は死ねるのかしら？』

「…………」

　何気ない相手の呟つぶやきにローズの表情が固まる。何か言葉を返そうとして、けれど、上う手まい軽口の一つも見つからない。口が二、三度ばかり、開いたり閉じたりを繰り返す。すると、そうこうしているうちに続けられたのが、電話越しの一方的な通つう達たつだ。

『明日、貴方の学校が終わったら合流しましょう。いつもの喫きつ茶さ店てんでいいわね？』

「……分かったわ」

『それじゃあ、おやすみなさい』

「ええ」

　やり取りされる会話は酷ひどく淡々としたものだ。数分ばかりを繋つなげたところで、どちらからともなく回線は切断された。端末に表示された相手の名前と通話時間を眺めて、ローズは顔を苛いら立だちに歪ゆがめる。

　端末をソファーへと投げつける。

　勢い良く放たれたそれは、ボスっと軽い音を立ててクッションの合間に埋もれた。

　そして、彼女自身もまた身体からだをこれに預ける。

「なんなのよ、あの女。こっちがどれだけ気を遣って、アプローチを繰り返していると思っているのかしら。それを三ヶ月以上も待たせて、碌ろくにアポすら取れないなんて、どれだけ無能ならそんな結果になるのよ」

　背もたれに頭を預けて天井を眺める。

　大型のシーリングファンが音もなくゆっくりと回っている。

「…………」

　瞬まばたきを三回して、首を右に揺する。

　瞬きを三回して、首を左に揺する。

　瞬きを三回して、首を右に揺する。

　瞬きを三回して、首を左に揺する。

　瞬きを三回して、首を右に揺する。

「……ああもう、奇数じゃないのよ」

　呟かれたのは意味不明な独り言。

　それは彼女以外、誰も理解できないところにあるぼやき。












「なんの為ために三回にしたと思っているの？　やり直しだわ」

　それからしばらく、彼女はソファーに身を預けたまま、天井を眺めて、目をパチパチとやったり、首をガクガクとやったり、奇行を繰り返した。苛いら立だたしげな表情を顕あらわに、××××染みた行為を延々と続けた。

　一連の儀式には小一時間ばかりを必要とした。
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　その日もまた昨日と同様、津つ沼ぬま高校では授業が終えられて、放課後が訪れた。部活動や課外活動に従事する生徒は、所定の活動スペースへと急ぐ。そうでない学生は鞄かばんを手に街へ繰り出すか、帰路に就くか。

　西にし野の五ご郷きようはといえば後者である。

「っ……」

　教室を後にしてしばらく、昇しよう降こう口ぐちへ至る直前の出来事だった。不意に彼の身体からだへ衝撃が与えられた。後ろから走ってきた誰かが、その身体を彼の肩にぶつけたようだ。転倒するほどではないが、完全な不意打ちに蹈鞴たたらを踏む。

「あ、ごめんなさいっ！」

「…………」

　何が起こったとばかり、声の聞こえてきた側を振り返る。するとそこにはローズ・レープマンの姿があった。彼女も彼と同様に帰宅の最中であったのだろう。その手には学校指定の鞄かばんが提げられていた。

　昨今、缶バッチやキーホルダーの類たぐいで装うのが常である女子高生としては、それらしいめかし込みも見つけられない。購入から間もない為ためか、汚れや擦すれた様子もなく、綺き麗れいなものである。

「ごめんなさいね？　ちょっと急いでいたものだから」

「ああ、別に気にしていない」

「そう？　ありがとう」

　これで何度目だったろう。

　西にし野のの脳裏に浮かぶのは、彼女と身体からだをぶつけた回数だ。数ヶ月前、ローズという少女が隣のクラスに転校してきて以来、休み時間や放課後、クラス合同で行われる体育の授業中に至るまで、場所や時間を選ばず接触する機会があった。

　まさか偶然とは思えなくて、彼はこの点を疑問に思っていた。

　しかしながら、相手は転校から一週間と経たたずに学園のアイドルとなった美少女。まさか能動的に言葉を投げ掛けることも憚はばかられて、真意は未いまだに確認できないまま、今日までを過ごしてきた。

　ただ、流石さすがにこのまま放置するのもどうかと考えて、彼は口を開く。

「一つ確認したいことがあるんだが……」

　数ヶ月目にして初めての積極的接触だ。

　彼としても自身の境遇を鑑かんがみれば、一つや二つ、思うところが無いでもない。もし仮に推測が正しかったとすれば、たとえ相手が学園のアイドルとはいえ、然しかるべき対処を行う必要があった。

　しかし、意を決した彼の問い掛けも、彼女には届かない。

「ごめんなさい。本当に急いでいて、ちょっと時間がないの」

「……そうか」

「もしも話があるのなら、えっと……明日の放課後とか、どうかしら？」

「わかった」

「ありがとう。それじゃあ失礼するわね」

　西野にとってのローズ・レープマンとは、いわゆる高たか嶺ねの花はなだった。上品で、知的で、潑はつ剌らつとしていて、いつも人の中心に立っている。また、そうした評価は他の生徒にとっても同様であって、学内に限らず、周辺校にまでその存在は噂うわさとなっていた。

　小学生さながらのロリボディーで在りながら、万人を魅了するだけの知性と包容力が、学校生活を送る日々の振る舞いには感じられた。体育の時間、一時間限定でツインテールとなる姿に打ちのめされたロリコンも多い。

　今も笑みを浮かべる彼女の姿に、西野もまた多少なりとも好意を抱いていた。しかしながら、所しよ詮せんは決して交わらない道を行く相手なのだと、諦あきらめ混じりの憧あこがれだ。遠目に眺めて楽しむのが正しい距離感だと考えていた。

　普段からシニカルを気取る彼であっても、中身は年相応の少年である。

「ああ、道中気をつけるといい……」

　西にし野のは平素からの仏頂面で彼女を見送った。

　言葉を交わしていたのは、ほんの僅わずかな間の出来事であった。

　他方、送られた側は急いで昇しよう降こう口ぐちまで向かうと、内履きから靴に手早く履き替える。そして、駆け足で学校を後にした。正門を抜けてから数十メートルを駆けたところで、タクシーを拾う。運転手に行き先さきを伝えて、数キロばかりを走る。

　向かった先は都内有数のオフィス街だ。

　その一端に位置する、背の低い雑居ビルに囲まれた界かい隈わい。大通りから外れたことで、人通りも疎まばらとなった同区画に、ローズの目的地はあった。タクシーから降りて歩くこと十数メートルほど。彼女は一軒の個人経営と思おぼしき喫きつ茶さ店てんに入った。

　カランコロンと乾いた音が響く。鈴が鳴って客の入店を知らせる。

　ローズは素早く店内を眺めると、奥まった席に見知った相手を見つけた。早足でその下に向かう。すると彼女を店内に案内するべく数歩を踏み出したウェイトレスも、これを待ち合わせと理解して、厨ちゆう房ぼうに回れ右だ。

「あら、早かったわね」

「貴方あなたが急せかしたのでしょう？　わざわざメールまで送ってくれて」

「私はローズちゃんが遅刻しないように気遣っただけよ？」

「……どうかしら」

　二人掛の席。

　空いた椅い子すを引いて、ローズはこれに腰掛ける。

「それで、算段はどうなっているのかしら？」

「ローズちゃん、貴方は何を飲む？」

「……この女は」

　露骨に苛いら立だちを見せるローズ。

　彼女の正面に腰掛けるのは、つい先日、西野の前に現れたブロンド美女だった。場末の喫茶店に腰掛けるには過ぎた代物。タイトなミニスカートから洩もれたムチムチの太ふと股ももは、否いや応おうなく人目を引く。それを大胆にも組んでいるのなら尚なお更さら。

　これに対する現役女子高生の身の丈が、僅か百三十センチ足らずであることを鑑かんがみれば、殊こと更さらにその女らしさは強調された。同じ白人種でありながら、酷ひどく対極的な二人である。外国人の顔に判別の利かないアジア人が見れば、年の離れた姉妹として映るやも知れない。

「紅茶で良いかしら？」

「コーヒーを。エスプレッソで」

「あら、紅茶は止やめたの？　あんなにこだわっていたのに」

「不ま味ずいと分かっている店で好物を頼む馬鹿がどこにいるのかしら？」

「そう言えば、前にもそんなことを言っていたわね」

「これ以上、下らない問答を続けるなら、帰るわよ？」

　苛いら立だたしげに美女を睨にらみ付ける美少女。そこまで露骨に嫌な態度を示されて、ようやくフランシスカはローズからの問い掛けに答えた。

「場所は押さえてあるわ。彼女は同時搬入で、開始時間は午前零時きっかり」

「今度の彼女は可愛かわいらしい子なのかしら？　前のはあまりにも酷ひどかったわ」

「メイドに相応ふさわしいものを用意してあるわ」

「メイド？　また今回も趣味の悪いシチュエーションのようね」

「あら、殿との方がたを落とすなら悪くない選択よ？」

「貴方あなたのような色狂いと一緒にしないで欲しいのだけれど？　私は結婚するまで、ちゃんと取っておきたいの。婚前でありながら、誰にでも股またを開くような尻軽女と一緒にしないで欲しいわ」

「そういう子に限って、ちょっとしたきっかけでハマるのよねぇ」

「黙りなさい。下らない話を続けるのなら、依頼を放棄して帰るわよ？」

「あら、貴方はそんな選択が取れる立場かしら？」

「…………」

　続く言葉が出てこないブロンド美少女。

　その姿を眺めて、ミニスカ美女はニィと口元に笑みを浮かべる。

「理解したかしら？　このまま向かうのであれば私が送るけれど」

「結構よ。一度着替えてから向かうわ」

「ええ、それじゃあよろしく頼むわね。支し度たくが出来たら連絡を頂ちよう戴だい」

「……分かったわ」

　多少ばかりを語ったところで、ブロンド美女が席を立った。手元には碌ろくに嵩かさを減らしていないコーヒーのカップが残る。テーブルに置かれた伝票を手にして、手早く会計を終える。その際にローズの下へ紅茶の注文を入れることも忘れない。

「ありがとうございました」

　レジ越しに頭を下げるのは同店の店長だ。

　紅茶が不味い。コーヒーも不味い。目立った商品もない。立地も良くない。ついでに内装も冴さえない。一連の事情も手伝い、客足は甘かん味み時どきであっても遠く閑散が常。それでも店が潰つぶれないのは、偏ひとえに地主である彼の趣味で営業されているが故。

「まったく、面倒な仕事ばかりで嫌になるわね」

　誰に言うでもなく呟つぶやいて、ローズもまた美女に続き席を立つ。

　卓上にはチップ代わりにと財布から取り出した五百円硬貨。

　これを卓上において、人差し指で撫なでる。

　一度、二度、三度と撫でたところで、何な故ぜか椅い子すに座り直す。

　そうかと思えば、すぐに立ち上がり、中指で硬貨を撫なでる。

　一度、二度、三度と撫でたところで、何な故ぜか椅い子すに座り直す。

　そうかと思えば、すぐに立ち上がり、薬指で硬貨を撫でる。

　一度、二度、三度と撫でたところで、何故か椅子に座り直す。

　その間、表情は極めて真面目まじめ。

　これを三セット繰り返したところで、彼女は席を離れた。

　彼女の備える強きよう靱じんな意志により、自宅外での儀式は極めて短縮されている。自宅であれば最低でも二十セットは繰り返していただろうボリュームを、僅わずか一桁けたで済ませた事実は、当人にとっても非常に希け有うなケースである。

　××××認定五秒前。

　店長に見つかる直前、危ういところで現場を脱する。

　ドアを押して店の外に向かう。

　カランコロン。

「ありがとうございましたー」

　背に届くのは出入り口に括くくり付けられた鈴の音と、店長の暢気のんきな声。

　喫茶、木こ漏もれ日。同店は本日もガラガラだ。
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　その日、西にし野のはペットの餌えさを購入するべく夜の街を歩んでいた。

　目当ては二十四時間営業の総合ディスカウントストア。そこでハムスターの餌を手に入れるのが、今の彼が何より優先する事項だった。ここ最近は忙しかった為ため、餌の備蓄を切らしてしまったのである。

　前日に手持ちの全すべてを与えてしまい、本日の食事にも困る有様だ。

　という訳で、彼は愛するペットの為、買い物へと繰り出した次第である。

「……同じ製品が販売されているといいが」

　同居人が好みとするラインナップを思い起こしては呟つぶやく。過去に色々と選定を重ねた結果、ここ数ヶ月に渡り贔ひい屓きにしているブランドの品だ。相手が小動物とは言え、西野にとっては数少ない友人である。その点を妥協するつもりはなかった。

　そうした最さ中なかのこと、ふと彼の視界に見知った姿が映った。

「あれは……」

　ローズ・レープマンだった。

　とても真剣な表情で通りを歩む美少女。ブロンドの白人である彼女だから、傍はた目めにも非常に目立った。政府の意向により移民受け入れの施し策さくが国政として大々的に為なされて数年。それでも流入する大半は同じアジア人であるから、白人の姿は際立つ。

　ただ、今の彼女はそれ以外の要因でも、一際目を引いた。

　肌や髪の色、瞳ひとみの色以上に目立つ、全身ラバースーツ。各所には破れや解ほつれを伴い、その先さきには剥むき出だしの傷口を晒さらしている。年頃の娘が街中を歩むにはあられもない姿恰かつ好こうだ。腰回りには何やら、エプロンのような被服の切れ端がまとわりついている。

「……なんだあれは」

　ペットの食事に向けられていた意識が、路上を歩く同級生に傾いた。

　彼の他にも彼女を捉とらえる視線は多い。終電を間近に控えて駅へ急ぐサラリーマンや、客引きに勤いそしむ風俗屋のキャッチ。派手な衣服で着飾りクラブに向かう女や、そんな女を求めて街を闊かつ歩ぽする粗雑な風ふう貌ぼうの男たち。などなど。

　対してローズが晒すのは、バイク乗車中に横転してアスファルトに放ほうり出されたライダーのような有様であるから、これに声を掛ける通行人も出てくる。気遣い三割、下心七割。これら全すべてを無視して、彼女は必死の形ぎよう相そうで通りを歩んでいた。

　その足は人気のある通りを避けるよう、細路地へと進路を取る。

「…………」

　見て見ぬ振りもできた。

　しかしながら、相手は少なからず言葉を交わしたことのある相手だ。更に言えば同じ学校の生徒である。万が一にも今晩のうちに何かあって、翌日、全校集会の末に黙もく祷とうの時間を用意されたのでは、流石さすがの彼も目覚めが悪い。

「……追われているのか？」

　西にし野のは少しばかり考える。どうするべきか考える。

　同居人の食事を用意することは、彼にとって割と重要なミッションである。しかしながら、一晩を放置した程度でどうにかなるようなものでもない。餌えさこそ尽きても、水分に関しては十分にタンクへ入れてある。二、三日は持つだろう。

「…………」

　結論はローズの姿が建物の陰に消えたところで出た。

　西野は急ぎ足で駆け出す。

　向かった先は背の高いビルとビルの合間に生まれた細い路地。道幅二メートル程度であって、自動車の通行も難しい通路だ。道と呼べるかも怪しい。そのまま真まっ直すぐに五十メートルばかり抜けると、また別の大きな通りに出る。

　他に通行人の姿もなく、西野は早々にローズを確認した。

　前方十数メートルの地点。

　弱々しい足取りで路地を歩む彼女の姿があった。自重を支えることも辛つらいのか、通りを作るビルの壁面に手を突いて、辛かろうじて立っている。前へ前へと向かう足取りは、非常にゆっくりとしたものだ。

「…………」

　西野が声を掛けようと口を開きかけた直後、通路の反対側に人影が現れた。

　スーツ姿の大柄なラテン系男性が三名。一人の例外もなく銃器で武装している。彼らは登場して即座に、その照しよう準じゆんをローズに定めた。間かん髪はつを容いれずに発砲。消音装置が取り付けられているようで、本来であれば響いただろう馬鹿でかい音は聞こえない。

　代わりに飛び出した薬やつ莢きようの、路上に転がる音が立て続けに響いた。

　二度、三度と繰り返される発砲。うち一発がローズの太ふと股ももに命中した。ビスッという音と共に、その身体からだが地面に倒れる。頭部が脇に置いてあったゴミ箱に当たる。転倒した水色のポリバケツは勢い良く転がり、内側に収まっていた廃棄物を派手にまき散らした。

「……どうやら面倒なことになっているようだな」

　ここへ来てようやく、西にし野のは状況を理解した。

　彼は咄とつ嗟さに地を蹴けってローズの下まで跳躍した。十数メートルという距離を瞬く間に詰める。片膝ひざを地面に突くと、両腕を相手の背中と膝裏に差し入れて、彼女の肉体を胸きよう中ちゆうに抱き入れた。この間、数秒と要さない早はや業わざである。

「なっ……」

　一方で抱かれた側はといえば、今の今まで彼の存在に気付いていなかったようだ。突如として現れた同級生の姿に瞳ひとみを見開いていた。

「ど、どうして貴方あなたがここにいるのよっ」

「買い物に出掛けたら、アンタがボロボロで歩いていた」

「……それはまた、大した偶然もあったものね」

「普通ではないと思っていたが、やはり普通ではなかった訳だ」

「え、ええ……そうね。悪かったわね」

「ところで、あれは？」

「さぁ？　どこかの雇われボディーガードじゃないかしら」

　軽口を呟つぶやいて、ローズは懐から拳けん銃じゆうを取り出した。これを迫る男三名に向けて片手で撃ち放つ。一発目が先頭を走っていた男の太股に、二発目がその後ろから迫っていた男の頭部に、それぞれ着弾した。撃ち漏らしはゼロだった。

　後者は絶命。

　前者はその場に倒れて、足を庇かばいながら呻うめき声ごえを上げる。

　残る三人目は二人に構かまわず、拳銃を構えたまま彼女に迫る。

「銃が使えるのか。大したものだ」

「そこまででもないわ」

　パスンと軽い音を立てて、三人目の放った弾丸がローズの眉み間けんに向かう。

　受ければ絶命必至。

　即死は免れない一撃。

　だがしかし、それは着弾まで数センチのところで、空中にピタリと静止した。

「っ……」

　弾丸の止まる瞬間を目撃したことで、ローズは何事かと驚いた。目と鼻の先さきに留とどまる脅威を目の当たりにして、声にならない悲鳴が漏れる。ライフリングに擦すれた跡の刻まれる弾頭の、緩ゆるやかに尖とがる先端までもが鮮明に確認できた。

「気にするな。問題ない」

「えっ、そ、そんな……」

　目の前の出来事が信じられないと言わんばかり。

　他方、西にし野のはこれに淡々と応じる。

「これで終わりだ」

　彼は左腕を彼女の膝ひざ裏から抜くと、残る三人目に向けて振るう。下から上にすくい上げるよう振り上げられた先さき、目に見えない何かが飛ぶ。ブゥンと低い音が一帯に響いた。腹の中側に響くような野太い音だ。

　次の瞬間、対象の身体からだが左右に分断された。

　綺き麗れいに股またを割られて、背骨を縦に割るように肉体が離れる。呻うめき声ごえを発する間もなく、三人目の男は地面に倒れた。断面から吹き出した大量の血液が、辺り一帯を真っ赤に染めた。数メートルを経て、彼らの足下にまで至るほど。

　まるで巨大な水風船でも割ったようだった。

「っ……」

　衝撃的な光景を目の当たりにして、小さく息を呑のむローズ。

　一方でそれを行った彼は、取り立てて慌てた様子もなく淡々と言葉を続ける。

「逃げるぞ」

「え、ええ、それが良さそうね」

　短く呟つぶやいて、西野はローズの膝裏に腕を通す。

　彼女を抱いて立ち上がった。

「ちょっと、じ、自分で立てるわっ！」

「こっちの方が速い」

　非難の声を上げる彼女に対して、有無を言わさず駆け出す。

　早々に場を後にするフツメンだった。
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　ローズの案内に従い、西野は彼女の自宅に向かった。

　スカートからはみ出した太ふと股ももの中央に銃じゆう痕こん。それが流血の真っ最中とあっては、まさか公共の交通手段で移動する訳にもいかない。更に懐には実弾が装そう填てんされた拳けん銃じゆう。万が一にも人目に触れてはおしまいだ。結果、西野は彼女を抱えて空を飛ぶこととなった。

　一路、夜の暗がりを空中飛行である。

　何な故ぜに空を飛べるかと言えば、彼自身もまた分からない。鳥類が空を飛ぶように、フツメンもまた空を飛べた。翼が生えている訳でもなければ、腕を上下に動かす必要も無い。ただスイスイと。音もなく穏やかに。












　やがて辿たどり着ついた先さきは、つい昨年に竣しゆん工こうしたばかりである外国人向け高級賃貸マンションの一室。不動産最大手が都内で販売する有名ブランドのシリーズだ。最も安いワンルームでも、月々の支払いが三桁けたを越える素敵なお家うちである。

　そこで彼は彼女と向き合う。

「なるほど、再生能力があるのか」

「……貴方あなたの力と比べたら些さ末まつなものでしょうけれど」

「再生者というものか？」

「呼び方なんてどうでも良いわ」

　指摘された彼女は、自じ嘲ちようするように答える。

　どうやら、あまり好ましくは思っていないようだ。

「それはそれで大したものだ。別に謙けん遜そんすることはない」

「そう？　ありがとう」

　目的地へ到着したとき、ローズの怪け我がは完全に癒えていた。血液にこそ濡ぬれてはいても、銃創は見当たらない。つい数分前には間違いなく確認できた損傷だ。それが失われていたとあっては、フツメンにとっても想定外の出来事だった。

　結果、一連のやり取りである。

「……なんというか、その、本当に助かったわ」

　場を取り繕うようにローズは言う。

　彼女が腰掛けているのは、同宅のリビングに設しつらえられたソファーだ。正面にはガラス製のローテーブルが設けられており、これを挟んで対面のもう一台に西にし野のが座る。共に幅広な三人掛けの向かい合わせだ。

　広々とした間取りのリビングルームだからこその贅ぜい沢たくである。

「いや、別に構かまわない」

　感謝の言葉を受けて、彼は平素からの淡々とした態度で応じた。

　彼女のように不思議な能力を備えた相手と対するのは、西野にとって初めての出来事ではなかった。だからだろう、特別に驚いた様子はない。早々に事情を把握して、それ以上を追及することもない。一連のやり取りは落ち着いていた。

　一方で落ち着きがないのがローズである。

「あの……」

　小刻みに身体からだを震わせて、もじもじと太ふと股ももを擦すり合わせる。情けないところを救ってもらった都合上、居心地が悪いのだろう。気恥ずかしそうに言葉を続ける様子は、学内で眺める彼女とは、振る舞いも異なって見受けられた。

「どうして私を？」

「偶然だ。他意は無い」

「そ、そうなの？」

「ああ」

　素そっ気けない態度で答える西野に対して、答える彼女は口く調ちようが覚おぼ束つかない。

　相手の調子を窺うかがうように、ローズは怖おず怖おずと言葉を続ける。

「学校とは話し方が違うわよね？　少し固いような気がするのだけれど」

「……こっちは商売用だ」

「商売用？　どういうことかしら」

「舐なめられないようにしないとならない」

「あ、あぁ……」

　続けられた彼の言葉に、ローズは納得した様子を見せる。

　例えば教室で眺める彼は、どこにでもいる普通の生徒。例えば卒業アルバムで眺める彼は、普段の三割増しでブサメン。例えば風呂場の鏡に映る彼は、もしかしたらイケメン。それでも実際に白昼の下で眺める彼は、やっぱりフツメン。

　どこまでいってもアジアのフツメン。

「え、えっと……」

　何と答えたものか、困惑するローズ。

　それほどまでに彼の顔面偏差値は極めて普通だった。一ひと重えまぶたに不ふ揃ぞろいの歯、やや突出した頬ほお骨ぼね。カッコ良いとは決して言えない。それでもブサイクと指を差されるほどでもない。クラスに一人と言わず数名はいる学園カースト中層の担にない手。

　二十代で若者と呼ばれても、早々、三十路みそじを過ぎた頃には中年オヤジと呼ばれるようになり、四十を越えれば頭髪も寂しくなって、キモいんだよ禿はげオヤジ。やがて、五十、六十と数える頃には年寄り。そんな他者に何を誇ることもできない宿命の外見。

　学生のうちから見た目に気を遣い、異性に気を遣い、世間に気を遣っていれば、その六割ほどが彼女を作って、真っ当な恋愛を経験の上、セックス。やがては結婚できる程度のフツメン。けれど、その一つでも疎おろそかにすれば、未み来らい永えい劫ごう素人童貞。

　そんな至って普通のフツメン。どこにでもいるフツメン。

　現代日本における顔面的マジョリティ。

　だからこそ、こうした非日常では、その普通さが際立つ。

　本来、フツメンでは挑めない領域。

　特にローズのような美少女が並び立つと、彼の存在はまるで冗談のようだ。たとえ金属で作られた本物の拳けん銃じゆうであっても、彼が手にした途端、プラスチック製の模型に成り代わってしまったのではないかと錯覚するほどの、圧倒的なフツメン。

　それが西にし野のの顔面偏差値だ。

　日常においては平凡を示し唆さする顔面も、こうして少しばかり込み入った事情を前としては、ブサメンと大差ないまま、その惨めなところばかりが浮うき彫ぼりとなり、如何いかんともしがたい違和感を現場へご提供。

「……邪魔したな」

　更に言えば彼は見た目に気を遣うタイプでなく、異性に気を遣うタイプでもなく、ましてや世間に気を遣うようなタイプでもない。その出しゆつ自じ故か、自分は自分、他は他と、境界線をキッチリ引く性格の持ち主だった。

　躊ちゆう躇ちよなくソファーから腰を上げる。

　早々に繁華街まで戻り、購入し損じたペットの餌えさを手に入れる必要があった。友達が一人もいない自称ロンリーウルフな彼にとって、それでも心を許せる相手がいるとすれば、それは自室でケージに収まり、腹をすかせた一匹のハムスターだけだ。

「ちょ、ちょっと待ってっ！」

　そんな彼をローズは声も大きく呼び止めた。

「……明日も学校はある。早く寝たい」

「あ、いや、あの、でもっ……」

　美少女はしどろもどろに、酷ひどく焦あせった様子で口を開く。

　そして、幾らばかりか悩んだ末、ふと出てきた言葉がこれだ。

「と、泊まっていくかしら？」

「…………」

　あまりにも唐突な提案は、まさか真っ当に解釈できる筈はずもない。

　更に相手が同業者となれば尚なお更さらのこと。

　西野は彼女からの問いかけを冗談だと判断した。話題に事欠いた彼女からの、場をもたせる為ためのリップサービスのようなものだと考えた。

「人をからかうにも、まずは相手を選ぶべきだ。そして、俺はその手の冗談が大嫌いだ。それでも盛さかりたいというのなら、悪いが他を当たってくれ」

　淡々と答えて足を動かす。

　ふと彼の脳裏に浮かんだのは、胸の谷間をチラつかせるフランシスカの姿。これがまた彼の気分を苛いら立だたせた。目の前の相手に非がないとは理解している。しかし、彼はどうしても彼女のことが嫌いだった。

　その歩みが向かう先さきは、リビングから廊下に通じるドアである。

「えっ、あっ！　ちょ、ちょっとっ!?　違うのっ！　待ってっ！」

　何が違うのか、西にし野のには判断がつかない。

　ただ、このような軽口の叩たたき合いは、彼にとって頻繁にある出来事だった。外見が非常にアジアンで、極めて普通であるから、どこへ行っても軽く見られるのだ。おかげで対処にも慣れたものである。

「悪いが、他人に指図される覚えはない」

　短く断りを入れて、フツメンはローズ宅を後にする。

「あ、ちょっ……」

　家主の言葉も虚むなしく。

　リビングのドアは開かれて、閉じられて、パタンと小さく音を立てた。
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　翌日、一時間目の授業はクラス合同の体育だった。

　同校の慣例に従えば、学年を二つに割って四クラス合同での授業となる。今期の体育に関しては、サッカー、バスケット、バレー、卓球といった選択枠が存在する。いわゆる文科省指定の学習指導要領が示すところの、所定球技種目だ。

　男子の多くはサッカーやバスケットに流れる。

　一方、女子はバレーや卓球に流れる。

　男女別に体育を行わない大きな理由の一つとして校長の意向がある。

　現在同校の校長を務める男は、学園カースト最底辺出身の高学歴坊ちゃんである。凡校を成績優秀で卒業した後、都内の有名国立大学に進学した彼は、本来であれば、もっと上を目指せたアッパー系キャリアである。

　その存在はローズに次いで、普通極まる同校の普通じゃないところの一つだ。

　とはいえ、この事実を知るのは教頭を筆頭とした一部の教員に限られる。生徒にとってはどこにでもいる禿はげオヤジの一人。校長にしては少しばかり年が若いかな、とは社会を知るごく僅わずかな生徒が抱く些さ末まつな寸すん感かんだ。

　そんな校長が言ったのだ。

　男だろうと女だろうと、身体からだを動かすことが得意なヤツはいるし、苦手なヤツもいる。前者は上の方へ行けば良いし、後者は下の方でゆっくりしていればいい。自おのずと流れるよう選択の猶ゆう予よを与えるべきだ。体育の授業はそういう感じにしなさい、云うん々ぬん。

　結果、今の選択授業がある。

　そうした背景も手伝い、毎年、運動の苦手な女子生徒と、女性関係を諦あきらめるモヤシ系男子生徒が卓球に流れる。特に後者が卓球へ向ける思いは熱い。卓球最高、卓球愛してる。卓球楽勝。まわりにリア充がいないから最高に落ち着ける。

　卓球こそ負け組のオアシス、みたいな。

　そして、西にし野のもまたそうした負け組の一人だった。

　体育の授業に対して向上心の無いフツメンにとっては、決して外せない選択である。まさかサッカーやバスケットなど交じれる筈はずもない。ルールすら碌ろくに知らない。トラベリング上等。他に選ぶ余地はなかった。

　更に出で不ぶ精しようで運動らしい運動もせず、猫背がちな彼であるから、近い将来、背骨の彎わん曲きよくから胃い下か垂すいを併発して、行き場を失った内臓が下へ流れること数年、殊こと更さらに貧困ボディーを極める未来も割と現実的だ。

「…………」

　第二体育館、卓球台の並べられた一角で、その隅すみに体育座りで挑む。

　卓球台でピンポンするのはクラスが違う同級生。

　名前も知らない男子生徒二名。

　これをぼんやりと眺めては、早く授業が終わらないものかと、穏やかな時間を過ごす。教室で行われる授業であれば、教科書を眺めて時間を潰つぶすこともできる。しかしながら、体育の授業は如何いかんともしがたい。他にやることのない暇な時間。

　これが彼にとっての日常だ。

　一昨年に入学して、今年で二年目を重ねる高校生活の一端。昨年も同様に過ごしてきた初秋の球技授業の光景である。入学当初はバスケだサッカーだと盛り上がる他の男子生徒に対して、思うところが無かった訳でもない。心揺れることもあった。

　しかし、いざ卓球に落ち着いてみれば、卓球最高。

　その精神は安あん穏のんな卓球空間に飲まれていた。

「…………」

　だから彼は今日も今日とて先週に同じく、第二体育館の隅で体育座り。授業の終わりを告げる鐘が鳴るまでを安閑と過ごしていた。

　しかしながら、その日に限っては、そんな彼の下を訪れる者の姿があった。

「あら、いるじゃない」

　何な故ぜかバスケット用のビブスを着用したその人物は、彼を見つけて声を上げた。

「そんなところに座り込んで、もしかして体調が悪いのかしら？」

「……いいや？」

　答える西野は呆あきれ顔がおだ。

　彼の正面には、体操服の上にビブスを着けた姿で仁王立ちする女子生徒の姿があった。

　ローズである。

「流石さすがにその反応は寂しいわ」

「…………」

　彼の他、第二体育館で卓球に興じる面々の意識が、ビブス姿の彼女に向かう。腰下まで伸びた長い金髪が、けれど、今日はゴムに留められてツインテール。これを拝む為ために授業中、先生、トイレ、と言い出す他学年の生徒さえ現れるほど。

　彼女の一挙一動に合わせて、毛先のサラサラと流れる様は綺き麗れいだ。

　男子生徒の多くはその姿に目を奪われる。

　女子生徒は少なからず嫉しつ妬と混じり。それでも憧あこがれも一ひと入しお。

　現れて早々、周囲の意識を奪って止やまない美少女。それが同校におけるローズ・レープマンの立ち位置である。そして彼女は、どうやら西にし野のに用があるらしい。体育座りで控えたフツメンの前に陣取り、声も大きく語ってみせた。

「卓球、やりましょう？」

　その眼まな差ざしは一ミリのブレもなく西野を見つめていた。

　手にはシェークハンドのラケットが二つばかり握られている。

「そのビブスを着てか？」

「邪魔なら脱ぐわよ」

「いや別に、そういう訳じゃなくてだな……」

　彼女は元気だった。彼より遥はるかに元気だった。

　すぐ正面でビブスを脱ぎ始める。もしも胸の大きな女子生徒であれば、その裾すそを胸元から抜く際、乳房の揺れる様子が拝めただろう。けれども、彼女は超高校生級のロリータである。平へい坦たんな胸は僅わずか生地に触れて擦すれたのみ。

　ビブス生地を掴つかんで腕を上げた際には、体操服が上にずれて、臍へそが彼の正面、手を伸ばせば触れられるところで顕あらわとなる。中央には形の良い綺麗な臍。程良く付いた腹筋で引き締しまった腹部は、彼女が運動を日常としている表れだ。

　ローズはビブスを脱ぎ終えると、これを壁際へ放ほうって彼に挑む。

「ほら、卓球をやりましょう」

「……バスケはいいのか？」

「今日は卓球がやりたい気分なのよね」

「…………」

　どれだけ卓球がやりたいんだ、とは西野の心中に呟つぶやかれた本心である。

　ローズという少女は、同校において誰よりも有名だった。学園のアイドルと称しても差さし支つかえない存在だった。むしろそう呼ばれること度々である。当然、その一挙一動には他の生徒からの注目が集まる。これを嫌う西野としては、どうしたものか。

「向こうに大勢女子がいる。彼女たちに相談したらどうだ？」

　西にし野のが視線で指し示した先さきには、一カ所に固まった卓球女子の姿がある。彼女たちもまた、突如としてやってきたローズに注目していた。

　ただ、彼女たち以上にその姿を意識しているのは男子である。

　学園のアイドルが、日ひ陰かげ者ものの巣を訪れた事実に、誰もが動揺していた。

「おい、なんでローズちゃんがここにいるんだ？」「たしか選択はバスケだったよな」「俺、前に第一体育館まで見に行ったことある」「ブルマ姿も可愛かわいいよなぁ」「っていうか、なんで西野のヤツと話してんだ？」「西野ってアイツのこと？」「そうだよ。Ａ組のヤツ」「いつも隅すみの方で座ってるヤツだよな」

　西野とローズ、二人が言葉を交わす姿を眺めて、あちらこちらから呟つぶやきが届けられる。大半は学園のアイドルが冴さえない男子生徒と会話をしている点に疑問を抱いてのこと。

　一方で女子生徒はというと、その意識の大半は、ローズ個人に向いている。

「やっぱりローズちゃん、可愛いよねぇ」「あの金髪とかマジで羨うらやましいよぉ」「だよねぇ。日本人の限界ってやつ？　感じちゃうわぁー」「えー？　そうかなぁ？　確かに可愛いけど、そんなでもないようなぁ」「あの太ふと股もも、触ってみたくない？」「私は外人系って苦手かな？」「ああいう妹が欲しかったなぁ」「あ、私もそれ思う」

　交わされる言葉も、彼女への言及が多数を占める。その場に居合わせた男子生徒より、幾分か人間関係に対してシビアな彼女たちは、もとより西野とローズの間に何があるとも考えていなかった。

　また、こちらは同性とあって若干のやっかみも含まれる。

　肌の色、髪の色、瞳ひとみの色、色が色々と違うから、同校において良くも悪くも人の注目を集めてしまう。それがローズという少女だった。

「……悪いがトイレに行ってくる」

　このままでは良くないと判断したのだろう。

　即座、自ら折れたのが西野である。

　彼はいそいそと立ち上がり、第二体育館の出入り口を目指す。

「あ、ちょっとっ！」

　反射的に後を追うべく足を動かすローズ。

　これに西野は彼女だけに聞こえるよう、ぼそりと続けた。

「……用件があるなら放課後に聞く」

「っ……」

　少しばかり声のトーンを落とした、彼曰いわく商売用の物言いだった。
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　その日、帰りのホームルームでのこと。

「来週から文化祭の準備期間に入る。放課後に遅くまで準備を行うこともあるかとは思うが、決して泊まり込みなどしないように。九時には先生方が見回る予定になっているからな。それと道具の扱い、特に火や薬品の扱いは十分に注意して行うこと」

　教室から去り際、担任教師が述べた文句だった。

　その注意が示すとおり、再来週の頭から二日間、津つ沼ぬま高校では文化祭が執とり行われる予定となっている。これに先さきだって来週一週間は放課後、その準備期間として時間が押さえられていた。各学年クラス単位、或あるいは部活動単位で何かしらの催もよおしを行うのが常である。

　普通の高校であれば、どこにでもある行事の一つだ。

「……文化祭か」

　ボソリ、西にし野のが呟つぶやいた。

　昨年は他に用事があり欠席した彼である。

　そう言えば今年は何をするんだろう。

　疑問に思ったところで、担任の去った教壇、そこへ上る生徒の姿があった。同じ教室で勉学を共にする女子生徒だ。クラスにおいて中心に位置する女子生徒であって、クラス委員なる仕事を担当している人物でもある。

　名前を志し水みず知ち佳か子こと言う。

「はい、ちょっと聞いてー聞いてー！」

　彼女は担任が去った教室、帰り支じ度たくを始めた生徒を前に言葉を続ける。

「先生の言ったとおり、来週から文化祭の準備だけど、今年の出し物はちょっと準備に時間がかかりそうなの。だから、有志を募つのって今週末、つまり明日の土曜から支度を始めたいと思っているのよ！」

　元気の良い声が教室に響く。

　外見は学年で上から五本の指に入る程度に可愛かわいらしい。ミディアムストレートの黒髪はどこにでもいる女子高生のそれ。長い睫まつ毛げと大きめの瞳ひとみ、それに引き締しまった身体からだ付きが印象的な少女である。課外活動の所属は水泳部だ。

「そこでって訳なんだけど、男子で協力してくれる人はいない？　女子の方はもう人数を集めてあるから、後は力仕事担当ってことで、三、四人くらい、男子の協力が欲しいの。主に荷物運びとか、そういうので！」

　ハキハキとした物言いで説明を続ける志水。

「休みからとかマジかよっ!?」

　男子の一人から声が上がった。

「マジだよっ！」

　これに彼女は元気良く答える。

「コスプレ喫茶だっけ？」

「そうそう！　色々とこだわりたいじゃん？」

　外野からの声に答えて、志水は景気良く返事をしてゆく。

　相手が外見も可愛らしい少女だからだろうか、席を立とうとした男子生徒一同は、これを前に腰を落ち着けて、投げかけられる言葉を耳にする。他方、既に女子の方はあらかた話が回っているようで、一連のやり取りを落ち着いた様子で眺めるのみ。












「コスプレ喫茶か……」

　志し水みずと男子生徒の会話を耳にして、西にし野のは今年の出し物を把握した。

　文化祭でコスプレ喫茶。この手の催もよおしでは王道である。十代の若者たちに満みち溢あふれた自己顕示欲や変身願望、異性への興味、その他諸もろ々もろを男女とも一挙に満足させる、極めて優秀な出し物である。

「そういう訳で、協力してくれるイケメン、ちょっと手をあげてっ！」

「うわぁー、いきなりハードル上げてくれるなよっ」

「マジかよっ!?　っていうか、あーもー、俺とか立候補できないわー」

「あ、田辺たなべと鈴すず木きやってくれるの？　ありがとー」

　名前が挙がったのは二名の男子生徒。

　学園カーストでは、共に上位に位置するイケメンだ。自他共に認めるイケメンだ。本人も自分がイケメンであると理解しているからこそ、声も大きくリアクションを取ることができる。このイケメンを選べと女子にアピールできる。

　志水もまた、これ幸いと二人の名前を黒板に記していく。

「二人じゃ足りないから、あと二人くらい誰かお願い！」

　教室を見渡したところで、両手を顔の正面に合わせ拝んでみせる。

　その視線が行き来するのは、往々にしてクラスでも顔面偏差値に優れるイケメンの席近辺だ。チラリチラリ、田辺たなべと鈴すず木きの他に、希望とする二、三名のところへ、それとなく意識を向ける。

　そうした彼女の意志は、共に明日からの準備に参加する、女子一同の意志でもあった。

「…………」

　つまり西にし野のにとっては、まるで関係のない世界の出来事である。

　彼女の意図するところを早々に汲くみ取って、その意識は教室から他へ移る。ぼんやりと窓の外など眺めながら、今晩の夕食の購入先など考える。コンビニ弁当は飽きてきたので、そろそろ他に弁当屋でも開拓しようかな、とかなんとか。

　そうこうする内に、数名のアシスタント野郎が選出された。

「それじゃあ、田辺と鈴木と山やま田だ、それに竹たけ内うち君、よろしくね！　この後で打ち合わせするから、部活動が終わったら教室に戻って来てくれると嬉うれしいかな。あ、もしも遅くなりそうだったら連絡を頂ちよう戴だいね！」

　求められていたイケメンを無事に確保したのだろう。志し水みずの顔には笑みが浮かぶ。他に幾名かガッツポーズなど見せる女子生徒もちらほら。その実、同案件にはクラスメイトの女子の恋愛を実らせるという、文化祭と何ら関係のない裏ミッションが存在しており、そのターゲットが竹内君である。

　竹内君はクラスでも一番のイケメン。

　茶色に脱色されたミディアムのウルフカットがトレードマーク。彫りの深ふかい顔立ちに加えて、身の丈百八十を越える長身も手伝い、高校二年生という実年齢以上に、貫かん禄ろくと知性を見る者へ訴える。

　学年でも異性から一番人気のある男子生徒だった。

　当然、憧あこがれる女子生徒も多い。よって同ミッションは、複数の女子生徒が同時に参加するハンティングスタイル。志水もまたその筆頭参加者として名を連ねていた。誰が手に入れても恨みっこ無しだからね。そんな密約が多数の女子の間で交わされたのが、つい昨晩の出来事となる。

　文化祭の準備云うん々ぬんに関しても、彼を巡るクラス女子一同のいざこざと、これを解決する為ために出された提案の具体化こそが本質である。竹内君は貴方あなたの彼氏じゃないのよ。それは貴方だって同じじゃない。だったら決着をつけましょう。それなら文化祭を利用しない手はないわね。といった具合である。

　そして、クラス女子の企たくらみなど、まさか異性の機微に疎うといクラスのモテない男子生徒一同は気付くはずもない。これを理解するのは、察しの良い一部のカースト上位者だけだ。やれやれ、また竹内かよ、と言わんばかりの顔で眺めながら、少しばかり不満そうな表情を浮かべている。ちなみに当の本人はと言えば、そしらぬ素振りを貫いている。

　賑にぎやかにも進行する文化祭の打ち合わせ。

　そうした最さ中なかのこと、不意に教室の後方に位置するドアが開かれた。

「あら……」

　廊下より顔を見せたのはローズである。

　ガララと教室のドアを引いたところ、既に放課後である筈はずが、何な故ぜか誰も彼も自席に腰掛けている。しかしながら、教室内に教師の姿は見当たらない。自おのずと彼女の下には視線が数多あまた集まってしまい、はてこれはどうしたものか。

　教室中からの注目を受けて、彼女は少しばかり反応に躊ちゆう躇ちよする。

　自然と教壇に立った志し水みずの意識も、彼女に向かった。教室の前と後ろとで、互いに視線が交わる。先さきんじて口を開いたのは志水である。どうしたものかと戸惑うローズに対して、それとなく助けに入る形だろうか。

「あれ、ローズさん？　どうしたの？」

「ごめんなさい。まだホームルームだったかしら？」

「ううん、そういう訳じゃないけど」

「そうなの？　でもなんか……」

「気にしなくていいよ？　ちょっと文化祭に関して話し合ってただけだから。チャイムも鳴ってるし、先生ももう職員室に戻っちゃってる。それで、どうしたの？　もしかして誰かに用事とか？」

　志水は気さくな態度でローズに問い掛ける。

　すると彼女はチラリ、西にし野のに視線を向けて応じた。

「ちょっと西野君に用事があって」

「え？」

　聞き慣れない苗みよう字じに一瞬、ポカンとする志水。

「このクラスだったわよね？　っていうか居るじゃないの」

　彼女は遠慮無く教室に入る。他の誰を気にすることもなく、ツカツカと机の間を歩んで、今いまし方がた挙げた人物の下へ向かった。都合、椅い子すに腰掛けた西野と、その傍かたわらに立つローズとで顔を向き合わせる形となる。

　他のクラスメイトは少なからず緊張。

　教室の誰も彼もが驚いた様子でこれを見つめていた。どうして彼女が西野なんかに用事があるんだろう。そんな疑問が声を聞かずとも、表情を眺めただけで、手に取るように理解できる。これは先程話題に挙がったイケメン軍団も同様だ。

「……どうした？」

「だって、貴方あなたが放課後にって言ったじゃない」

「ああ……」

　よりによって何故に今来たのかと、フツメンは心中で愚痴を吐く。

　自身に集まった注目から、居心地の悪さを感じる西野である。

　これが志水の口から名前の挙がった田辺たなべや鈴すず木き、山やま田だといった面々であれば、適当に場を濁すことも出来ただろう。相応のコミュニケーション能力を持ち合わせている二年Ａ組のイケメン層である。

　しかしながら、いかんせんフツメンには難易度の高い鉄てつ火か場ばだ。

「今からいい？」

「……分かった」

　短く頷うなずいて席を立つ西にし野のだった。

　それが一番被害の少なくて済む選択と判断したようだ。彼は机の脇に掛けていた鞄かばんを手に取ると、ローズと連れ立って教室を後にした。ガラガラ、ピシャリ。開けっ放しであった教室のドアが、二人が出てゆくと共に閉じられる。

　然しかる後、フロアに訪れたのは喧けん噪そうである。

「ちょっとちょっと、今のってどういうことっ!?」「ローズちゃんがどうして西野なんかとっ!?」「うそぉっ！」「同じ部活やってるとかじゃねぇの？」「いやそりゃないだろ、西野って確か帰宅部だったぞ」「そうなの？　っていうかオマエってアイツと友達だったりする？」「いや、いっつも速攻で帰ってるの見るから。俺も帰宅部だし」「うわぁ、すっごい気になるんですけどー」

　授業中、第二体育館で顔を合わせた際とは状況が異なる。わざわざ放課後の教室にまで迎えに来てのお呼び出し。そうなると男子生徒のみならず、女子生徒も巻き込んで、教室には数多あまたの推測や噂うわさが飛び交い始めた。

　男子も女子も、閉じられたドアの先さきに想像を膨らませては語り合う。

　男女の色いろ恋こい沙ざ汰たに興味を示す後者には、ローズの真意を探らんとする思いが見て取れる。自分より外見の優れる同性が、自身の彼氏よりレベルの低い男と結ばれることは、彼女たちにとって少なからず幸福な出来事であるからだ。メシウマだ。

　一方、下半身で物事を考える前者は、嫉しつ妬との思いも一ひと入しおといったところ。特に西野と同じフツメン層からのバッシングが強い。逆にイケメン層は自らのプライドも手伝ってだろう、本心こそ知れないが、見た目穏やかに疑問を口にするのみ。

　この枠に収まらないのが、男女を隔てず、顔の出来栄えに苦労している層。全すべてを諦あきらめる彼ら彼女らは、我関せず携帯ゲームや文庫本の類たぐいに熱中している。端末の無線経由でパーティーを組み、狩りにチャットに取り組む者もちらほら。

　良くも悪くも明日は土曜日、休日だった。





〈西にし野のとローズ〉




　ローズによる案内の下、西野が向かったのは、学園の最寄り駅から幾度か電車を乗り継いだ先さきにある喫きつ茶さ店てんだ。雑居ビルの一階に店を構かまえており、その外観は至って普通で、どこにでもあるようなお茶ちや処どころ然としている。

　喫茶、木こ漏もれ日。

　二人が腰を落ち着けたのは、店の奥まった二人掛けの席である。テーブルを挟んで互いに向かい合わせの位置となる。着席以降、ローズの眼まな差ざしは鋭いもので、西野の一挙一動を見逃すまいと注目していた。

「それで、用件とはなんだ？」

　極めて事務的に尋ねるのが西野だ。

　これに彼女は緊張した様子で言葉を返した。

「貴方あなたが【ノーマル】のコードを有するエージェントであることは、私も転校当初から知っていたわ。いえ、この言い方だと誤解を招くわね。そもそも私が転校してきた理由は、貴方に接触する為ためだったのだから」

　対して西野は、これに淡々と答える。

「それで？」

　その眼差しには、一ひと欠片かけらほどの温かみもない。

　どこまでも冷淡なものだ。

　西野にとって、他人から媚こびを売られるなど日常茶飯事である。ローズの振る舞いに諂へつらうところを見つけて、あぁ、そういうことなのね、などと大凡おおよそを理解する。ここ数ヶ月、連日に渡って身体からだをぶつけられていた理由も把握した。

　そうでなければ、彼女ほどの美少女が自分に惹ひかれる筈はずはないとも。

　そこで彼は気を引き締しめる。

　同じ学校の生徒だからと助けたものの、こうして尾を引くこととなれば話は違ってくる。学校は学校、仕事は仕事。確実に線を引いて区切るのが、西野という少年の処世術だった。伊だ達てに幾度となく痛い目を見ていない。

　体育の授業中、わざわざ目立つ形で近づいてきた時点で、ローズの意図を少なからず感じていた。だからこそ、自身に対する戒めも兼ねて、今この場での西野は極めて頑かたくなに彼女へ対する。

「それで、その……」

「それで？」

　ちなみに【ノーマル】とは、西野が仕事を受ける際に利用するあだ名のようなものだ。まさか非合法な仕事を請け負うに際して、戸籍に記された名前を晒さらす訳にはいかない。故に彼はそのような凡庸なあだ名を利用していた。

　曰いわく、悪目立ちしないように。

　ただ、当初は決して目立つことのなかったそれが、今や業界の事情を知る者であれば、耳にして一歩と言わず数歩、後ろに引くだけの影響力を持つようになった。それがここ数年の出来事である。

　仕事内容の都合上、人材の新しん陳ちん代たい謝しやが激しい業界にあっては、当事者の評判など本人の意図に関係なく右往左往。昨日のトップが今日のブービー。けれども、その中で決して揺るがないのが、【ノーマル】という名前だった。

「まずはお礼を言いたくて。昨日はありがとう、本当に助かったわ」

　ローズは深々と頭を下げて言った。

　正面のテーブルには、淹いれたてのコーヒーに満ちて、湯気を上げるカップ。

　その白い靄もや越しに、同級生の少女が頭を下げている。

　相手は学園のアイドルと謳うたわれて止やまない金髪ロリ美少女。

　だからだろう。

「……別に、気にしなくていい」

　西にし野のは努つとめて抑揚のない調子で答えた。

　その口く調ちようは完全に商売用である。ここで下手に踏み込んでは、後々碌ろくなことにならないと、過去の経験からフツメンは理解していた。次に相手が何を言ってくるのか、手に取るように理解できて、少しばかり表情を曇らせる。

　彼も決して期待していない訳ではなかった。

　しかしながら、その顔立ちはどこまでいってもフツメン。

　まさか叶かなう筈はずがない。所しよ詮せんは夢か幻か。

「それで、あの、お、お礼のついでという訳ではないのだけれど、ノーマルである貴方あなたにお願いがあるの。話だけでも聞いて貰もらえないかしら？　図ずう々ずうしい話だとは、私も十分に理解しているのだけれど」

「悪いが、これ以上は聞けないな」

　西野は速攻で断った。

「……駄目かしら」

「駄目だ」

「そ、そう……」

　淡々と述べて、西野は手元のカップを口に運ぶ。

　一口、二口、口の中をコーヒーで湿らせる。すると途端に、その不ま味ずさから顔が歪ゆがんだ。フツメンがブサメンに歪んだ。なんだ、この妙な香りの苦くて酸っぱい汁は。訴えんばかりの表情だろうか。早々にカップを受け皿へと戻す。

「話はそれだけか？　そうであれば、失礼させてもらう」

「あ、ちょっ……」

　話し相手も悪ければコーヒーも不味い。

　これ以上は長居も無用とばかり、早々に席を立とうとする。

　キィと椅い子すを引く音が響いたところで、ローズが慌てた。

「あのっ！」

「まだ何かあるのか？」

「いえ、あの、何かっていうか……」

　しどろもどろ。

　美少女は続く言葉に悩んで見せる。

　悩む姿も可愛かわいらしい。

「…………」

　だから、彼女が何を考えているのかは、西にし野のにも容易に想像がついた。

　どれだけ大した力量を備えていようと、こちらのフツメンはまだ十代中頃の若じやく輩はい者ものである。可愛い異性に困った顔でお願いされれば、コロッといってしまうのではなかろうかとは、実際当たらずとも遠からず。

　事実、そうした過去が西野にはある。しかしながら、幾度となく似たような失敗を経験した結果、その先さきには何一つ実るモノがないことを、今の彼は十分に理解している。故に相手が学園のマドンナであったとしても、決して頷うなずくことはなかった。

「どうした？」

「そ、その……」

　キッパリと断ってみせたフツメン。これを受けてローズは、早々に交渉の方向性を変えてきた。幾分か表情を固くして、ソファーに腰掛けたまま居住まいを正す。そして、殊こと更さらに真面目まじめな調子で言葉を続けた。

「ちゃんと報酬は支払うわ。だから、どうか検討しては貰もらえないかしら？」

　色仕掛けの無賃労働から正式な依頼へ。

　これに西野は少しばかり考える素振りを見せる。

「…………」

　別段、金銭に困っている訳ではない。銀行には彼の名義で十桁けた近い額が納まっている。一生涯を遊んで暮らせるだけの貯蓄だ。幾つかの銀行に分割して資産運用中だ。高校卒業と共に、ニート生活を始めるのが彼の具体的な進路設計となる。

　食って寝て酒を飲んでの幸せロンリー生活。

　だからこそ、他人が余よ所そへ投げたがるほど面倒な仕事を受ける必要は無かった。

　そう、全く無い筈はずだった。

　しかしながら、先日ご案内を受けたローズ宅の豪ごう華か絢けん爛らんな様子を思い起こして、少しばかり思うところが出てきたのが、昨今の彼の素直な心境である。稼ぎに対して自宅が貧相なのではなかろうかと。もう少し良いところに住んでみたいなと。

　そうなると事情は変わってくる。

　少しばかり稼いでみるかと考えたくなるのが、凡人の凡人たる所以ゆえんだ。

　数分ばかりを黙って後、彼はゆっくりと頷いた。

「……分かった。額次第では応じよう」

「本当？　ありがとう！」

　気分は大きな買い物を前に残業時間を増やすリーマンが如ごとく。

「報酬は？」

「これだけ出すわ」

　問い掛けに応じて、ローズは五本の指を立てて応じる。それは彼女が受け取る報酬のおよそ八割に相当する額だった。

　これに西にし野のは再び、悩んだ素振りを見せる。報酬に不満があろうとなかろうと、一度は悩んでみせるのが、自分の為ためにも相手の為にも良いのだということを、ここ数年の経験から彼は学んでいた。

「……良いだろう」

「ありがとう。とても助かるわ」

　ローズの顔に笑みが戻った。

　どうやら心底から困っていた様子だ。

「それじゃあ場所を移しましょう。私の家で詳しい内容を説明するわ」

「分かった」

　十数分ばかりの小休止を終えて、彼と彼女は喫きつ茶さ店てんの席を立った。





　　◇　◆　◇






　二人は場所を喫茶店からローズの自宅に移した。腰を落ち着けたのは昨晩にも利用したリビングのソファーである。三人掛の幅広なそれにローテーブル越し、互いに向かい合う形で座っている。

　テーブルの上にはローズの入れた紅茶が湯気を上げている。茶請けにはクッキーが添えられていた。チョコレートによって刻まれた模様は、ヨーロッパに拠点を置く有名菓子メーカーのものだ。一個数百円の高級品である。

「麻薬カルテルの上役か」

「ええ、本日中に片付けなければならないの。明日のフライトで本国へ戻る予定になっているから、もしもこれを逃してしまうと、非常に面倒なことになるわ。現地まで飛んで仕留めるには、流石さすがに根性がいるでしょう？」

「時間は？」

「午前零時前後、対象がホテルへ帰ってきて、一人になったところを狙ねらうわ」

「なるほど」

　ローズと受け答えをしながら、それでも西野の意識は仕事の話ではなく、部屋の内装に向いていた。まるで高級ホテルのロイヤルスイートを思わせる作り。彼の住まう単身者用の安物アパートとは比べるべくもない。

　仕事の都合から、似たような間取りの建物に足を伸ばすことは間々ある。とはいえ、だからと言って自分も同じようなグレードの物件に住みたいと考えたことはなかった。少なくとも真面目まじめに検討することはなかった。

　別の世界の出来事、そう考えていた。

　伊だ達てにフツメンしていない。思考も極めて普通である。

　しかし、こうして同じ学校に通う同級生が住まう姿を目の当たりにしてしまうと、だったら自分も、などと考えてしまうのが人の欲というもの。そして、そんな願いを叶かなえられるだけの立場に彼はいる。

　財布は豊かでも心は凡人。それが今の西にし野のだ。

「ただ、昨日の今日だから、警護もかなり厳重になっていると思うわ」

「だろうな」

「私じゃ火力が足りない。だから、貴方あなたに協力を願ったの」

「具体的な策は？」

「ごめんなさい。これといって立てられていないわ」

「なるほど」

　二人のやり取りは淡々としたものだ。

　西野は元よりローズもまた、学校での彼女とは少しばかり雰囲気を変えていた。口く調ちようは固いものとなり、声色も幾分か低く。こちらこそ彼女の本来の姿なのかもしれない、とはフツメンの脳裏によぎった下らない寸すん感かんだ。

「なら細かい段取りは、こっちで何とかしよう」

「え、いいの？　流石さすがにそこまで任せるのは……」

「策がないのだろう？」

「それはまあ、そ、そうなのだけれど」

　つまるところ、丸投げ。

　流石にそれはどうなのかと狼狽うろたえるローズ。

　けれど、これに構かまわず西野は淡々と言葉を続けた。

「その方が簡単でいい。時間も掛からない」

「貴方がそれでいいと言うのなら、こっちとしては万々歳なのだけど」

「ではそのように」

「……ええ」

　西野が主導権を得て早々に、打ち合わせは終えられた。ローズとしては釈然としないものを抱えつつ、しかし、既に一度失敗している立場上、自身ではどうにもできない背景から素直に頷うなずく他にない。

　ややあって、フツメンが話題を変えるように言った。

　それは彼にとって、依頼内容より気になっていた事柄だ。

「ところで、ここにはアンタしか住んでないのか？」

「ええ、そうよ」

「ふぅん……」

「なに？　親が同居でもしていると思ったのかしら？」

「いいや、それにしては豪華だな」

「今回はターゲットがターゲットだったから、拠点はそれなりにセキュリティのしっかりしたところにする必要があったの。おかげで散財してしまったわ。以前に来た時は、もう少し安かったと思ったのだけれど」

「幾らくらいなんだ？」

「ここは賃貸だから、月二百万弱ってところかしら。上のグレードになると、五百万くらいの部屋もあるらしいけれど、その層は人気があるから、押さえるのはなかなか難しいと不動産屋が言っていたわ」

「金持ちってのは思ったより沢山いるものだな」

「それを貴方あなたが言うのかしら？　十分に稼いでいるのでしょう」

「だとしても、だ」

「それと、ここは外国人向けだから、日本人はほとんど住んでいないわね」

「ちなみに空きはあるのか？」

「え？　まさかここに引っ越すつもり？」

　ローズの肩がビクリと震えた。

「……参考までにだ」

「流石さすがに部屋の空室状況までは把握できないわよ。集合住宅とは言っても、出入り口だって各部屋ごとに設けられているのだから、実質的には戸建ての集合みたいなものよ。管理会社に連絡を入れれば分かると思うけれど」

「なるほど」

「審査で落とされる場合もあるから、もしも住むのなら、その点は注意かしら」

「…………」

　続けられたローズの言葉に、西にし野のは返す言葉を失った。

　盲点であった。

「……そうだな」

「あら、ノーマルでもそんな表情をするのね」

「別に」

　実家を離れて一人暮らしをする彼は、両親と事実上の離縁状態にある。生活費から学費に至るまで、必要な金銭は全すべて自身の手により賄まかなっている。当然、他に頼れる人間もいない。まさか保証人など夢のまた夢。

　今住んでいるアパートも、然しかるべき不動産屋で正規の手順を踏んで借りたものではない。住む場所を好き勝手に選べるような自由は、十代半ばの子供に過ぎない彼にはなかった。少なくとも真っ当な手段を用いては。

「夕食を取ろうと思うのだけれど、何か好みはあるかしら？」

「何でも構かまわない。好きにしてくれ」

「ええ、分かったわ。それじゃあ久しぶりにお寿す司しでも頼もうかしら」

　少しばかり機嫌を良くして、端末に手を伸ばすローズだった。
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　ローズ宅で夕食を摂とった後、二人は現場に向かい出掛けた。彼女が手配した自動車で移動することしばらく。到着したのは都内でも有数の高級ホテル。これを裏口の側から眺めることのできる細い路地の中程だ。

　深夜とあって他に人の姿は見られない。背の高い建物に周囲を囲まれて、電灯の類たぐいも疎まばらな一帯は、非常に薄暗い。よからぬことを企たくらむ人間にとっては、これほど適した場所もないだろう。

「本当にこのままで良いの？」

　ローズが訝いぶかしげな表情で尋ねる。

　彼女は例によって、ライダースーツのような仕事着に着替えており、その上からロングコートを羽織っている。懐には銃器と刃物。昨晩に街中を彷徨さまよっていた際と同じような姿格好だ。ぴっちりとしたスーツが、彼女の残念体型を如によ実じつに浮き彫りにさせる。

　一方で西にし野のはといえば、学校指定の制服の上に、ローズが着るものとはデザインの違うコートを一枚羽織ったのみ。持ち物といえば、ズボンのポケットに財布と端末が入っているだけで、銃はおろか刃物の一本も携帯していない。

　ちなみに彼の着るコートがどこから出てきたかというと、車を呼ぶ際に併せて催促したものだ。流石さすがに制服を晒さらすのは不ま味ずかろうという判断の下である。本来であれば下に着ている時点でアウトなのだが、こちらのフツメンは自信があるようだ。

「アンタはここで待っているといい」

「え？　ちょっと、どういうことかしら？」

　彼は彼女に向き直り、淡々と伝える。

「対象の顔は覚えている。あとはこちらで片付ける」

「こちらでって、あの、そ、それじゃあ私は……」

「ここで待っていろ。下手に付いてこられても足手まといだ」

「足手まといって、ちょっ、あっ……」

　言うが早いか、スタスタと歩み出す西野。コートのポケットに両手を突っ込んだまま、飄ひよう々ひようと歩んでは遠ざかって行く。ややあって、角を曲がったあたりで姿は見えなくなり、靴音も聞こえなくなる。

　これをローズは呆ぼう然ぜんと眺める他になかった。
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　それから十数分が経過した頃合いのこと、西にし野のは戻ってきた。

　取り立てて怪け我がをしている様子は無く、衣服に汚れや解ほつれも見つけられない。コートのボタンも綺き麗れいに留められている。この場を歩み去って行った際と、何ら変わらない風ふう貌ぼうでの帰還だった。

　それでも唯一、異なる点があるとすれば、それは左手に握られた人間の生首。

　髪の毛を掴つかんで、何気ない調子でぶら下げている。切断面は何な故ぜか凍り付いており、血液が垂れることもなく綺麗なものだ。これを手にする西野にしても、返り血の一滴すら付着していない。

　首は四十代後半と思おぼしき白人男性のもの。良く肥えた顎あごの肉と、その上に生えた揉もみ上げまで繋つながった髭ひげが特徴的だった。酷ひどく暴力的な顔つきである。小さな子供なら睨にらまれただけで泣いてしまいそう。

　けれど、そんな男が生涯の最後に晒さらす表情はといえば、恐怖の一色であった。口元から目元まで激しく引ひき攣つっている。悲鳴を上げている最さ中なかに絶命したのか、大きく開いた咥こう内ないは、覗のぞき込めば喉のどちんこまで確認できる。

「貴方あなた、それは……」

「確認してくれ」












　呟つぶやいて、西にし野のは生首を放ほうり投げる。

　放物線を描いてローズの足元へ。

「ちょ、ちょっとっ、なんてモノを投げるのよっ!?」

　まさか受け取る気にはなれなくて、頭部はドサリと彼女の足下に落ちた。首元に付着する氷の幾らかが割れて乾いた音が響く。ギョロリと大きく剥むかれた瞳ひとみが、夜の闇やみに輝いては、ローズを睨にらむように見つめていた。

「……ええ、間違いないわね」

「ならいい」

　彼女の反応を確認して、小さく頷うなずく西野。

「これ、どうやったの？　そもそもノーマルはどういう……」

「それじゃあ、俺はこれで失礼する」

「あ、ちょっとっ」

　用は済んだとばかりに、そそくさと歩み始める。

　ローズの脇を通り過ぎて、そのまま真まっ直すぐに。

「ちょっと、す、少しくらい待ってくれてもいいじゃないっ！」

「金は六ろつ本ぽん木ぎのサイトグラス、そこのマーキスという男に渡してくれ」

　自らの背中越し、相手を振り返らずに片方の腕を上げて語る。フツメンが死ぬまでに一度はやってみたいと考えていたシチュエーションの一つだった。心中、少しばかりの充実感。この仕事、受けて良かったかも知れない、と。

　半端なくナルっているのは、偏ひとえに趣味だ。

「ちょっとぉ……」

　一方で彼のスタンドプレイから迷惑を被こうむるのがローズである。流石さすがに生首を拾ってまで、相手を追いかける根性はなかった。彼女はこの後、仕事の完了を報告する義務がある。あまり長く時間を掛けてはいられない。

　万が一にも他者に見られては、全すべてがおじゃんである。

「……どうなってるのよ」

　足下に転がる仏を眺めて、大きな溜ため息いきを吐つく。

　その呟きは、誰の耳にも届くことはなかった。
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　都内有数のオフィス街、その端に位置する雑居ビルに囲まれた界かい隈わい。

　喫茶、木こ漏もれ日。

　紅茶が不ま味ずい。コーヒーも不味い。目立った商品がない。立地も良くない。ついでに内装が冴さえない上に店長もダサい。一連の事情が手伝って、客足は甘かん味み時どきであっても遠く、いつ来店しても閑散が常。周辺住民からは何な故ぜに潰つぶれないのかと、陰で囁ささやかれている同店舗でのこと。

　その奥まった席で、顔を合わせる二人の女性の姿があった。

「なるほど、それで偶然に居合わせたノーマルの助力を得たと」

「ええ、全すべて昨晩に送った報告書の通りよ」

「まったく、私の苦労はなんだったのかしら」

　やってられないわね、と続けたのは真っ赤なドレスのブロンド美女、フランシスカである。どうやら昨晩は遅くまで仕事をしていたらしく、目の下にくまを作っている。そんな彼女の正面には、白いワンピース姿のブロンド美少女、ローズが座っている。

「貴方あなたの苦労なんて知らないわよ。それより支払いをさっさと済ませて欲しいわね。彼への支払いは私の責任で行うのだから、できる限り急ぎたいの。せっかく得た信用なのだから、今後とも大切にしていかないと」

「私の方で処理しておいてあげようかしら？」

「嫌よ。そんなにコネが欲しいなら、自慢の股またを開けばいいじゃない」

「あの坊やはまだまだ子供なのよ。大人の色香がまるで理解できていないのだもの。酒のつまみに上等なチーズを出されて、カビが生えているだの、匂においがキツいだの、五月蠅うるさく文句を言う類たぐいの安い男ね、あれは」

「振られた後だったのね、ご愁しゆう傷しよう様さま。でもね、どれだけ美お味いしいと謳うたって回っても、匂いのきついチーズはなかなか受け入れられないものよ？　大衆が好むのは程良く美味しい、普通の香りのチーズなのだから」

「……別に臭くはないわよ？」

「貴方の下の匂いについてなんて聞きたくないわ。気持ち悪い」

　冗談を口にしたつもりが、いつの間にか自爆している。こちらの金髪美女にとっては、割とよくある出来事だった。無駄に遠回しな物言いをして、相手に混乱を与えることも度々。本国の上司から月に一度の頻度で指摘される。

「まあ良いわ。とりあえず今回の件はこれで片付いたのだから」

　場を取りなすようにフランシスカが言う。

「そうね」

　手付かずのコーヒーをテーブルの上に挟んで、女性二人は淡々と会話を続ける。それは店長の手により届けられてから、既に十数分ばかりが経過。湯気も形なりを収めて冷たくなり始めた最初の一杯だ。

「それで次の仕事は？」

「あぁ、それなのだけれど、しばらくないわ」

「ないの？」

「貴方は昨日の一件で終わりだけれど、私はまだ引き続き色々とやることがあるのよ。全体から見ればパーツなのよパーツ。それに日本へ来たついでとばかり、あっちこっちから面倒な調整事ばかり押しつけられて、貴方の面倒を見ている暇もないわ」

「調整で片付くなら願ったり叶かなったりじゃない」

「ブルーカラーは気楽でいいわね？」

「そういう貴方あなたこそ、オープンカーばかり乗り回して、いい加減に首の後ろが赤く焼けてきたのではないかしら？」

「あら、本当に？」

「……皮肉も通じないなんて、学が無いというのは怖いわね」

　なんら動じた様子もなく答えるフランシスカにローズは溜ため息いきを一つ。

　これ以上は付き合っていられないとばかりに、そそくさと席を立つ。

「それじゃあ、今日はこれで失礼するわね」

「ええ、彼によろしく言っておいて頂ちよう戴だい」

「約束はできないわ」

　美女に先さきんじて席を立つ美少女。

　その姿を店長は少しばかり悲しそうな眼まな差ざしで見送る。理由は一度として手をつけられなかったコーヒーだ。ここ数ヶ月で常連となりつつある彼女たちが、完全に場所だけを求めていると理解して、多少なりとも心に来た様子である。

　カランコロン。

　レジに立つことなく、ローズはその足で店舗を発たっていった。

「ノーマルの確保も仕事のうちなのよねぇ。どうしようかしら？」

　呟つぶやかれたフランシスカの言葉は、誰の耳に届くこともない。
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　喫きつ茶さ店てんを後にしたローズは、その足で街を歩むことにした。

　ちょうど時間帯が昼時とあって、昼食を摂とることに決めたようだ。最寄り駅から電車を二つばかり乗り継ぎ、飲食店で賑にぎわう界かい隈わいまで足を運ぶ。休日となり殊こと更さらに賑やかな渋谷の駅前。ハチ公の傍かたわらを過ぎて、スクランブル交差点を渡り行く。

　向かう先は特に決めていない。それっぽい店へ適当に入ってみようという、少しばかり冒険心の入った散策。一仕事を終えて心に余裕が生まれた為ためだろう。その足取りは数日前と比較して軽い。

　そうして白線の上を渡り行く彼女の正面、不意に見知った相手が通り過ぎる。

「……あ」

　西にし野の五ご郷きようである。

「ちょ、ちょっと、西野君よねっ!?」

　彼女はその姿を目の当たりにして、駆け足で後を追いかけた。

　そう距離は離れていなかった為、すぐに追いつく。

　立ち止まった彼は彼女の方を振り向いて、事ことも無なげに呟いた。

「……なんだ？」

　渋谷の人ひと混ごみで出会うという、滅めつ多たにない偶然にも何ら靡なびいた様子がない。相手がローズであると知っても、立ち振る舞いには何の変化も見られない。まるで学内で出会った際と変わらず、どうして自分を呼んだと疑問を訴えんばかり。

　あるいは先月までの事情を知らない彼であったのなら、少しくらいは緊張したかも知れない。学校の綺き麗れいどころと出会って、多少なりとも心を浮つかせたかも知れない。ただ、それもこれも相手が同業者と知ってしまった今となっては完全に過去のもの。

「偶然じゃない。これからお出かけかしら？」

「そう大したものじゃない。昼食を摂とりに来ただけだ」

「本当？　なら私と同じね」

「そうか」

「もしかして一人？」

「ああ」

「もし良かったら、あの、一緒に行かない？」

「何な故ぜに？」

「何故にって言われると、ちょっと返答に困るのだけれど……」

　彼女としては自然な流れで食事に誘ったつもりだった。しかしながら、西にし野のにとっては十分に疑う余地を残していたようだ。彼女という存在に対して、少なからず危き惧ぐを抱いているのだろう。

「あ、別にまた面倒を押しつけようとか、そういう意味じゃないわよ？」

「そうか」

「私も一人だから、せっかくだし二人で美お味いしいものでも食べに行きましょう？　貴方あなたには世話になったし、今日くらいは私に奢おごらせてくれてもいいんじゃない？　もちろん、それ以上の意味合いなんてないわ」

「…………」

　チカチカと点滅を始める歩行者用信号機。

　その様子を視界の隅すみに眺めて、西野は頷うなずいた。

「分かった。いいだろう」

「良かったわ。承諾してもらえて」

　これに答える少女は、口元に笑みを浮かべていた。





　　◇　◆　◇






　しばらく歩いたところで、二人は飲食店のキャッチに捕まった。なんでも前日に新規オープンしたばかりのイタリアンレストランとのこと。今ならサービスでドリンクの飲み放題が付いてくるのだそうな。

　彼らのような年若い層にまでビラを配るのだから、決して値の張る店ではないのだろう。チラシの地図に従えば、今いる大通りから一本内へ入ったところに所在しており、距離的にもそう離れてはいない。

　名刺大の紙切れを眺めて、少しばかり呆あきれ気味に語るのがローズ。

「流石さすがにこれは無いかしら」

「別に構かまわないが？」

「あら、こういう安っぽいのが好み？」

「……そういう訳じゃない」

　彼にとっては決して安くないどころか、大手牛ぎゆう丼どんチェーンが常である休日の昼食事情を思えば割高である。しかし、まさか商しよう売ばい敵がたきを相手に真実を語ることは出来なくて、何はともあれ舐なめられてはいかんと、お茶を濁す羽目になる。

「貴方あなたがそう言うのなら、行ってみましょうか」

「分かった」

　チラシを受け取った彼女が先行して、二人は件くだんの新規店に向かった。

　一、二分ばかり歩くと、目的地にはすぐ辿たどり着ついた。

　ドアを開くと、カランコロンと小気味良い音と共に、良い香りが届けられる。街頭宣伝の効果だろうか、既に席は九割方が埋まり、残すところ二人掛の席がちらほらと、カウンター席を二つ残す限り。

　店内はどこにでもあるイタリアンレストラン然とした風情。

　木目調に統一された家具に、四方を囲う白とブラウンの上下ツートンカラーに作られた壁紙。厨ちゆう房ぼうに隣接するカウンターの奥には、石積みの竈かまどが設けられて、これにピザピールへ載せられて出入りするマルゲリータが窺うかがえる。

　早々にやって来たウェイトレスに案内されて、二人は空席へと向かった。

　そこで彼と彼女は予期せぬ相手を発見する。

　案内された二人掛けの席、その隣に座していた面々である。

「あ……」

　先さきんじて声を上げたのは、既に席について食事をしていた人物だ。西にし野のの同級生にしてクラスメイトの志し水みず知ち佳か子こである。

　そして、彼女と席を共にする者たちはといえば、同じクラスの仲が良い女子が二名、更に加えて学年随一のイケメンと評判の竹たけ内うち君である。

「ローズちゃん？　それに、え、えっと……西野君？」

　咄とつ嗟さに西野の苗みよう字じが出てこなかったのは、彼女のクラスでは誰しもよくあること。

　彼は学内でも取り分け目立たないタイプの男子生徒だった。

「あら、奇遇ね……」

　これにはローズも少しばかり驚いた様子で口を開いた。

「二人で食事？　あ、もしかしてデートとか？」

　彼と彼女の他に誰の姿も見つけられず、その場のノリで軽口など叩たたいてみせる志し水みず。

　これにブロンドの彼女は軽い調子で答えた。

「別にそんな浮いた話じゃないわ。彼の名誉の為ために言っておけば、ここ最近で少しお世話になった経緯があって、そのお礼として誘っただけだもの。ついでに言えば、取り立てて約束をしていた訳でもなく、偶然街中で会っただけよ？」

「あら、そうなんだ。残念」

　ニコニコと笑顔で語る志水。一連の振る舞いは学校の教室で眺める際と大差ない。予期したとおりの言葉が返って来たことに手て応ごたえを感じているのだろう。

　そんな彼女の傍かたわら、話題を攫さらうように口を開いたのが竹たけ内うち君である。

「世話になったというのは、ちょっと気になるかもね」

　ローズと西にし野のを交互に見つめて、軽い調子で語ってみせる。

　残る女子二名は、そんなイケメンの言動に注目中。

「別に大したことじゃないわ」

「そうなの？　君みたいな可愛かわいい子が、幾ら偶然とはいえ、休日に異性を食事へ誘うのだから、よっぽどかと思ったのだけれど、どうやら外れみたいだ」

「そうね。気にするほどのことでもないから」

「ねぇ、どうせなら席をくっつけない？　隣同士だし」

　志水の提案。

　これに竹内君が、間かん髪はつを容いれずに頷うなずいて応じる。

「俺も賛成かな」

　休日の渋谷、予期せず学友と出会ったのが嬉うれしいようだ。委員長は少しばかりテンションを上げたように思える。彼女はローズの承諾を待つこともなく、隣に並んだ二人掛の席を引き寄せる形で、自分たちの座る四人掛けの席に繋つなげた。

　しかしながら、実のところは気遣い故の提案となる。

　並び立つ二人の姿を目の当たりにして即座に、志水の脳内には一つの仮説が立った。曰いわく、西野が一方的にローズを食事へ誘ったに違いない。そして、前者に負い目があった後者は、これを渋々ながら承諾して、今の状況が作られたのだろう、といった塩あん梅ばいである。

　一連の提案は、彼女なりの親切心である。

　西野にとっては随ずい分ぶんと失礼な話もあったものだが。

「西野君、よかったかしら？」

「別に構かまわない」

　ローズに尋ねられて、西野は答えた。学校用と仕事用、どちらの口く調ちようで応じるべきか考えていたところ、結論を出せぬ間に回答を求められて咄とつ嗟さに、その口から漏れたのは微妙な言い草だ。しかも少し機嫌が悪そうな感じ。

　思えばここ最近、学校での会話など皆かい無むの彼だった。それこそ教師から叱しかられるのが精々。自然と馴な染じみの深ふかい方の調子で、舌や喉のどは動いたようである。パッと見た感じ、完全にコミュ障だ。

「それじゃあ申し訳ないけれど、ご一緒させてもらいましょう」

　二人分の意見を取り纏まとめたローズが言う。

　これに促されるように、西にし野のは竹たけ内うち君の隣に座ろうとする。

　しかし、彼が一歩を踏み出した直後、不意にイケメンが口を開いた。

「はい、ローズちゃん。どうぞ」

　自らの隣の席、そこに置かれた椅い子すを引いて、彼女を促す。

　その顔には爽さわやかな笑顔が。

「あら、気が利くのね。ありがとう」

　これにローズは誘われるがまま腰掛けた。

　結果として西野は、残る彼女の対面に移動だ。すぐ隣には面識こそあっても、一度として言葉を交わしたことのないクラスメイトの女子が並ぶ。彼が所属する二年Ａ組において、取り分け可愛かわいいと評判の少女だ。

　一連の流れを目の当たりにした女子一同は、その表情が緊張に強こわばった。伊だ達てに竹内君攻略を目標に掲げて、今日という日に集まっていない。この食事も昨日から続く文化祭の準備活動改め、イケメン争奪戦の一環だった。

「流石さすがは竹内君、誰にでも優しいのね！」

　速攻、志し水みずがジャブを打ちにゆく。

「いやいや、ローズちゃんが可愛かったから特別だよ」

　真正面からの一撃を、しかし、イケメンは綺き麗れいに回避して迎撃。

　逆に打った側が狼ろう狽ばいするほど。

「そ、そうなんだ!?　うわ、私ってばちょっと焼いちゃうかも？」

　焦あせる志水。

　他二名の女子生徒も、それは同様である。

「私も焼いちゃうかもぉー？」「いいなぁ。次は私も椅子を引いてもらおうかな？　教室とかで」「ちょっとぉ！　教室で椅子を引いてもらうとか、どんだけっ!?」「だからこそ、だからこそ素敵なんじゃないの！」

　焦っている。非常に焦っている。

　その場のノリと勢いで、全すべてを流してしまおうと結けつ託たくする女子一同。ローズが訪れるまでは、同三名によりイケメンを巡って激しい小こ競ぜり合いが行われていた。私が竹内君の彼女になるのよ、いいえ、それは私なんだから、云うん々ぬん。

　それが今まさに現れた共通の敵を前にして、咄とつ嗟さの機微から寄り合ったようだ。この金髪ロリータは危険だと、彼女たちの間で同じ音色の警けい笛てきが鳴らされていた。偶然から居合わせただけの西野にとっては、これほど居心地の悪い昼食もない。

　そうした喧けん噪そうの傍かたわら、彼ら彼女らの下へウェイトレスさんがやってきた。

「すみません、ご注文はお決まりでしょうか？」

「この日替わりのヤツを一つ……」

　淡々と答えて、注文を口にする西にし野の。

　こちらはローズに何ら構かまう様子も無い。

「あら、私はまだ決めてないのだけれど」

「ローズちゃん、これとかオススメかな」

　一方、すかさず合いの手を入れるのが竹たけ内うち君。これがイケメンとフツメン、生まれ持った顔面偏差値と、それを根拠として育はぐくまれた人間関係の違いに基づく、人間力の圧倒的且かつ絶対的な差違だった。

「そうなの？　じゃあそれをいただこうかしら」

　各人の思惑を乗せて、昼食の時間は始まった。





　　◇　◆　◇






「へぇ、凄すごいね。日本語以外にフランス語も話せるんだ？」

　竹内君が甚いたく感心した様子で言った。

「あっちの方の言語は英語と似ているから、比較的簡単に覚えられるわ。それよりも日本語を覚える方が遥はるかに大変だったもの。特にこの漢字っていうのは、苦労させられた覚えがあるわね」

　これにローズは平素からの態度で答える。

「え？　っていうと、もしかして三カ国語イケちゃう感じ？」

「ええまあ、それなりには」

「うわー、凄い。めっちゃ格かつ好こいいよそれっ！」

　竹内君、ローズを大絶賛中だった。

　イタリアンレストランという場所柄、話題は海外のあれこれへと移り、自然な流れで外国人であるローズに繋つながっていた。これを竹内君のヨイショに次ぐヨイショが手伝い、かれこれ会話の中心は三十分以上に渡って彼女である。

「…………」

　他方、話題に上る金髪ロリータの正面、フツメン西野はといえば、モクモクと食事を摂とっている。ローズにして安っぽいと言わせる日替わりランチは、しかしながら、彼の貧乏な舌へ十分な幸せを運んでくれた。

　ただ、それも大半を食べ終えて、そろそろ手て持もち無ぶ沙さ汰たになろうかという頃合である。ボリュームのあるデザートでも頼んで、ロスタイムを稼ごうか、などとせせこましいことを考えていたりする。

　異性のクラスメイトとのお食事は初めての経験。まさか話題の提供など不可能である。そこで食事に専念している振りをして、手持ち無沙汰を回避する作戦である。こんなことなら誘いに乗らなければよかった、とも。

「英語と言えば、竹たけ内うち君もかなり得意だったよね？　たしか前のテストでは学年で二番目だったような気がするんだけど。九十八点とか取ってたような」

　志し水みずが突破口を開くべく口を挟む。

　ちなみに一番はローズであるが、そこには敢あえて触れない。

「あ、それ知ってるっ！　私も凄すごく驚いた」「だよねっ！　一番の人とも二点差で、ほとんど一番みたいなものだったし！」「そうそう、しかも一番の人は満点だったから、一問くらいしか間違えてないってことだよね！」「それってもう、実質的に満点だよね！」

　これに連れの二人が協調して、なんとか話題を他へ移そうと試みる。

「わ、私、竹内君の英語とか聞いてみたいなっ！」

　ここぞとばかりに声を上げる志水。

　今の状況はある種、志水の自業自得な感がある。当然、連れ立つ二名の視線も気になる。今でこそ援護してくれるが、後で陰口の一つでも吐かれそうだ。これで万が一などあっては、向こう数年、延々とネタにされることは間違いない。

　だからこそ必死である。

「いやまあ、学校のテストとネイティブの彼女とじゃあ、月とスッポンってやつじゃないかな？　いずれは日本を出てみたいとは思うけれど、流石さすがにまだまだ難しいね」

「そんなことないと思うけどなぁ？　竹内君なら絶対に楽勝だよ！」「そうだよぉー、見た目もハーフっぽい感じするし！」「あー、それ分かる！」「私も竹内君と一緒に海外とか行きたいなー」「あっ、私も私もぉー！」

　甘ったるい声を出す女子二名。危ういところで話題を取り返して、心中ガッツポーズを決める志水。三人は互いに良くやったと笑みを浮かべてアイコンタクト。場所が場所ならハイタッチでも決めていそうな雰囲気だ。

　しかしながら、ようやっと得た反撃の機会は、明後日あさつての方向から打ち砕かれた。

　ローズが何気ない調子で、正面のフツメンに問い掛ける。

「西にし野の君、貴方あなたは海外での経験があるのかしら？」

　暗に海外で仕事をしたことがあるのか否いなか尋ねる。

　彼女の知識が正しければ、それは是ぜだ。

　これに対して、テメェ、なんてことするんだよ、と叫ばんばかりの心境で、けれど表面上は笑顔を浮かべて、志水と他二名がローズに視線を向ける。こんなフツメンのスペックなんて知りたくないんだよ、とは竹内君も加えて皆に共通する意見だ。

「……まあ、少しは」

「最近だと、どうかしら？」

「直近だと先月にナポリと、あとニューヨークだったか」

「……ふぅん？」

　先月、二つの都市の地元紙を賑にぎわせた事件を思い起こして、ローズは意味深な笑みを浮かべる。フランシスカからも、それらしい情報の共有はあった。彼女は彼女で西野の活動状況に興味がある様子だった。だからこその問い掛けである。

「え？　本当に？」

　すると彼の何気ない発言は、志し水みずをも釣った。

　こちらは素だ。

「西にし野の君って、海外の経験あるの？」

　どうやら彼女にとって、フツメンの渡航経験は衝撃的だったようだ。彼女自身、海外経験は幼少の砌みぎりにグアムへ家族旅行で滞在した三泊四日が精々。残る二名に関してはパスポートすら持たない。

　更にグアムでもなくハワイでもなく、ニューヨークとナポリ。昨今のイケてる女子高生にとっては、これ以上ないオシャレスポットだった。そこへ行ったことがある、というだけで学園カーストにおいては箔はくがつく。

　だからだろうか、自然とその視線は彼に向かった。

「……まあ、人並みには」

　すると返ってきたのは、ボソリと消え入りそうな声だ。

　同世代の異性、それもクラスメイトの可愛かわいいどころから注目されるのは、フツメンにとって生まれて初めての経験だった。自然と声の調子は固くなり、答える台詞せりふも素そっ気けないものとなる。

　本人は格好つけたつもりだが、逆に無様な感じだ。

「っていうか、何しに行ったの？　旅行？　観光？」

　教室でカースト中層を担になう冴さえないフツメン。これが自分より豊富な海外経験を持っている点に、志水は多分の驚きと幾らばかりかの嫉しつ妬とを向ける。自おのずと口く調ちようも強いものとなって、問い掛けが飛んだ。

「まあ、そんなところだ」

　本当はお仕事。

　西野は事実を適当に誤ご魔ま化かして答えた。

「へぇー、凄すごいね。私なんて海外は小さいころにグアム一回だけだよ」

「私なんて一度もないし！」

「わ、わたしもー！」

　男、旅行、オシャレ。女性が賑にぎやかになる話題の三大柱、その一柱を得て、途端に賑やかになる三人。これ以上ローズに出張られては堪たまらないとばかり、会話の主導権を奪おうと、声も大きく口を開く。

　すると、そうした彼女たちの只ただ中なか、竹たけ内うち君もまた西野に尋ねる。

「へぇ、西野も海外の経験あるんだ？　やっぱりツアーとか？」

　今度は竹内君が西野を攻める。

　割と強めに打たれた左ストレート。

　しかし、これは容易に避よけられて、逆にカウンターをもらう形に。

「いや、別にそこまで畏かしこまったものじゃない」

「へぇ、そうなんだ？　海外に強いご両親がいるって、とことん羨うらやましいな。俺の親はあまり国を出たがらない性た質ちでさ。どうしても家族旅行って言うと、国内旅行かツアーになっちゃうんだ」

　まいっちゃうよな、と苦笑いを浮かべて語る竹たけ内うち君。

　その顔も絵になるわぁと、これに悶もだえる女子三名。

「あー、わかるっ！　うちの親もそんな感じだよ」「そうそう、もっとグローバルな視点を持たないと駄目なのにね！　グローバル！」「うちなんて国内旅行すら面倒だからって、家族で旅行する機会も滅めつ多たにないんだよね」「うわぁ、それって悲惨じゃない？」

　話題は完全にローズから剥はく離りした。

　女子二人が猛たける。

　背中を押されるよう、志し水みずが勢い任せに言葉を続ける。

「ねぇ、竹内君。もしよかったら今度、卒業旅行で海外とか企画しない？　学校の修学旅行とは別に、私たちだけで旅行を企画するの。仲間で集まって、どこか海の向こう側へ行くの。駄目かな？」

　この際、ローズが関かかわらなければ何でも良いとばかり。

「あ、それいいっ！　すっごくいい！」「それじゃあパスポート取らなきゃ！　なんかドキドキするね！」「パスポートってどこで取れるんだっけ？」「え？　区役所とかじゃないの？」「へー、区役所で取れるんだ？」

　ここぞとばかりに畳み掛ける女子二名。

　だがしかし、そんな彼女たちの努力は、如何いかんせん当人に伝わらない。

「なるほど、それは名案だね。どう？　ローズちゃんも」

　竹内君が笑顔でローズを見つめる。

　彼女は二つ返事で頷うなずいて応じた。

「ええ、予定が合えば考えさせてもらうわ」

「じゃあ決まりだな。ちょっとオヤジに相談してみるわ」

　これが自然な流れだと言わんばかりに、満足気な表情となる竹内君。ただ、そんな彼の笑みも、続けられた金髪ロリータの言葉を受けて強こわばる。二転三転する話題の矛ほこ先さきは、またしてもフツメンの下へと転がった。

「西にし野の君、貴方あなたも行くのよね？」

「……何な故ぜに？」

　竹内君ばかりでなく女子三名も、さらに当人までもが疑問の声を上げた。なんでそうなるんだよ、とでも言いたげな表情を隠すのに必死だ。そもそも今日この日まで、一度として会話の場を持ったことがない両者である。

　クラスメイトとはいえども、話そうと思わなければ話さずに済んでしまうのが、昨今の高等教育の現場だった。体育の授業などはその限りでもないが、性別が異なれば、その可能性はグッと上がる。

「嫌なのかしら？」

「いや、別に嫌という訳では……」

「なら行きましょう？　それとも忙しいのかしら」

「……分かった。誘ってくれてありがとう」

　小さく頭を下げて応じる西にし野の。

　特定の相手にはぶっきらぼうを貫きつつも、状況に応じては態度を改めるだけの分別も備えている。下手に振る舞って苛いじめられても面倒だという思いは、日本人にありがちな集団主義の賜たまものだ。

「なんか楽しくなってきたな。ちょっと本気で企画するわ」

　ローズの承諾を受けて、竹たけ内うち君が猛たける。

　西野の存在は既に眼中にない。

「だねっ！　私もたのしみー！」「あーん、鞄かばんとか買わないと！」「あ、そうだねっ！　それに服だって、向こうの気候に合わせないとっ！」「どうせならリゾートしたいよね、地中海とか行ってみたいし」「あー！　それ分かる。マジ地中海したーい！」

　女子二名もまた同様。

　フッと湧わいて出た旅行談義は、それから半はん刻ときばかり続けられた。

　やがて昼食を終えた面々は、店を出たところで解散。西野とローズは元より、女子一同も素直に竹内君とお別れである。当初の目的を思えば、呆あつ気けないほどの解散だ。また学校でね、言いながら笑顔で手を振り合う。

　というのも、うち三名に関しては、この後で再び落ち合い、近隣の喫きつ茶さ店てんで打倒ローズの会を開く予定である。

　今の状況は非常に危険だと、三者一致で判断した様子だった。





〈青春と学校生活〉




　翌日、帰りのホームルームを終えた放課後のことである。

　先週末に担任教師から案内があったとおり、全校的に文化祭の準備が始まった。あちらこちらから金かな槌づちの釘くぎを打つ音や、のこぎりが木材を切る音、それになにより楽しそうな生徒の声が響いては聞こえてくる。

　西にし野のの所属する二年Ａ組もまた、これに違たがわず賑にぎやかなものだ。

「ちょっと男子！　真面目まじめにやってよ!!」

　クラス委員を務める志し水みずが吠ほえる。向かう先さきには机を教室の後ろに退けて作ったスペースに、トンテンカンカン、喫きつ茶さ店てんの看板を作る男子生徒たちの姿がある。フツメン軍団の中から、コミュ力の高い土方系の者たちを集めて作ったチームだ。

「いやいや、真面目にやってるじゃん？　ほら、見てこれ。超格かつ好こいい」

「ぜんぜん格好良くないじゃないのっ！　っていうか、どうして店舗型性風俗特殊営業所の立ち入り禁止マークが付いてるのよっ！　私たちに何させるつもりなのっ!?」

「うぉ、ベニヤごと委員長に割られたっ！」

「あぁーもぉー、彫刻刀まで持ってきて頑張ったのになぁ……」

　教室はいつにも増して賑やかだった。

　右へ左へ声が飛び交う様子は、世に言う青春を絵に描いたようである。もしもこの場に溶け込めたのなら、死ぬ瞬間、あぁ、そんなこともあったなぁ、などと心穏やかに思い出せるだけの、とても楽しそうな、そんな束つかの間まの出来事だ。

「…………」

　そうした現場にあって、教室の隅すみで模造紙を相手にペンを走らせるのが西野である。

　彼の本日の担当は、壁に貼はり付けるメニューの品書きだ。あらかじめ志水により用意された指示書に従い、当日の販売を予定する品と、これに対応する金額を太めのマジックで模造紙へと記載してゆく。

「よしっ」

　一通りを書き終えて、満足気な表情を浮かべるフツメン。

　珍しくも学内での作業に達成感を覚えた様子だ。

　ただ、そんな彼に与えられるのは、志水からの無慈悲な追加発注。

「あ、西野君。それと同じのをあと十枚お願いね。あちこちに貼るから」

　一枚を十数分ほどで書いた都合上、残り二時間弱の拘束が決定した。流石さすがに模造紙をコピーするだけの大型機材は、校内に存在しない。

「……分かった」

　粛々と頷うなずいて、書き終えた一枚を丸めて別所に保管する。そして、次なる一枚に取りかかるべく、新しい模造紙を取りに向かう。

　その彼の下へ不意に歩み寄る生徒の姿があった。

「西にし野の、ちょっといいか？」

「……何か？」

　竹たけ内うち君だった。

　彼は西野の行く手を遮るように、正面に立って続ける。

「ちょっと話がある。付いてきてくれ」

「…………」

　面倒だから行きたくない、というのが正直な思いだった。しかしながら、周囲には他にクラスメイトの目もある。相手が学年でも一目置かれるイケメンとあっては、無む下げに扱うこともできない。

「……分かった」

「んじゃ、ちょっとこっちで」

　西野を促して、教室の後部に設けられたドアから廊下へ。

　何事かと注意を向けるクラスメイト一同に見送られて、二人は教室を後にした。
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　場所を移した先さきは、二年Ａ組の教室が収まる棟の屋上である。

「西野はローズちゃんと、どういう関係なんだ？」

　フェンスの先、グラウンドを見渡せる一角で二人は向き合っていた。他に人の姿は見受けられない。二人きりの密談だ。夏も早々に過ぎて九月も中頃。気温も落ち着きを見せる昨今、屋外とあっても過ごしやすい。

　強烈な西日からの茜あかね色いろは、そこに立つ誰も彼もの瞳ひとみを細めさせる。

「……どういう、とは？」

　その言葉が意図する点を理解して尚なおも、相手をするのが面倒臭くて、適当にとぼけてみせる西野。対して竹内君は、愚直なまでに問答を続ける。

「俺、ローズちゃんに惚ほれてるんだよ」

「…………」

　まるで照れた様子も無く、堂々と言ってのける。

　清すが々すがしいまでの物言いだ。

「オマエがローズちゃんと特別な仲だというのなら、それは確認しておきたいから、悪いけど来てもらった。教えてくれないか？　どうなんだ？　彼女とは」

「……確認してどうするんだ？」

「無遠慮に近づいて馬鹿を見ないためさ。彼女が気のない異性と休日に食事を一緒するなんて、ありえないと思うんだ。俺だって本気だし、こう言っちゃなんだけど、備えたい気持ちはある」

　きっぱりと言い放った。

　口元には笑みを浮かべる余裕すらある。

　竹たけ内うち君の脳内では、既にローズ攻略のプランが動いていた。

　他方、西にし野のにしてみれば、一連の事情が知れた昨日の昼食。ローズが自身を求める理由は、単純に同業者として、コネを保っておきたいからだと理解していた。そうでなければ、自分に近づく意味など無いとも。

　彼の勤める業界は、人員の代謝が速い。長く生きて仕事を続ける為ためには、いざという時に頼ることの出来る相手を、如い何かに多く維持するかが重要だった。その対象として、彼の肩書きは国を跨またいで最強に等しい。

「あの女が欲しいなら、好きにすればいい」

「……え？」

　一瞬、竹内君は西野が何と言ったのか理解できなかった。

　イケメンにとってのフツメンとは、ブサメンと大差ない有う象ぞう無む象ぞうの一つ。それが自らの求める相手を、あの女呼ばわりしたことに対して、思考が追いついて来なかったようだ。目の前の相手が、ただでさえ目立たない学校生活を送っている点も大きい。

「いやまあ、西野がそう言うのなら、俺は好きなようにやらせてもらうけど」

「そうするといい」

「あ、あぁ……」

　少しばかり調子を狂わせた様子で頷うなずく竹内君。












　ただ、そうした戸惑いも僅わずかな間に苛いら立だちへと取って代わる。

　彼はイケメンだ。

　まさかフツメンに生意気な口を利かれて、心穏やかにはいられない。

「っていうか、あの女ってなに？　オマエ何様のつもり？」

　少なからず腹を立てた様子で、声の調子を落として唸うなるように言う。

「癇かんに障さわったのなら謝る。悪い」

「いやちょっと、西にし野のってそういうキャラだったの？　なぁ？」

　竹たけ内うちくんは目元を細めて言う。西日の影響以外にも、他に理由の窺うかがえる表情だった。好きな相手を冴さえないフツメンから適当に扱われた点が気に入らないのだろう。異性に対しては優しいが、同性に対しては比較的厳しいのが竹内君だ。

「あぁ……」

　指摘されて、今更ながら自らの口く調ちようへ思い至る西野。

　とはいえ、口に出してしまったものは戻らない。

「これは放課後用だ」

　とりあえず言い訳など並べてみる。

　だが、まるで言い訳になっていない。

「ねぇ、もしかして俺のこと舐なめてる？」

「…………」

　むしろ火に油を注ぐ結果となった。

　轟ごう々ごうと音を立てて燃え始めた。

　西野自身、言っておいてこれは無いなと感じていた。素面しらふの同級生を相手にして、少しばかり気恥ずかしさが生まれる。普段、マーキスやフランシスカを相手に軽口を叩たたく際とは、まるで勝手が違う。

　今日の相手は同級生だ。それもイケメンだ。

「いや、気を悪くしたのなら謝る。ごめん」

「あんまりふざけたこと言ってると、俺もキレるよ？」

「ああ、ごめん。ごめんなさい」

　伊だ達てに女が絡んでいない。人類が人に進化する以前、猿であったころから、メスを取り合うオスはいつだって本気だった。些さ末まつな行き違いから流血沙ざ汰たになった。生存本能に導かれた喧けん嘩かのステージ。第一ラウンド。

「……粋いきがってんじゃねぇよ」

「すまなかった」

　チッと舌打ちをして唾つばを吐き捨てる竹内君。

　西野は素直に頭を下げて応じた。

　一発ＫＯである。

　そして、相手の情けない姿を目の当たりにして、ようやっと満足したのだろう。

「んじゃ、こっちは好きにやらせてもらうからな」

　イケメンは呟つぶやいて踵きびすを返す。

　フツメンは何を語ることもなく、その姿を静かに見送った。





　　◇　◆　◇






　その日、文化祭の支し度たくが一段落したのは午後八時を過ぎた頃合いだった。

「はーい！　それじゃあ今日はここまでにしよー！」

　例によって教壇に立った志し水みずが教室を見渡して声を張り上げる。

　今の今まで作業に従事していたクラスメイトは、委員長の号令を耳にして顔を上げる。やっと終わりかと両腕を天井に突き出し伸びをする者がいれば、まだまだやらせてくれと不満そうな顔をする者もいる。

　西にし野のはといえば、普段であれば前者であったろうが、珍しくも本日は後者となる。

　残すところ模造紙一枚。ノルマの十枚が達成間近なのだった。

「明日も授業あるし、そろそろ撤収しましょう！」

　元気良く言う志水。

　これに逆らう生徒はいなかった。

　長いものには巻かれろの精神。

　生徒は皆々、指示に従い撤収作業を進める。志水の言葉通り、日中は平時と変わらず授業が行われる。机を教室の後方に寄せて、空いたスペースに木材やら布切れやらの散乱する状況は、そのまま放置するにはよろしくない。

　下手に扱っては文化祭に対する教師一同の、延ひいては学校としての意識が変わりかねない。クラスメイトはこれを片付けるために動き始める。彼女の指示に従って十数分ばかりで、教室は原状復帰が為なされた。

「それじゃあ、今日もお疲れでしたー！」

　教室が片付いたことを確認して、志水が言う。

「おつかれでしたーっ！」「いやぁ、マジで疲れたなぁ！」「明日は材料が届くから、小物も作り始められるし楽しみだねっ！」「去年よりも色々と力が入ってるよね！」「そこはほら、委員長が頑張っているから」

「なんかちょっと俺、テンション上がってるんですけどっ！」「これからカラオケとか行っちゃう？」「え、なにそれ、凄すごくいいんですけどっ！」「あ、私も行くーっ！」「それだったら駅前の新しくできたところ行こうぜ」

　二年Ａ組の面々は和わ気き藹あい々あいと昇しよう降こう口ぐちに向かう。正門を越えて以降は千差万別。グループを組んで街に向かう者があれば、一人淡々と自宅へ向かう者もいる。なかには再び、校内に向かって駆けていく者の姿もある。

　そうした只ただ中なかで、西野はというと──。

「あら、西にし野の君」

　校門を出た直後に、ローズと遭遇した。

　彼女は正門脇、校庭を囲う柵さくに背をもたせて立っていた。

「…………」

　彼は彼女を無視して、帰路を急ぐ。

　スタスタとその正面を素通りだ。

「ちょ、ちょっとっ、流石さすがに無視は酷ひどくないかしら？」

「…………」

　抗議の声を上げるローズ。

　これに構かまわず西野は足を動かす。

　しかし、それもシャツの裾すそを掴つかまれると止まった。

「ちょっと」

「……なんだ？」

「最初からそういうふうに聞き返すことはできなかったのかしら？」

「無理だな」

「即答なのね……」

　何事かと二人に向けて視線が集まる。下校時刻が重なった為ために、彼と彼女とのやり取りは、西野が所属する二年Ａ組のクラスメイト一同、その目前に晒さらされることとなった。当然、その中には竹たけ内うち君の姿もある。

　ちなみに彼の今晩の予定は、クラスの綺き麗れいどころとカラオケである。

「この間の件、貴方あなたに直接渡そうと思って」

「…………」

　そうした周囲の目も構わず、ローズは続けた。彼女にしてみれば、この高校への転校など、西野に近づく為の算段でしかない。同級生からどのような目で見られたところで、なんら痛つう痒ようはなかった。

　彼女を構成する世界には、この学校の存在は一ミリたりとも出てこない。

「……指示は出した筈はずだが？」

「この方が手間もないでしょう？」

「…………」

　強気な眼まな差ざしと共に言葉を続けるローズ。その瞳ひとみは瞬まばたきすら忘れたように、真正面から西野を見つめている。そこには何が何でも、自分に付き合ってもらいたいという、意志の強さが窺うかがえた。

　だからだろうか。フツメンは静かに頷うなずいた。

「……分かった」

「ありがとう。嬉うれしいわ」

　ローズの顔に笑みが浮かぶ。

　他方、面白くないのが二年Ａ組のイケメン筆頭代表。竹たけ内うち君だ。

「あ、ローズちゃん」

　彼はわざとらしく声を上げて、駆け足で二人の下に向かう。

　それまで話をしていた女子一同はおいてけぼり。彼が他の女子生徒の下へ向かうことを止めることができない。目の色を変えて踵きびすを返すイケメンの姿を、歯を食いしばりながら眺めるばかり。

「……あら、竹内君だったかしら？」

「あ、俺のこと覚えていてくれた？　光栄だなぁ」

「これでも物覚えは良い方なの」

　何気ない調子で語り始めた二人。学年でもトップを飾る美男美女のトーク。必然的に周囲の注目はこれに向かう。正門を出てすぐのところで、誰も彼もが足を止める。何が起こったとばかりに注目している。

「ローズちゃん、これからカラオケとかどう？　うちのクラスの皆で行こうって話になってるんだけど。あ、昨日の休みに顔を合わせた子も一緒だから、隣のクラスのローズちゃんでも馴な染じめると思うよ」

　挨あい拶さつの言葉も早々、速攻で畳み掛ける竹内君。

　その手際は大したものだった。傍かたわらで眺める西にし野のも、思わず感嘆の声を上げてしまったほど。伊だ達てにこれで幾十と女を食べていない。持ち前の容姿を生かして、その息子に串くし刺ざした女の数は数え切れない。

　この世の充実の粋を集めたような男が、竹内君という人間だった。

「私、カラオケは行ったことがないの」

「へぇ、そうなの？　だったら折せつ角かくだしどう？　日本の想おもい出でってことで」

「それじゃあまるで、私が日本からサヨナラすることが決まっているみたいね？」

「いやいや、ローズちゃんはこんな小さな島国に留とどまらない人材だと俺は思うな。むしろどうしてこんな普通の公立高校に転校してきたのか不思議なくらいだよ。きっと将来は大きなことをする女になるって」

　竹内君の口からはマシンガンの如ごとく、口説き文句が連つらなる。イケメンだからこそ許されるトークだった。もしも同じ言葉を西野が口にしていたら、周囲からは絶え間ない失笑が与えられたことだろう。

「そう、ありがとう？」

「って言うわけで、これからどう？」

　ニコッと会心の笑みを浮かべて言う。

　これで落ちない女はいなかった。

　だからだろうか、ローズもまた首を縦に振る。

「分かったわ。迷惑でなければ、ご一緒させてもらおうかしら」

「本当？　歓迎するよ」

　ローズを除く女子一同、来るんじゃねぇよ、とは腹の内に抱えた素直な意見である。だがしかし、まさかそれを主張することなど叶かなわなくて、朗ほがらかな笑みに歓迎の言葉を重ねる。下手を打って意中の彼に嫌われたくない皆々だ。

「それじゃあ行こうか」

　ニコニコと笑顔で歩み出す竹たけ内うち君。

　他方、存外のこと簡単に【ノーマル】を諦あきらめた彼女に驚く西にし野の。

　そうして文化祭の準備、一日目は過ぎていった。
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　翌日の昼休み、西野は竹内君に屋上まで呼び出された。

　フェンス越しに第一グラウンドを見渡せる南側の一端。二人の男子生徒が二、三メートルばかりの距離を隔てて向かい合っている。片や呼び出された側であり、片や呼び出した側である。

　これが男女であれば、他に思いを巡らせる事柄があったかも知れない。しかしながら、見つめ合う二人の間には、そんな甘酸っぱい雰囲気など皆かい無むである。どちらかと言えば、殺さつ伐ばつとした空気が漂っている。

「……俺になにか？」

　西野が尋ねた。

　これに間かん髪はつを容いれず、竹内君は答える。

「俺、ローズちゃんとヤッたわ」

　この年頃の男子生徒がヤッたと言えば、一つしか無い。

　セックスしました宣言だ。

　穴に棒を入れました宣言だ。

　そうして語る竹内君の表情は、男としての余裕と自信に満みち溢あふれていた。今この瞬間、世界は自分の為ために廻まわっているのだと、言外に示して憚はばからぬほどの、圧倒的優越感が見て取れた。この世界は俺のものだと。

「……それが？」

　対して西野は淡々と応じる。

　しかしながら、返事をする際に垣かい間ま見みえた一瞬の躊ちゆう躇ちよは、誰の目にも明らかだった。興味を引かれなかったかと言えば、嘘うそである。まさか彼女が昨日の今日で目の前の相手に股またを開くとは、流石さすがの西野も想定外だった。

　故に童貞は確信した。

　ヤツはビッチであると。股が緩ゆるいと。

「いやまあ、一応？　オマエには報告しておこうと思って」

「いいや、不要だ」

「そうか？　だったらよかったんだけど」

　フツメンに話し掛けるイケメンはとても楽しそうだった。

　少なくとも、西にし野のにはそのように映った。

「けど、ローズちゃんが処女だったのは意外だったわ。スゲェ可愛かわいかったよ。初めは恥ずかしがってたんだけど、やり始めたら自分から舌とか足とか絡めてきて、めっちゃ激しいの。逆にこっちが驚いたくらいだったし」

「……良かったな」

　おかげで相あい槌づちを打つ西野の反応は芳かんばしくない。

　イケメンの圧倒的なヤリチンパワーに押されていた。

　まさかフツメンが競えるフィールドではない。

「まあ、そういう訳だから。そこんとこよろしく」

　そして、語りたいだけ語り、竹たけ内うち君は踵きびすを返した。

　もうお前に用はないとばかり、屋上を後にするのだった。

　残されたのは西野一人。

「…………」

　別にこれと言って不利益を被こうむった訳でも、痛い思いをした訳でもない。

　ただ、どうにも切ない気持ちで胸が一杯になるフツメンだった。
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　その日もまた放課後は文化祭の準備があった。

　椅い子すと机を教室の後方へ移動させて、広く空いたスペースでの共同作業。響くのは楽しそうな声。これに混じるよう、トンテンカンカン、金かな槌づちの釘くぎを打つ音であったり、ギーコギーコ、ノコギリの木材を切断する音であったり。

「…………」

　西野はというと、昨日やり残した掲示物を早々に完成させた。

　ちなみに完成したメニューを余よ所そへ貼はりに行くのは、他の女子生徒の仕事だそうだ。なので、彼の本日の仕事は、他に何か新しい役割を与えられなければ、これで終了となる。

「…………」

　自おのずと手て持もち無ぶ沙さ汰たとなり、教室の様子を眺める。

　任された仕事は終えたのだから、帰ってしまっても構かまわないのかもしれない。ただ、他に大勢のクラスメイトが作業に従事している様子を思うと、一人だけ帰宅することも憚はばかられた。そして、そんな僅わずかばかりの躊ちゆう躇ちよが、彼の今後の運命を大きく変えることになる。

「…………」

　フツメンは教室の様子を眺めていて、はたと気付いた。

　否いな、気付いてしまった。

　作業に当たっている生徒は、大きく二つのグループに分かれると。

　一つは男女混じり合っているグループ。互いに声を掛け合い、仲良さげに作業を進めている。特筆すべきはその大半が顔立ちに優れていること。あるいは社交的な性格の持ち主で、コミュニケーション能力に優れていること。

　もう一つは男子だけ、もしくは女子だけのグループ。別段、意識しなければ前者と変わらず、今という時間を楽しんでいるように見える。しかしながら、その大半は顔立ちに劣るか、内向的な性格の持ち主で、コミュニケーション能力に劣る傾向が窺うかがえた。

　これらはグループの規模の如何いかんに関かかわらない。

　二人組であろうと、五人組であろうと、同様の傾向が見られる。

「…………」

　そこで西にし野のは考えた。

　自分はどちらに属するのだろうと。

　もちろん、答えはすぐに出た。

　当然、後者だ。

　それも後者の中でも極めて下の方に位置する。

「……良くないな」

　他のクラスメイトにとっては、何気ない文化祭準備の一日、放課後の一ひと時とき。しかしながら、今まさにこの瞬間、西野という少年の内側では、脳内革命が起こった。悟りを開いたと称しても過言ではない。

　脳天から足先まで、電流でも流れたような気分であった。

　その性格の本質的な部分にまで、ずばり変化が訪れたのである。

「…………」

　つまり、このままではヤバイ、と。

　それは例えば、本日の昼休みに竹たけ内うち君から受けた、俺ローズちゃんとセックスしました宣言。それは例えば、昨晩の放課後に眺めた、男女のグループでカラオケに向かうクラスメイトたちの姿。それは例えば、それは例えば。

　挙げてみると、幾らでも出てくる。

　そうして思い起こされたクラスメイトたちの姿に影響を受けての危機感である。

「…………」

　西野は想像する。このまま独りよがりな日々を続けた結果、どのような未来が訪れるだろうかと。二十代、三十代、四十代と将来をシミュレーション。結果、脳内に生み出された未来の彼は、とても孤独で、ひどく自己中心的で、随ずい分ぶんと情けない人生を歩んでいた。

　移り変わる場面は全すべてが殺さつ伐ばつとしていた。

　決して潤うるおいの無い世界。

　今以上に枯れた世界。

　やがて訪れる最期の瞬間は、病院のベッド。誰からの見舞いもないまま、幸福とは縁遠い終しゆう焉えん。その内に抱えるのは、過去に対する圧倒的な後悔。流すべき涙すら涸かれて、呻うめき声ごえの一つも満足に出せないまま、この世のモノとは思えない苦痛と共に死んで逝く。

「…………」

　自身の将来を早送りで最後まで再生。フィルムが一巡りしたところで、今更ながら驚きよう愕がくを得た西にし野のである。まさかこれほどとは、などと心底から戦おののいて、全身をブルリと震わせる。咄とつ嗟さに否定したくもなる。

　しかしながら、一連のシミュレーションに非の打ち所はなかった。

　故に彼は一人呟つぶやいた。

　自らに言い聞かせるよう呟いた。

「……良くないな」

　このままでは良くないと、思い知らされてしまった瞬間であった。

　今のままでは決して幸せになれないと、気付かされてしまったのである。

　だからこそ、思い立ったが吉日。彼は自らを改めることにした。今日この瞬間から、自分は新しい西野になるのだと。より良い未来を手に入れる為ため、より良い日々を送る為、より良い最期を迎える為、新しい自分を手に入れるのだと。

　リア充になるのだと。

　先さきに分類したグループのうち、前者へ仲間入りするのだと。

　そう彼は心の底から、強く決意を固めるのだった。

「…………」

　そして、目標さえ立ってしまえば、後は早いのがフツメンの良いところである。西野は早々に行動へ移すこととした。その行動力は、彼が日銭を稼ぐ業界においても、群を抜いて評価が高い点である。

「……よし」

　ハンター西野は教室の様子を確認する。

　狙ねらいを一人で作業している女子生徒に定める。

　フツメンの瞳ひとみがロックオン。

　何気ない調子で歩み寄り、その傍かたわらから語り掛けるのだ。

　新しい自分を始める為に。

「……何か手伝うことはあるか？」

「え？」

　すると、語り掛けられた側は驚いた。

　両肩を大きく震わせて西野を振り返った彼女は、名前を松まつ浦うら加か奈な子こという。黒髪のおさげと、ふくよかな胸元が印象的な女の子だ。休み時間にはブサイクな女子やデブな女子と共に小規模なグループをつくり、静かに過ごすタイプである。

　教室内では地味で目立たないが、磨けば相応に光る文学少女。化粧を盛らずとも平均以上には可愛かわいくなれるグレード。大学デビューと共に髪を染めたり、衣服を派手にするなどして革新を迎える、大たい器き晩ばん成せい型である。

「え、えっと……西にし野の君？」

　こうして顔を向き合わせた限りであっても、西野は既に三つ、大きな過ちを犯していた。一つは背後から声を掛けてしまったこと。二つ目は自身の顔面偏差値を顧みない高レベルな相手へのアタック。特に後者は致命的である。

「何か手伝えることがあれば、遠慮なく言って欲しいんだが……」

　松まつ浦うらさんは床にしゃがみ込んで、当日用のメニューを作っていた。

　そこに自らの過去の実績と共通点を得て、彼は続ける。

「メニュー関係なら知識がある。もしよければ、残りの分を手伝うが……」

　努つとめて優しい調子で語り掛ける西野。

　しかしながら、彼の下心満載な好意は早々に拉ひしやげた。

「え？　あ、あの、もうすぐに終わるから、わざわざ手伝ってもらわなくても大丈夫かな？　他にも忙しい人はいると思うから、私なんかよりそっちを手伝ってあげた方が良いと思うよ？　ご、ごめんね？」

「本当か？　まだ結構な数があるように見えるが」

「でもそう大した手間じゃないから。それにほら、男子だったら身体からだを動かす感じの仕事とか、そういう方が向いていると思うし。えっと、え、えっとぉ……あ、見て？　あっちの大工仕事とかっ！」












「そうか？　……それなら良かった」

「う、うん」

　撃げき沈ちんだった。

　三つ目の過ちは、一ひと重えまぶたと無愛想な表情である。少しでも笑みを浮かべていれば、それでもやっぱり駄目だったろうが、少なからず印象は改善されたことだろう。しかしながら、普段からの仏頂面では、それ以前の問題である。

　もちろん当人にしてみれば、極めて自然体である。しかしながら、アイプチ全盛の昨今、昭和の時代ならば男女ともに多く見られたその風ふう貌ぼうも、今や決して許されない。フツメンがブサメンとして扱われる瞬間だ。

　細い目元に僅わずかばかり黒い瞳ひとみ。碌ろくに笑っていない表情。

　これが松まつ浦うらさんに危機感を抱かせた。

　日本人は欧米人と比較してまぶたが厚く、数の多寡で言えば、一重まぶたが全体の七割を占める。自然と目の細い顔立ちが多くなる。これは他に中国やモンゴルといった周辺アジア各国でも同様だ。

　だがしかし、アイプチの普及に伴い、今や日本人女性の二重率は六割を超えると言われている。

　アジア人に一重まぶたが多い理由は、その起源がシベリアにあるためだ。寒さに対する耐性が、瞼まぶたの肉を厚くする形で人を進化させた。だが、二重まぶたに対して一重まぶたは劣勢遺伝であり、今後は着実に数を減らしてゆく運命にある。

　おかげで今まさに、生物進化の過程における負の煽あおりを喰らうのが、例えばこの西にし野のであったり、他に一重を晒さらすクラスメイトであったりする。

　二年Ａ組における二重女子生徒のアイプチ率は優に六割を越える。

「すまない、邪魔をした」

「う、うん。ありがとう」

　会話の時間は僅か一、二分。

　ぎこちない感謝の言葉に送り出されて、第一ラウンド終了である。普通のフツメンなら、やっぱり自分には無理だと、即座に折れそうなものである。そうして粛々と、元あった自らの日常に戻ったことだろう。

　しかしながら、西野の精神は無駄にタフだった。伊だ達てに幼少時代から本日に至るまで、一人で生きていない。ちょっとやそっとの出来事では動じない。決して挫くじけることなく、次なるターゲットを定めて行動に移った。

　それこそまるで機械のように。

　そして、これが彼の今後の学校生活を決定付ける、重大な選択となった。





　　◇　◆　◇






　文化祭の準備は午後八時頃に解散となった。

　それから西にし野のは電車を幾本か乗り継いで、六ろつ本ぽん木ぎに所在する行きつけのバーに向かった。雑居ビルの地下、二十数坪ばかりのスペースに設けられた手狭な店舗には、開店から間もないこともあって、他に客の姿は見られない。

　西野と店のマスターであるマーキスの姿だけがある。

　後者はマーキスという名前からして、日本人ではない。アメリカ出身を自称する黒人男性だ。二メートル近い巨体の持ち主であって、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした肉付きは黒いスーツのジャケット越しにも在あり在ありと窺うかがえる。

　二の腕など西野の太ふと股ももにも増して太い。顔面には右目を縦断する裂れつ傷しよう跡。それは頭髪の全すべて剃そり上あげられた頭部の上の方まで伸びる。まるで洋画に眺めるアクション俳優のような出いで立ちだ。

「それで、次の仕事は？」

　そんな彼に対して、酷ひどく素そっ気けない態度で問い掛けるのが西野。見方を変えれば突き放しているようにも思える。しかしながら、店内における彼のこうした振る舞いは、平素からのものである。そこに特別な感情はない。

「ああ、来て早々で悪いが、コイツを見てくれ」

　マーキスは構かまわず話を続ける。

　懐から端末を取り出して、彼の前に置いた。

　画面に映し出されたのは、全面イタリア語で記されたミラノ発の大衆新聞。その一面である。誌面の中央に一際大きく、四十代中頃を思わせる男性の顔が掲載されていた。なんでもイタリアに幾つか存在するマフィアの一つ、その幹部だそうな。

「…………」

「……どうだ？」

「これだけ用意しろ。そうしたら受けてやる」

　呟つぶやいて、西野は右手の指を四本立てる。

　その価格設定は業界の識者曰いわく、非常に良心的。

「やってくれるか？　助かる」

「だが、これを見る限りすぐには動けないように思えるのだが？」

「ああ、そこんところは確認してある。動くのは一週間後だな」

「一週間後、か」

　もしかしたら文化祭に重なるかも知れないな、とは彼の心中に呟かれた危き惧ぐだ。先日までの西野ならいざ知らず、今の新生西野にとって、高校の文化祭は是ぜが非でも参加したい一大行事であった。

「向こうじゃ既に五人ほど殺やられてる。守りは相当に堅いな」

「だからどうした？」

　少しばかり機嫌を悪くした様子で、彼は相手を睨にらみ付けるように言った。

　答えるマーキスは、小さく震えると共に、居住まいを正してから口を開いた。

「い、いや、アンタには意味のない忠告だったな」

「…………」

　フツメンは空になったグラスを無言でグイと押す。

　これで三杯目だ。

　そう強くはないが、決して弱くもない。

「若いうちから飲んでいると、歳としを取ってから癖になるぜ？　俺の兄貴がそうだった。ガキの頃から大酒飲みで、やめられずにズルズルと来て、今じゃ立派なアル中だ。碌ろくに仕事もしないで腐ってやがる」

「オマエの兄貴と俺を一緒にするな。これくらいが丁度いいんだよ」

　説教臭い物言いに苛いら立だちを覚えたのか、殊こと更さらにつまらなそうな表情となる。答える声の調子もどこかふて腐れたようで、珍しくも十代中頃、年相応の少年に見える。こちらのバーで晒さらす姿としては滅めつ多たにないものだ。

　おかげで続けられたマーキスの小言は、まるで母親のよう。

「学校で何かあったのか？」

「……別に」

「そうか？　ならいいが」

　適当に呟つぶやいて、お替わりを作り始める。

　西にし野のはカウンター越しに、これを黙って眺める。

　そうこうしている内に、カランコロン、客の入店を知らせる鐘が鳴った。西野は取り立てて反応しない。カウンターに向き合ったまま、背後に人の気配が動くのを肌で感じるのみ。先さきんじて口を開いたのはバーテンを務めるマーキスだ。

「アンタにお客さんだぞ」

　トクトクとグラスに酒を注つぎながら言う。

　アイスピックに削られた丸まる氷ごおりがカラン、乾いた音を立てる。

「オマエは何を言っているんだ？　客は俺だろう」

　面倒臭そうに呟く西野。

　その隣の席に腰掛けるのがローズ。

「あら、つれないわね」

　語る態度は極めて自然体であって、そこへ座るのが当然と言わんばかり。手にした鞄かばんを足下に置いて、右肘ひじを卓上に立てては彼の横顔を眺める。

「餌えさの付いていない針に食いつく趣味はない」

「餌があれば釣れたのかしら？」

「……さぁな」

　恐らくは彼女もまた、文化祭の準備で遅くまで学校に残っていたのだろう。西野と同様、ローズも学校指定の制服姿だった。マーキスがその顔を知っていた点から、今日が初めての来店という訳でもなさそうだ。

「何の用だ？」

　慌てた様子も無く彼は尋ねる。

　恐らくは相手が誰であるか、なんとなく思いが及んでいたのだろう。

「約束のモノを持ってきたの。昨日は貴方あなたのクラスメイトにカラオケへ誘われたから、渡しそびれてしまったでしょう？　こういうのは早いうちに済ませておきたかったから」

「あぁ、そう言えばそうだったな」

「忘れていたのかしら？　私にとっては大した額なのだけれど」

「そいつに渡しておけ」

　今まさにお替わりのグラスを差し出したマーキス。

　その顔を顎あごで指す。

「なんだ？　何か面倒事か？」

　示された側は首を傾かしげる。

「フランシスカの依頼だ。ヘルプにまわった」

「なるほど、報酬の話か。それならこっちで振り込んでおこう」

「貴方、彼の秘書でもやっているの？」

　ローズがマーキスを訝いぶかしげな表情で見つめる。

　どうやら二人は、大して知った仲でもなさそうだ。

「似たようなもんだ。コイツはいちいち面倒臭がるからな」

「合理的だと言え、合理的だと」

　不満もあらわに、手元のグラスを手に取る西にし野の。作られたばかりのそれをゴクリと小さく喉のどに流しては、胃から口へ昇るような灼しやく熱ねつ感に深ふかく息を吐つく。いつも変わらぬお気に入りの一杯である。

　そんな彼に構かまわず、マーキスはローズへ向き直った。

「それで、ブツはどこにある？」

「始末が悪いのだけれど、これで」

「……なんだ、小切手か」

　制服スカートのポケットから取り出された一枚の紙切れ。

　これを目の当たりにしてマーキスは渋い顔となる。

「てっきり彼に直接渡すものだと考えていたから」

「まあいい、こっちで適当に処理しておく。手数料は引くがな」

「おい、マーキス」

「たまには延々と付けている酒代を払ったらどうだ？」

「……サービスの悪い店だ」

「ここほど静かに、ここほど美う味まい酒を飲める店は他にないぞ」

「言ってろ」

　バーテンはローズから差し出された紙切れを受け取り、無造作にズボンのポケットへ突っ込んだ。

　その姿をすぐ傍かたわらに眺めて、面白くなさそうに、また一口ゴクリと西にし野のはグラスを傾ける。存分に勿もつ体たいぶった一連の振る舞いは、相変わらずの仏頂面と、典型的なアジアンフェイスが相あいまって、これでもかと似合っていない。

「ところで、こんな時間にやってきて、あの男は良かったのか？」

「え？　なんのことかしら？」

　隣の席にローズを眺めて、ふと西野の口から言葉が漏れた。

　あの男とは他の誰でもない、二年Ａ組が誇るイケメン、竹たけ内うち君である。

「随ずい分ぶんと熱を上げているようだが」

「……本当に分からないのだけれど、なんのこと？」

「…………」

　ローズはキョトンとして西野を見つめる。

　もしも事情を知らなければ、本当に何も理解していないように映る仕草である。しかしながら、こうして問いかけたフツメンは、自身が異性の機微を、その表情や振る舞いから悟れるほど、人間の情事に聡さとくないことを理解している。

　だからこそ、そこに確証を得ていた。

　こいつは黒だと。

「……まあ、別にいい」

　彼のコミュニケーション能力では、異性の肉体関係の話を自然な流れから引き出すなど、到底不可能である。これ以上は問い掛けたところで、自らの情けなさを目立たせるばかり。ローズの貞操に固執するのも悲しくて、切なくて、彼は早々に視線を逸そらす。

　そして、他にやることもなくて、彼の手は再三に渡りグラスを求めると、ゴクリ、また一口ばかり喉のどを鳴らす。手て慰なぐさみに嵩かさは減って、三杯目も早々に半分となる。カランと氷が鳴るに応じて、吐つかれた息はどこか磯いそっぽい泥の匂におい。

「私にも彼と同じのを貰もらえないかしら？」

　フツメンの横顔を眺めて、ローズがマーキスに言う。

　これを受けたマーキスが問うた先さきは西野だ。

「……いいのか？」

「いい訳ないだろう？　素直に頷うなずいて、適当な酒を出すのがアンタの仕事だ」

「あぁ……」

　やっちまったとばかり、幾分か表情が暗くなるマーキス。

「気の利かないバーテンだな。だからアンタは駄目なんだよ」

「え？　ちょっと、それってどういうことかしら？」

　一方で事情を掴つかめないのがローズだ。

　困惑した眼まな差ざしで二人を交互に見つめる。

「その酒はボトルを押さえているヤツが、どうにもこうにも頑固でな」

「俺の酒だろう？　どうして他人にくれてやらなければならない」

「とまあ、こんな具合だ」

「……なんか悔しいわね」

「こいつの捻ひねくれた性格は今に始まったもんじゃない。まあ、それと似たようなヤツは幾つかあるから、適当に選んで出させてもらうが、どうだ？　それで構かまわないか？」

「ええ、ありがとう」

　カウンター席の対面、その壁一面に陳列されたボトルの並びから、手早く一本を手に取ると、バーテンの彼は熟こなれた調子で酒を作り始める。

　そうこうする内に、カランコロン、客の入店を知らせる鐘の音が鳴って、他に人が出入りを始めた。それはいつだか同店で女を口説いていた男であったり、マーキスも知らぬ初見の客であったり。

　誰も彼も訪れた当初、制服姿の二人を目の当たりにして、その歩みを止める。けれど、彼と彼女がマスターと小気味良く言葉を交わす様子を確認して、そういう店なのだろうと理解した様子で席についていく。

　六ろつ本ぽん木ぎの夜はゆっくりと更ふけていった。





〈苛いじめ〉




　翌日の登校直後、西にし野のは二年Ａ組の自席でそれを見つけた。

「……なんだ、これは」

　普段なら早々に鞄かばんを置くべき机の天板、そこに彫刻刀で文字が彫られていた。変態、スケベ野郎、スケコマシ、女の敵、キモいんだよ、云うん々ぬん。どれもこれも彼の人格を否定する単語ばかりだ。

　なんだと呟つぶやいた手前、けれど彼は、その意味を早々に理解していた。昨日やらかしたクラスの女子に対するアピール行為と、その前日に受け答えしたローズを巡る竹たけ内うち君との問答とが、上う手まい具合に噛かみ合わさって今の状況が形作られたのだろうと。

　高校入学から一年と数ヶ月、遅咲きの苛いじめが開花したようだった。

　同クラスにおいては、記念すべき第一号である。

「……スケコマシか。また稲に新しい栽培品種が増えたかと思ったが」

　それでもスラスラと軽口が出てくるあたり、既に手の施しようがない。職場環境に影響を受けて形成された西野の人格は、もはや軌道修正が不可能な域にある。本人もまた意識しないところで動いている。

「…………」

　彫り込まれてしまったものは仕方が無い。彼は普段と同じように、その上に鞄をおろして、一時間目の授業に備えるべく、教科書やノートを移し始める。一連の流れは淡々としたものである。

　しかし、朝の支し度たくはそう易やす々やすと叶かなわない。

　それとなく覗のぞき込んだ先さき、机の中には汚物が入っていた。具体的には出所不明の便が付着した雑ぞう巾きんである。これが強烈な臭においを放ち、その存在を主張している。おかげで机は内側まで全滅だった。西にし野の五ご郷きよう、生まれて初めて経験する苛いじめは糞くその香り。

「…………」

　事情を理解するクラスメイト一同はこれを遠目に眺めるばかり。一部ではクスクスと、笑い声を上げる生徒の姿もあった。その反応から、犯人は同じ教室の人間だと、彼は早々に当たりを付ける。

「…………」

　彫り込み。

　糞ふん便べん。

　悪臭。

　一連の不具合を眺めて、西野は考える。

　今何より優先すべきは、五分後に迫った朝のホームルーム。これを無事に向かえる為ために必要なのは、臭わない机。では、その臭わない机はどこにあるのか。目的を明確にすると、結論はすぐさま得られた。

「……あるな」

　ぐるり教室を眺めると、目的のモノは幾らでもあった。

　選び放題、選より取どり見み取どり。

　西野は歩み出した。

「えっ……」

　クラスメイトの誰かが声を上げた。

　既に八割以上の生徒が登校を済ませた教室。それでもまだ登校してきていない生徒は存在する。例えば彼の隣の席などまさに。よって西野はこれに目を付けた。

　おもむろに自席を持ち上げて運び始める。すぐ隣にあった苗みよう字じも碌ろくに覚えていない誰かの席と、ウンコまみれの自分の席とを交換である。

　二、三分ばかりで移動は完了した。机の中に収められていた誰かの私物も、丁寧に取り出して、ウンコ机の天板の上に再配置を完了する。ミッションコンプリート。

　臭わない机のあった場所には、西野のウンコ机が置かれる。

　西野のウンコ机があった場所には、臭わない机が置かれる。

「……よし」

　彼は新調した机を眺めて、それとなく天板を手の平で撫なでる。具合を確かめてみれば、これまで使っていた机と比較して、高さ的にもより優れることが判明した。

「なかなか悪くないな」

　誰に言うでもなく、満足気に呟つぶやいた。

「お、おいっ！」

　周囲の面々にとっては、問題以外の何物でもない行動だった。

　悪くない訳がない。

　当然、異論も上がる。

　誰にも先さきんじて声を上げたのは、クラスメイトの一人、竹たけ内うち君だった。

「……どうした？」

　これに自分は何も悪くないと言わんばかり、しれっと答える西にし野の。

　椅い子すに腰掛けた上、悠然と足まで組んでのこと。

「いや、どうしたって、オマエっ……」

　反射的に吠ほえてはみたものの、竹内君は続く言葉が出てこない。状況が状況だけあって、その語り口く調ちようには普段のキレが窺うかがえない。もしも机の汚染が、西野の自業自得であったのなら、幾らでも言い様はあっただろう。

「いやだって、いきなり机を取り替えるとか……」

　どうして返したものか、流石さすがの竹内君も少なからず焦あせって見える。学年一のイケメンにとっても、過去に経験のない展開だった。

　苛いじめの対象が、如何いかんせんアグレッシブ過ぎた。

「クラスメイトの机に糞くそをいれるとは、酷ひどい話もあったものだな」

　西野は悲しげな口調で語ってみせる。

　さも自分が被害者であると訴えんばかりだ。

「そ、そういう問題じゃないだろっ!?」

「じゃあどういう問題なんだ？」

「っ……」

　事ことも無なげにいけしゃあしゃあと語るフツメン。

　まるで悪びれた様子もない。

　これには竹内君も、上う手まい返事が浮かばなかった。

「そりゃあ、せ、先生に言って、新しいのに取り替えてもらえば……」

　西野に問われるがまま答えたことで、イケメンははたと気付く。

「じゃあそうしようか。こっちも新品が欲しかったところだ」

「っ……」

　そうこうする間に時間は過ぎる。

　キンコンカンコン、チャイムが響くのと時を同じくして、同クラスを受け持つ担任教師がやってきた。ガラガラと教室前方のドアを開いて、昨日と変わらず、間延びした声を室内に響かせる。

「おまえらー、時間だぞー」

　時間に厳しい学年主任の朝は、いつだってチャイムと同時に到着。

　ウンコ席の彼は遅刻だろうか。

　西にし野のは無事にウンコ臭くない机を手に入れて、朝のホームルームへ突入だ。





　　◇　◆　◇






「おい、なんか臭くないか？」

　朝のホームルームの最中、担任教師が言った。

　どうやら西野の隣に座る生徒は、本日、体調不良により欠席であったらしい。結果、机の配置交換は継続されて、有う耶や無む耶やのままホームルームが始まった。当然のこと、ウンコ机から香るのはウンコの香り。

　その四方を囲う生徒は、悪臭から顔をしかめている。

　もちろん西野も例外ではない。

「き、気のせいだとおもいまーす！」

　生徒の一人が言った。

　クラスでも剽ひよう軽きん者ものとして通るお笑い担当の一人だ。顔面偏差値こそ高くないものの、自らの自尊心を一定のラインで犠牲にした剽軽具合から、クラス内で多少の発言権と立場を保持している。どんな学校でも一人はいるタイプの処世術の持ち主だ。

　ただ、今は剽軽者の剽軽なところが剥はがれて、割とマジ顔での進言である。

「そうか？　まあいい。それじゃあ、今日の連絡事項だが……」

　明らかに香るウンコの臭においにもめげず、連絡事項を挙げてゆく担任教師。

　これに同クラスの生徒はといえば、笑いを堪こらえる者が七割、怒りとも焦あせりともつかない表情を浮かべる者が一割、我関せずを貫く者が二割といった具合だ。事実が露見するには発破が足りていない。

　ただ、西野としては、割と我慢の限界だった。

　彼の机に投入されていた便は、相当腹の調子の優れない人間の排はい泄せつ物ぶつであったようで、やたらと臭った。教壇に立つ担任ですら、疑問を持つほどである。一メートルと離れない場所に腰掛ける彼の受ける香りは濃厚だ。

　二、三日は溜ため込んだ代物ではないかと予感させる。

「っ……」

　いい加減に顔が歪ゆがみそうだった。

　そこで西野は、鞄かばんから下敷きを取り出して、パタパタと扇あおぎ始めた。

　すると異臭はウンコ席を挟んで、二つ隣の席に流れる。

「っ!?」

　隣の隣には志し水みずの姿があった。

　いきなり濃さを増した異臭に彼女は顔をしかめる。

　同時に異臭の香ってくる方に視線を向けた。

　すると一つ席を挟んで、西にし野のが下敷きをパタパタさせているではないか。

「ちょ、ちょっとっ……」

　大おお慌あわてで彼女もまた、机から下敷きを取り出して、これを扇あおぎ始める。

　都合、右と左から扇がれた異臭は、前と後ろに流れることとなる。

「っ!?」

「ぅっ!?」

　前後に座る生徒が呻うめき声ごえを上げた。

「ん？　どうした？」

　これを耳にした担任から声が掛かる。だが、まさか真実を伝える訳にはいかない。ここまできたら、最初に声を上げたヤツが全すべてを被こうむる羽目になる。そんな確信めいた意識が、クラスメイト一同には芽生えていた。

「な、なんでもないですっ！」

　前の席に腰掛ける女子生徒が言った。

「そうか？」

　幸いにして担任は、そう大して気を向けることもなかった。異臭に気を回したのも束つかの間ま、周知事項の説明に移ってゆく。

　一方、ウンコ机の後ろに位置する生徒は、左右に腰掛けた西野と志し水みずに倣ならい、自らもまた下敷きで悪臭を払い始める。

　休日はチェック柄のシャツとブルージーンズで、秋葉原界かい隈わいを彷徨さまよっていそうな、オタク男子である。所属はゲーム制作部。顔は西野より遥はるか下のブサメン。

　結果、臭においの全ては前方に向かい流れることとなった。

　明確な方向性。

　気流の発生だ。

「ちょっ……」

　ウンコ机の前に座る生徒は堪たまったものではない。

　チラリ、それとなく背後を確認して事情を理解すると共に、悲鳴染みた声を上げる。しかしながら席の配置の都合上、彼女ばかりは下敷きを振る訳にもいかない。何な故ぜならば、先生に注意されてしまうからだ。

　悪臭に耐える他、彼女に道は残されていなかった。

　ちなみにそんな彼女は、昨日の西野が最初に声を掛けた女子生徒、松まつ浦うら加か奈な子こである。ゴムで結んだおさげをフルフルと揺らしながら、必死の形ぎよう相そうで便臭に耐えている。今にも吐き出しそうだ。

「松浦、顔色が悪いが大丈夫か？」

「……は、はい、大丈夫、です」

　担任教師からの問い掛けに、今にも死にそうな様子で答える。

「そうか？　どうしても駄目そうだったら、ちゃんと保健室に行くんだぞ」

「はい……」

　口元を手で押さえて、本気のリバースを目前に控えている。

　ただ、そんな彼女を目の当たりにしても、他三名の下敷きは止まらない。担任に気付かれないよう、自然な仕草を装い動き続ける。パタパタパタパタと扇あおぎまくる。それくらい、どうしようもなく臭いのだった。

　結果的に生徒のみぞ知る悪臭騒ぎは、十数分に渡る朝のホームルームの最さ中なか、延々と続けられる運びとなった。臭においの至らない生徒は、笑いを堪こらえることで必死。口元を押さえて明後日あさつての方向を睨にらみ付ける者もちらほら。

　松まつ浦うら加か奈な子こ、我慢の勝利である。
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　一時間目は各クラス合同での体育だった。朝のホームルームから間もなく移動となった為ため、ウンコ机に関する面倒については据え置きとなり、誰もが更衣室へ向かったことで、二年Ａ組は一いち時じの平穏を得る。

　科目の選択は通期で行われる為、西にし野のは以前と同様に第二体育館で卓球だ。

　取り立てて教師が音おん頭どを取ることもない授業風景は怠惰なものである。卓球台も人数分が備えられている訳ではない。必然的に交代制での利用となる。更に言えば台に対して明確なグループ分けも為なされていない。

　台からあぶれて待機することになった生徒が、そこいらで駄だ弁べり始めれば、現場の空気は殊こと更さらに緩ゆるいものとなる。真面目まじめに卓球技能の向上に努つとめる生徒など皆かい無むであるから、それこそ授業の合間に眺める休憩の時間と大差ない有様だ。

「…………」

　例によって卓球場の隅すみに陣取った西野は何をするでも無く体育座り。傍かたわらには誰の姿もない。早く授業が終わらないかと、一人で体育の様子をぼんやり眺めていた。前回も前々回も、そして恐らく今回も、自分は一度としてラケットを手にせず授業を終えるのだろう、などと下らないことを考えていた。

　昨晩までの彼の予定なら、今日の体育は同じく卓球を選択する女子生徒をラリーに誘う筈はずだった。ただ、ホームルーム前に眺めた机の惨状を考慮して、これを急きゆう遽きよ自粛である。何な故ぜならば、周囲の生徒は彼を腫はれ物もののように扱う。他クラスの生徒もこれは同様だ。いつの間にやら、事情は伝わっていたらしい。

　しかしながら、そんな体育の現場に一人だけ例外が存在した。

「貴方あなた、そんなところで何をやっているの？」

　前回の体育の授業と同じく、ローズがやって来た。何食わぬ顔で西野の正面に立ち、相手の顔を上から下に見下ろす。

　どうやらまた、バスケットから抜け出してきたようだ。黄色いビブスとバスケットシューズを着用している点からも間違いない。

「そういうアンタこそ、どうしてここにいる？」

「私は少し休憩」

「なら俺も同じだ」

「そう？　それなら構かまわないかしら」

　何気ない調子で呟つぶやいて、西にし野のの隣に腰掛けるローズ。

　一連のやり取りを目の当たりにして、居合わせた生徒たちからは声が上がった。

　それは先週にも見たような光景である。

「なんでローズちゃんがここにいるんだ？」「っていうか、以前も来てなかったか？」「ブルマ姿も可愛かわいいよなぁ。もっと食い込んでくれねぇかなぁ」「なんで西野のヤツと話してんだ？」「西野ってアイツのこと？」「そうだよ。Ａ組のヤツ」「いつも隅すみの方で座ってるヤツだよな」「なんかアイツ、クラスで苛いじめられてるらしいぜ？」「え？　マジ？」

「っていうか、マジでローズちゃん可愛いよねぇ」「あの金髪とか羨うらやましいなぁ」「だよね、日本人の限界ってやつ？　感じちゃう」「えー？　そうかなぁ？　確かに可愛いけど、そこまででもないような気がするー」「わかるわかる、私って外人系は苦手なんだよね」「ああいう妹が欲しかった」「私はレズりたい」

　二人の下にも声は届いていることだろう。

　ただ、周囲からの注目を気にする様子もなく、ローズは西野に語りかけた。

「昨日はいきなり訪ねてしまってごめんなさい」

「そう思うのなら二度と来るな」

「あら、つれないわね」

「つる気のない相手につられてやる道理はない」

「意気込みを見せれば掛かってくれるのかしら？」

「さぁな」

　つい昨日耳にした、竹たけ内うち君のヤッちまった宣言が効いていた。

　西野も決して期待していなかった訳ではない。相手が何を求めて自分に近づいたのかは、重々承知していた。ただそれでも、ほんの僅わずかばかりでも、心の温かくなるようなものがあるかもしれない。そんな妄想をするくらいの自由はあったのだ。一昨日おとといまでは。

「仕事は既に片づいた筈はずだ。これ以上何かあるのか？」

「その節はありがとう。助かったわ」

「だったらもう十分だろう。これ以上、俺に近づくな」

　今の彼には目の前の相手が汚らわしいものにしか見えなかった。

　恋愛経験ゼロの童貞野郎だからこそ、彼なりに大切にしている女性像というものがあった。そうした背景も手伝っての嫌悪感だろう。フランシスカに感じるものと同じ抵抗をローズに感じていた。金銭や保身の為ために股またを開くという行為が許せないようだ。

　しかしながら、彼は知らない。

　クラスメイトの数割が、金銭や保身の為ために股またを開いた経験があることを。

「下心がないと近づいてはいけないのかしら？」

「ヤリたい盛さかりの中年親父おやじに迫られる光景を想像してみればいい」

　投げやりに呟つぶやいて、腰を上げる西にし野の。

「ヤリたい盛りの中年親父が如ごとく飢えていると、噂うわさに聞いたものだから」

「…………」

　ピクリと西野の眉まゆが震える。彼女から離れるべく一歩を踏み出したところで、けれど、続く二歩目が出てこない。もしも相手が他の同級生であったのなら、あるいは素直にその場を去ったかも知れない。竹たけ内うち君に威い嚇かくされて頭を下げたように。

　しかしながら、彼女は違う。

　同業者に舐なめられてはいけない。

　それは西野の掲げる、割と大切な信条だった。

　彼にとって今の仕事は、唯一の収入源である。長い目で見てもこれは同様であり、少なからず将来に渡って当てにしている。だからこそ、これを脅かす存在は、自身の収入を、生活を、延ひいては将来を脅かすに同義である。

　尚なお且かつ、過去に色々と働いてしまった手前、他から軽く見られることは、即座に命の危機へ繋つながる。もしも評判が落ちれば、マーキスは自分を余よ所そへ売り渡すだろうと、西野は考えていた。

　だからこそ、今この場で引くことは出来なかった。ローズに舐められたままで済ますことはできなかった。それもこれも全すべては過去の経験から与えられた教訓だ。その程度には危うい立場に身を置いていると自覚するのが、西野五ご郷きようという少年である。

「……耳みみ聡ざとい女だ」

　彼はボソリと呟いて、笑顔でローズを振り返った。

　満面の笑みだ。

　余よ所そ行ゆきの笑みだ。

「あら、そんな顔もできたのね？」

「俺が笑うとアンタに何か不都合があるのか？」

「…………」

　やはり助けたのが良くなかったかと、過去に経験した失態の数々を思い起こす。特に彼が日々の食くい扶ぶ持ちを稼ぐ業界では、女性こそ強したたかで、理不尽で、残酷なものである。アジア圏でフツメンと評価される彼だからこそ、理解できることがある。

　同級生というフィルタを取り払うよう、西野は姿勢を改めた。

　一方でローズはといえば、急に雰囲気を変えた相手を前にして、声の調子が少しばかり強こわ張ばった。少なからず緊張している為だろう。

　彼女がこれまで噂に聞いてきた西野とは、ヤリたい盛りの中年親父とはまるで別物である。もしも仕事が被かぶってしまったら、依頼主を殺してでも逃げろと言われている相手だ。

「それなら私にもチャンスがあるかと思ったのだけれど」

「どこかで聞いたような台詞せりふだな？」

「それはどこかしら？　とても気になるわね」

「アンタの雇い主に聞いてみればいい」

「雇い主？」

「頭が緩ゆるい分には、まだ可愛かわい気げがあるものだと、笑って済ませられるかもしれない。しかし、股またまで緩いとあっては救いようがないな。もう少し冷静に自分自身の行いを振り返ってみたらどうだ？　このビッチが」

「あぁ、なるほど」

「理解したならさっさと去れ」

「私を彼女と同じように見ているのなら、それは心外だわ」

「…………」

　しかし、ローズはめげなかった。頬ほおを引ひき攣つらせながら、それでも口元に浮かぶのは笑みである。平素と変わらず堂々と語ってみせる。心なしか膝ひざが震えているのは、決して西にし野のの見間違いではないだろう。

　これにはフツメンも辟へき易えきだ。

「……勝手にしろ」

　短く呟つぶやいて、踵きびすを返す。

　いいや、返そうとした直後の出来事である。

「あ、いた。ローズちゃん」

　彼女の名を呼ぶ声は、卓球場の出入り口付近から聞こえてきた。出所は誰かといえば、西野もここ数日で耳に覚えのある響き。同じクラスのイケメン筆頭代表、大人系クールと評判の竹たけ内うち君である。

「…………」

「…………」

　その姿を認めて、途端に西野とローズは口を閉ざす。

　一方で竹内君は賑にぎやかに二人の下まで歩み寄る。

「いやぁ、探したわ。同じバスケット選択なのに見つからないからさ」

「今は休憩中よ？」

「そうだね。ってことで、俺もこうしてウロウロしてるんだけど」

「……なにか用かしら？」

「ああいや、畏かしこまって用っていうほどの話でもないんだけど、例の旅行の件、こっちで都合を付けられそうだから、その連絡をしようと思ってさ。体育の授業中だったら、合同だから話しかけるにも自然だろう？」

「ええ、そうね」

　竹内君の眼中にはローズしかなかった。

　すぐ隣に立つ西にし野のは空気である。

「それで、ざっくりとしたスケジュールだけど、文化祭の打ち上げも兼ねて、今月中に行っちゃわない？　学校を三日くらい休んで、大きめの連休を作ってさ。もちろん、ローズちゃんの都合が大丈夫ならだけど」

「えぇ、別にいいけれど」

「本当？　助かるよ」

　そうして語る竹たけ内うち君は、終始笑顔だ。

　ニコニコと満面の笑みを浮かべて、ローズとお喋しやべりである。

「だそうだけれど、西野君の都合はどうかしら？」

「…………」

　すると、ここで急にフツメンに話を振るローズ。

　竹内君の表情が一瞬、般はん若にやの如ごとく歪ゆがむ。だがしかし、それは本当に僅わずかな間の出来事だ。誰の目に留まる間もなく、彼は元の笑顔を取り戻す。尚なお且かつ、おや、こんなところに居たのかいと言わんばかりの態度で、西野に語り掛ける。

「あぁ、そう言えばそうだった。西野の方はどうだ？」

「いやまあ、別に問題はないが……」

　とりあえず頷うなずいておく西野。

　ローズの他にも女子が参加するとあらば、彼としては満更でもない。目の前の金髪ロリータこそ避けて通ったとしても、他に参加するだろう同じクラスの女子に対しては、興味津々である。

　まさか卒業まで、延々と苛いじめられっ子として過ごす気など、毛頭無い彼である。今もその脳裏では、脱苛めを目指してプランが練られている。その為ためには機会も多いに越したことは無い。

「そうか？　じゃあチケットは手配しておくよ。あぁ、旅費に関してはこっちでなんとか出来そうだから、今回は俺に奢おごらせてもらえないかな？　もちろん、ローズちゃん以外に関しても、同じように提案しているんだけどさ」

「いいのかしら？　結構な額だと思うのだけれど」

「別に俺のお金じゃないんだけどね。ただ、高校の想おもい出で作りに旅行へ行きたいって親に相談したら、人数分だけ出してくれるみたいでね。これでも実家はそれなりに余裕があるからさ。もちろん、無理にとは言わないけれど、どうかな？　この提案は」

「そういうことなら、ええ、ありがたくお誘いを受けるわ」

「本当に？　ありがとう。うれしいな」

　キラっと真っ白な歯を煌きらめかせて言う竹内君。

　もしもここがバスケットの授業を行う第一体育館であったのなら、他に女子生徒がひしめき合って、彼の周りを囲んだことだろう。あー、私も行きたいなー、それなら私もー！　などと冗談混じりに言えるのは、カースト上位者の特権である。万が一にも受け入れられれば御おんの字じだ。

　しかしながら、ここは日ひ陰かげ者もののオアシス、第二体育館は卓球場だ。立ち並ぶ女子生徒は、誰も彼もブサイクだったり、デブだったり、コミュ障だったり。とてもではないが能動的に動くことなど叶かなわないカーストの下層ばかり。羨うらやましそうな表情で、やり取りの行く末を眺める限りだ。

「他に誰が行くのかしら？」

「その辺は俺の方で二人ほど、都合がつく子にお願いをしてあるから大丈夫。もしもローズちゃんの友達で是非一緒にって子が居たら、気兼ねなく教えてもらいたいな。その子の分もこっちで持つよ」

「ありがとう。でも特にそういうのはないわ」

「そう？　それなら俺とローズちゃん、それに彼を加えて五人かな？」

　チラリと西にし野のに視線をやって言う。

　実のところ、この旅行に限っては西野の存在こそ、竹たけ内うち君には非常にありがたかった。何な故ぜならば、イケメンである彼の友達は、誰一人の例外なくイケメンである。ブサメンはおろかフツメンすらいない。

　おかげでローズを誘う手前、彼は悩んでいた。下手にイケメン仲間を誘い、そこにローズの興味が向かってしまったら。万が一にも、お股またを開かれてしまったら。中に出されてしまったら。云うん々ぬん、非常に重大な懸け念ねんがあった。

　しかしながら、男子生徒を旅行に誘わないという選択は有り得ない。

　旅行に誘った相手が全すべて女子生徒、それも綺き麗れいどころ揃ぞろいとなれば、幾ら彼が学年一位のイケメンであるとはいえ、少なからず周囲から顰ひん蹙しゆくを買うだろう。だからこそ少なくとも自分の他に一人、男子生徒を誘うことは彼にとって必要だった。

　そこで登場するのが西野である。

　彼程度の顔面偏差値であれば、どれだけローズがビッチであろうと、数日間の旅行期間中に股を開くことはない。そんな確信が竹内君の頭にはあった。これにより自分は旅行期間中、安心してローズを初めとした女子一同と親交を深ふかめられるだろうと。その為ためには、フツメンの分の旅費を都合するのも、吝やぶさかでないと。

「西野、そっちは大丈夫か？」

　朗ほがらかな笑みと共に問い掛ける竹内君。

「……ああ」

　そして、リア充が諜る事情など、リア貧な西野には思い至る訳もない。なんで竹内君はこんなに良い笑みを浮かべて、自分を旅行に誘っているのだろうと、疑問も一ひと入しおである。ただ、わざわざ口に出して指摘することもない。素直に頷うなずいて応じるばかりだ。

「ところで、西野君はどうかしら？」

「……なにが？」

「西野君、誘いたい子とかいないの？」

「あぁ……」

　俺にそんな話を振るなよ、とはフツメンの心中に呟つぶやかれた素直な愚痴だ。

　ただ、まてよ、と彼は考える。

　これはリア充へと至る、彼女持ちへと至る、幸せな人生のフィナーレへと至る、一つの大きな可能性ではないかと。高校在学中の旅行で、クラスメイトの女子と仲良くなる。それは大した青春。何歳になっても決して色いろ褪あせない、素晴らしき想おもい出での一つ。

「それなら松まつ浦うらさんとか……」

　ボソリ、彼は呟いた。

　彼は地味っ子が好きだった。

　目立たない系の女の子が好きだった。

　ついでに言えば、あまり顔立ちも気にしていない。

「え？」

　竹たけ内うち君が驚いた顔になる。

「……え？」

　ローズもまた同様だ。

　まさか彼の口から、異性の名前が出てくるとは思わなかったようだ。しかも相手は同じクラスの女子生徒である。更に当の本人は、もれなく卓球を体育の授業として選択しており、同じフロアの数メートル先さき、彼らの声の届くところに立っている。

「ふぇ!?」

　松浦さんは戦おののいた。

　まさか自分の名前が出てくるとは思わなかったようだ。

「西にし野のって彼女と仲が良かったっけ？」

「いや、碌ろくに話をしたこともないが」

「……え？」

「どうした？」

「ま、まあ、そういうことなら彼女も一緒だ」

　西野の意識が松浦さんに向いていることを理解して、竹内君は内心ほくそ笑む。これで確実に自身の障害は排されたとばかり。自然と機嫌も良くなり、彼はそれまで以上の笑顔で松浦さんの下に向かった。

「松浦さん、ちょっといいかな？」

「え!?　あ、は、はいっ！　なんでしょうかっ!?」

　早々、旅行の予定を語り始めるイケメンだった。





　　◇　◆　◇






　体育の授業を終えて教室に戻った生徒一同を待っていたのは、担任教師の憤怒だった。どうやら西にし野のの隣席に収まっていたウンコが、彼らの留守の間に教師へ露見したようだ。恐らくは異臭の拡散が原因だろう。

　続く二時間目の授業が、同クラス担任が受け持つ科目でもあった為ため、その時限においては出所不明の便に関して、投入の意図を巡る問答が、ホームルームという形で行われる運びとなった。

「誰がやったのかをこの場で問うつもりはない。探すような真ま似ねをすることもない。しかし、誰かがやったのは事実だ。そして、もしもこれが学校の外であれば、これを行った者や、その事実を黙認した者は、必ず責任を問われるだろう」

　担任教師は言う。

　これに臨むクラスメイト一同は、皆々口を閉じてピリピリとしている。約一名、松まつ浦うらさんだけが少しばかりホッとした表情を浮かべている。やはりウンコから発せられていた悪臭は、相当キツイものであったらしい。

「例えば先生が酔った勢いから、路上で見ず知らずの他人へ自分の糞ふん便べんを叩たたき付けたとする。状況にもよるだろうが、間違いなく教師としての職を失い、刑事罰は当然のこと、民事裁判に掛けられて、被害者から幾百万という慰謝料を請求されるだろう」

　自席に着いた生徒たちを見渡して彼は続ける。

「今回、先生はこの件について、犯人を捜すつもりはない。見て見ぬ振りをしたヤツがいたとしても、追及することはしない。この説教が終わったら、普段と変わらないまま過ごすつもりだ。校長だの教頭だのに話を広めるつもりもない」

　だがしかし、と彼は続ける。

「また同じことが起こったのなら、先生は必ず犯人を見つけ出して、その罪の所在を確かなものにする。そして、どれだけ学校側が渋ろうと、被害者には徹底的に加害者と争うよう、協力するつもりだ。まさか加害者のその後の人生に気遣うつもりもない。その時点で、そいつは先生の受け持つ生徒じゃない」

　語る表情は酷ひどく真剣だった。

　何な故ぜならば彼は、犯人が自分のクラスに居ると確信していた。

　だからこその熱血。

　それが同担任なりの、自分の仕事を全うする為の演出。リアル感を意識した説教のスタイルである。これで彼は未然に幾つもの非行を防いできた、という自負があった。そして、実際に幾つかの不祥事は彼の努力により、学園の内々で処理されてきた。

　幸い今回の一件に関しても、突っ込みを入れる生徒は居なかった。

「以上だ。それじゃあ、授業に入るぞ」

　時間にして数分ばかり。気持ち良く説教を終えた彼は、教卓に置かれた教科書を手に取り、本来予定されていた授業を始めた。チョークを片手に、カツカツと数式を板書し始める。今いまし方がた宣言したとおり、それ以上の追及は一切無い。

　ただ、そうして語った本人の精神は、少なからず高こう揚ようしていた。同時に決して小さくない満足を得ている。なんだかんだ説教が大好きな先生である。そうした彼の熱のこもった説教は、マジでウザいよね、と実際に受けた生徒の間では評判である。

　西にし野ののクラスの担任にして、学年主任を務める大おお竹たけ清せい司じが備えた短所の一つが、この自分に酔った説教である。ただ、それが今の彼の役職を確保するのに、一役買っているのもまた事実だ。年配の教頭や校長といった役柄からは評判が良かったりする。

　ちなみに学年主任とは企業における課長に相当する役職である。冴さえない中年親父おやじである彼の年収は、しかし、優に七百万を超える。好きな映画は金きん八ぱち先生。四十を超えて独身ではあるが、将来は安泰。そして職場には好きに説教できる十代の女が沢山。

　いわゆる勝ち組の一つの形だった。





〈文化祭の準備　一〉




　学年主任のファイティングスピーチが幸いしたのか、その日、西野の机が再びウンコ臭くなることはなかった。また、改めて他に苛いじめらしい苛めが発生することもなかった。近隣クラスで異臭騒動が噂うわさに流れた程度だろうか。

　暴行や器物損壊を前提にした苛めは早々に手立てを失ったようだ。また、元より学内の友人関係が壊滅的なフツメンだから、人間関係を盾とした搦からめ手も事実上不可能。結果的にその日は、平素と何ら変わらず安あん穏のんのうちに過ぎていった。

　キンコンカンコン。鐘の音と共に六時間目の授業が終えられる。

　訪れるのは文化祭の準備である。

　机の全すべてが教室後方に寄せられると、必然的に居場所が失われて、さて、本日はどうしたものかと、西野は頭を悩ませる。仕事らしい仕事も手元になくて、教室の隅すみで呆ぼうと突っ立っている他に、なにもやることがない。

「…………」

　学園祭まで残すところ五日。うち休日が二日。

　クラスメイトも段々と熱を入れ始めてきたように思える。

　リア充を目指す彼にとっては、何が何でも混ざりたいところだ。クラス一丸となった文化祭の準備など、三十年先さきでも通用する一級の想おもい出でだと考えている。これを語れずして何を語れば良いとは、その心中に沸き上がる焦あせりにも似た情動だ。

「委員長、何かやることがあれば手伝いたい」

　ここ数日で多少ばかり接点を得た相手、クラス委員長の志し水みずに伺いを立ててみる。

「え？」

　他のクラスメイトと打ち合わせをしていた彼女は、西にし野のから声を掛けられて一瞬、驚いた顔になる。なんでコイツが私に話しかけてきているのよ、とは彼女の心中に呟つぶやかれた声にならない愚痴と非難である。

「え、えぇっと……」

　教室を見渡して、彼を突っ込むのに具合が良さそうなところを探る。

　そんな彼女の傍かたわら、打ち合わせをしていたクラスの女子が言った。

「たしか西野君って、外国語できるんだよね？」

　つい先日、竹たけ内うち君を交えてイタリアンレストランで一緒した女子二名の片割れだ。

「まあ、多少は」

　フツメンは素直に応じた。

　すると彼女は、嬉き々きとして言葉を続けた。

「だったら、メニューを外国語でも書いてもらえば？　雰囲気とか出ていいんじゃないの？　あっ、でも英語だと逆にダサいから、他のがいいなー？」

「あ、それいいね！」

　これに志水が乗ってくる。

「たしかニューヨークと、あとえっと、どこに行ったことがあるんだったっけ？　英語圏以外にも行ったことあるんだよね？　なんかパスタっぽい名前だったと思うんだけど」

　顎あごに人差し指を当てて、うーんと唸うなる片割れ。

　これを横から攫さらうように志水が続ける。

「たしかナポリだったよね？　いいじゃん。イタリア語で書こうよ」

　ニヤリ、その瞳ひとみに意地悪な色が浮かんだ。

　仮に旅行が本当だったとしても、相手は冴さえないフツメンの同級生だ。英語ならまだしもイタリア語など、到底読み書きできるとは思えない。だがしかし、これを出来ると言い張ったのは当人である。

　同校において、少なからず学力に自信を持つ志水だから、自分よりカースト下位と認める相手が、より優れた言語力を持っていることを良しとしなかった。当然、それが虚偽であるのなら、全すべてを白日の下に晒さらすべきとは、その内に滾たぎる義務感めいた嫉しつ妬とである。

「じゃあ西野君は、メニューの翻訳をお願いね。イタリア語で」

「イタリア語でっ！」

　楽しげに言う志水と片割れの二人組。

　その顔にニヤニヤと浮かぶ意地の悪い笑みは、けれど、異性の彼には届かない。当人にとっては普通に可愛かわいい女の子の笑顔だ。むしろ期待してくれているのだと、逆にやる気を漲みなぎらせる始末。彼にとっての志し水みず委員長とは、未いまだ性善説に守られて綺き麗れいなまま。

　だからこそ、フツメンは自信満々に頷うなずく。

「分かった」

「みんなっ！　西にし野の君がメニューをイタリア語で書いてくれるって！」

　ここぞとばかり、クラス全体に聞こえるよう、志水が吠ほえた。

　先さきの期末試験において、彼女は英語の点数が悪かったのだ。本人は自信を持って挑んだものの、入学から数度目のテストにして、初めて八十点台を下回る結果となった。これが今の彼女に勢いを与える何よりのエネルギー。伊だ達てに東京外国語大学を目指していない。

　先月、塾の模試ではＤ判定。圏外。圏外である。

「えー！　マジかよー！」「スゲー！」「おいおい、イタリア語とか本当かよー!?」「わー、たのしみー！」「イタリア語とか、かっこいいー！」「マジで？　俺ってばスゲェ期待しちゃうぜー？」「俺も俺もー！」

　文化祭を直前に控えて、クラスの結束力は素晴らしかった。特にカースト上位の者からは、囃はやし立てるように幾つも声が上がった。男子、女子を問わずに、やんややんや、無駄にテンションを上げて見える光景だ。わざわざ作業の手を止めてまで騒いでいる。

　これに西野は少しばかり気を良くして頷いた。

「分かった、頑張ろう」

　なんか嬉うれしそうだ。

　以前の模造紙による広告作成と比較して、少しばかりグレードの高い仕事を与えられた点に、やり甲が斐いを感じているのだろう。早々に志水の下を離れて、作業に取りかかるべく歩み出す。

　ロッカーの上に放置された、既存の日本語によって書かれたメニューをゲット。これを差し替える形で、余った材料と共に翻訳作業をスタート。やるぜ、やってやるぜ、この仕事を。気合いを入れてペンを握る。

　その直後の出来事である。不意に彼のズボンで端末が震えた。

　滅めつ多たに鳴らない西野の端末が、フルフルと震えた。まさか放課後に連絡を取り合う友人など皆かい無むの彼である。八割方はマーキスからだ。残り二割は間違い電話や迷惑電話となる。先日は振り込め詐欺の電話が掛かってきた。どこかで番号が流出したのだろう。

「……俺だ」

　少しばかり声の調子を落として、彼はこれを受ける。

『悪い。どうしても頼みたい仕事がある』

「切るぞ」

　案の定、相手はマーキスだった。

　西野は一言を返して、早々に端末を耳元から離す。

　すると回線の向こう側から、相手は必死の声色で請こうてきた。

『た、頼むっ！　どうか切らないでくれっ！　お願いだっ！』

「……なんだよ？　今は学校だ」

『この間のマフィアの一件があっただろう？　あれの続きが来やがった。しかも久しぶりに表がらみの仕事だ。相手さんも切せつ羽ぱ詰つまっているのか、相当に羽は振ぶりが良い。こいつはアンタにとっても益のある話だっ！』

　早々に報酬を切り出してくるマーキス。この手の会話をする際には、物事の順序と、その運び方に拘こだわるのが彼のやり方である。西にし野のが学校だと言えば、それを押してまで仕事の話をすることなど、過去に一度としてなかった。その点を西野は高く評価していた。

　それがこうまで愚直に連絡を寄よ越こすものだから、更には報酬の額を前面に出して交渉を仕掛けてくるのだから、彼としては疑問を抱かざるを得ない。一体何があったのかと、一度は切ろうとした回線をそのままに、好奇心から続きを促す。

「それがどうかしたのか？」

『アンタが一昨日おととい殺やった相手、覚えているか？』

「ああ」

『あれを迎える為ため、わざわざ本国から来日していた別の幹部がいる。それが都内のバーで面倒を起こした。依頼人はこの面倒を一緒になって起こしたヤツだ』

「……誰だよ、その阿あ呆ほうは」

『顔は知らなくても、名前くらいは知っている筈はずだ。ここ最近、テレビだの雑誌だのにやたらと顔を出しているロックバンドのメンバーだ。タローとか言ったか』

「なるほど。酒の席で気が大きくなったロック野郎が、その場の勢いで調子に乗ったか。見せしめに殺るとしても、なかなか都合の良い手合いじゃないか」

『相変わらず話が早くて助かるぜ』

　西野の呟つぶやきに少しばかり調子を良くしてマーキスは続ける。

『向こうは出先で迎えに行った相手を殺されている。ただで本国へ帰る訳にはいかない。見せしめにアジア人の一人でも殺して土産にしようって算段だろう。つい昨晩にも襲撃を受けている』

「そのまま殺らせてやればいいんじゃないのか？」

『ああ、俺も普段なら、そうしただろう。しかしだな、そのロック野郎を囲っているのが、あまり大きな声じゃ言えないが、少しばかり名の知れた人間になる。こっちとしては放ほうっておくにも、色々と面倒な話になってくる』

「マーキス。アンタまた、碌ろくでもないネコを拾ったな？」

『っ……』

　西野の呟きを受けて、端末の向こう側から人の震える気配が伝わった。

「……幾らなんだ？」

『や、やってくれるのか？』

「次はない」

『すまない、今回ばかりは本当にすまない！　恩に着る』

　回線の向こう側、マーキスは感極まった様子で感謝の言葉を並べた。

「これからそっちに向かう」

『分かった、店一番のヤツを準備して待っている』

「……いつものヤツでいい」

　会話はそこまでだった。

　回線が西にし野のの手により切られる。僅わずかばかり頬ほおの体温に温まったディスプレイを眺めると、通話時間は二分五十三秒。毎月、無料通話分の繰り越しを貯ためる彼にとっては、滅めつ多たにない通話枠の消費だ。

「…………」

　手早く翻訳作業を畳む。ビニールで作られたジャケットや背表紙、チェック柄にプリントされた帯の他、今まさにペンを走らせようとしていた白紙を合わせて、自身の鞄かばんに放ほうり込み、帰宅の支し度たくを調える。

　すると、教室を発たとうとした彼を目の当たりにして、クラスの剽ひよう軽きん者ものが吠ほえた。

「あっれー？　西野くん、どっこ行くのー？」

　顔面偏差値は西野と同じかそれ以下。けれど、カースト序列では中位と上位の間に位置する。全すべてはステータスを剽軽に極振りした成果だ。だからこそ彼は、クラスメイトが大勢居合わせたこの場でも、全体発言を許されている。

　その声が教室内へ響くに応じて、プークスクス、教室のあちらこちらから失笑が洩もれた。男子も女子も、カーストの上下、顔の出来不出来に関かかわらない。剽軽発言がクリティカルヒットしたようだ。

　一連の出来事を眺めていた面々にとっては、身の丈に合わない仕事を引き受けたフツメンが、嘘うそに無理を重ねて状況から逃げだすべく映ったようだ。当然と言えば当然のこと。神がかり的なタイミングだった。

　それもこれもマーキスが悪い。

「今のって本当に電話が掛かってきたのかなー？　アラームじゃないのー？」

　剽軽者は続ける。

　どんな時も押して押して押しまくる。伊だ達てや酔狂で剽軽者をしていない。それが剽軽者の処世術。これを行えなくなったとき、剽軽者は剽軽者の称号を失い、ただのフツメン、あるいはブサメンへと落ち込む。

　学園カーストは容赦なく、彼をピラミッドの下方へ誘うだろう。

　それを理解しているからこそ、剽軽者の言葉には容赦が無い。西野を苛いじめれば、苛めた分だけ、彼はカーストを上に昇ることができる。一度足を踏み込んだら二度と抜け出すことの出来ない修羅の道。それが剽軽者の定め。

「悪いが、急用が入った」

「へー！　それはざーんねぇーんっ！」

　元気の良い剽軽者の叫び。

　これを受けてクラスメイト一同からは、殊こと更さらに大きな失笑が洩もれた。一部は既に失笑を超えて、普通に笑ってしまっている。口元を手の平で隠しても、その音は本人の下へ容赦なく伝えられる。

　ただ、当の西にし野のはその理由に気付いていない。むしろクラスの皆が、自分を見て楽しそうにしている事実に、少しばかり嬉うれしい気分になっている。クラスの笑いに貢献できたことを喜ばしく感じているようだった。

　とんでもない阿あ呆ほうである。

「悪いが、今日は先さきに失礼する」

　剽ひよう軽きん者ものの声とクラスメイトの失笑を背に、西野は六ろつ本ぽん木ぎへと急いだ。





　　◇　◆　◇






　六本木の繁華街、その外れに位置する雑居ビルの地下、二十数坪ばかりのスペースに設けた手狭なバー。界かい隈わいに詳しい人間であれば絶対に近づかず、詳しくなければ足を運ぶ機会も滅めつ多たにない。

　本来であれば午後八時開店であるところ、午後七時時点において、店内には既に人の姿が見受けられる。そこに数えられるのは、店のマスターにして唯一のバーテンであるマーキスと、彼に呼ばれてやってきた西野。

　そして、西野を呼び出す要因となった日本人男性。

「お、おいっ、本当にこんなガキで大丈夫なのかよっ!?」

　一足先に到着して一杯空けていた西野。

　これに遅れること十数分ほど。今まさに到着したのが、荒らげた声で吠ほえ散らかす初見の男である。年齢は二十代中頃。綺き麗れいな茶色に染められた長髪と、身の丈百九十を超える長身が特徴的な人物だった。

　サングラスの上からでも、その顔立ちの良さは窺うかがえる。西野のクラスメイトである竹たけ内うち君も読モ級のイケメンだが、こちらの彼はそれとは一線を画した、アジア人の限界に挑戦するイケメン具合だ。

　身に付けた衣服も顔に対して相応。どれも一着二桁けた万円は下らない。薄い生地で作られたシャツ一枚とっても、なんとかというブランドの、なんとかというデザイナーが作った、なんとかというシリーズの、といった具合。

　金の掛かっていそうな男だとは、その手の話題に疎うとい西野であっても容易に見て取れた。

「ふざけるなよ？　こっちは命が掛かってるんだぞっ!?」

　男は荒れていた。

　この国一番のボディーガードが君を守るからと言われて、警察に囲われてやって来た先、そこに待っていたのは自分より十は若い少年だ。冴さえない顔のどこにでもいそうな、酷ひどく頼りない学生がひょろり。

「高い金を払ってるんだぞっ!?　ふざけんなっ！」

　男はブーツの底で、脇に置かれた椅い子すの一つを蹴けり飛ばした。ガランガランとけたたましい音を立てて、丸まる椅い子すが吹っ飛んだ。

　これを眺めて、西にし野のはやれやれだとばかり呟つぶやく。

「マーキス。どうやら俺はお呼びじゃないようだ」

「ちょ、ちょっと待ってくれっ！　頼む！　この通りだっ！」

　マーキスは額をカウンターへ擦すり付けるように頭を下げる。

　西野を相手としては下手にまわること度々の彼であるが、その実、自尊心は非常に高い。フランシスカの比では無い。これを正しく理解するフツメンだからこそ、先さきの電話から続く一連の振る舞いには疑問を隠し得ない。

「……アンタの借りは、どれほどのものなんだ？」

「本当にすまない。すまない、が、どうか頼む……」

　頭を下げたまま、マーキスは続けた。どうやら彼にとって、今回の一件は決して譲れないものらしい。突き出された頭には汗が粒と浮いていた。まるで茹ゆでダコのようだとは、西野の心中に呟かれた寸すん感かんだ。

「まあいい。酒を飲む場所がなくなるのは困る」

　その様子を眺めて、西野は手にしたグラスを小さく傾ける。

　コクリと小さく、その喉のどを鳴らした。

　もしも志し水みずあたりが同席していたら、全身に鳥肌を立たせて、ちょっとキモいこと言わないでくれる？　真顔で突っ込んでいたことだろう。それもこれも彼の見た目が、アジアンだからよくない。フツメンだから良くない。

「すまない。本当に助かる……」

「だが、二度はない」

「分かっている。こんな馬鹿は二度としないさ」

　何な故ぜならと、彼は続ける。

　マーキスは西野という少年が、どういった問答を好むか正しく理解していた。そこで素直に心の中を伝える。というより、この期に及んで嘘うそをつくだけの余裕もない。更に一連のやり取りは、第三者に対しても都合の良い形で映るもの。

「俺だって、アンタとは常にイーブンでいたい」

「……ならいい」

　その一言を耳にして、西野は今回の案件を受けることと決めた。

　他の言葉が返ってきたのなら、そのまま帰宅する腹積もりであったフツメンだ。いちいち面倒くさい性格の持ち主である。そういうのが格好良いのだと、真面目まじめに考えていたりするから、周りの人間にとっては迷めい惑わく千せん万ばんだ。

「あぁ、助かる」

　誰の目にも必死に映るマーキスの振る舞い。

　とても情けない振る舞い。

　ただ、そんな彼はパッと見て、二メートル近い巨体の持ち主だ。

　筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした肉付きは、黒いスーツのジャケット越しにも在あり在ありと窺うかがえる。二の腕など西にし野のの太ふと股ももにも増して太い。顔面には右目を縦断する裂れつ傷しよう跡。それは頭髪の全すべて剃そり上あげられた頭部の上の方まで伸びる。

「お、おいっ、お前らっ！」

　だからだろうか。アジアの小国にあっては滅めつ多たにいない黒人の大男と、これに頭を下げられる西野という少年に、吠ほえる男は少なからず興味を示した様子だった。出会って当初に一いち瞥べつして以降、一度として目を向けることのなかったフツメンに注目する。

「俺はここに最高のボディーガードがいると聞いて来たんだ」

　カウンター席に腰掛けた西野の傍かたわらまで移動。

　その顔を上から睨にらみ付けるようにして言う。

「早くそのボディーガードに会わせてくれよ。こっちは地球で一番ヤバいって評判の連中に命を狙ねらわれてるんだ。警察ですら役に立たないような、滅め茶ちや苦く茶ちやヤバいのに狙われてるんだ。白昼堂々、ホテルの廊下でロケットランチャー撃ってくるんだぞっ!?」

　ズボンのポケットに両手を突っ込み、額と額が接しそうなほどに顔を近づけて、メンチを切る。ガンたれる。その表情は傍はた目めにも切せつ羽ぱ詰つまって思えるものだった。脂汗がジクジクと肌に滲にじんでいる。

　これに対して西野は、明日の天気でも尋ねるような軽い調子で口を開いた。

「アンタ、ロックをやるんだってな」

「あぁ？　なに言ってんだよ、この糞くそガキはっ！」

　男は今にも相手を殴りつけそうな形ぎよう相そうで吠える。

　当然だろう。一ひと重えまぶたに不ふ揃ぞろいの歯、やや突出した頬ほお骨ぼね。この世の男子高校生の普通を極める普通の中の普通。そんな男が碌ろくに笑みも浮かべずに、今を輝く大ロックスターへ語り掛ければ、顰ひん蹙しゆくも相応といったところ。

　何より態度が良くない。

「舐なめてんのか？　あぁ？」

「違うのか？」

　どれだけ吠えられても、自らのペースを崩さない西野少年。

　怯おびえることもない。

　これに男は苛いら立だちを湛たたえつつ答える。

「俺の歌を聴いたことがないのか？　俺が作る歌と曲こそがロックだ。誰も彼もが形の見えないロックをロックだと崇あがめて、その姿すら碌に掴つかめないまま追い求めている。だが俺は違う。俺のロックは確かな形が存在するっ」

　滑こつ稽けいな台詞せりふを大おお真面目まじめに語れるのは、売れている文化人の特権だ。

「……そうか」

　相手が何を言っているのか、西にし野のは理解できなかった。

　マーキスもだ。

「だから、俺はこんなところで死ぬ訳にはいかないんだよっ！　俺のロックは、こんなところで潰ついえていい訳がないんだよっ！　だからさっさと出せよっ！　この、お、俺を守るボディーガードってヤツをっ！」

　昨晩に襲撃を受けたというのは、決して嘘うそではないのだろう。吠ほえ散らかす表情は、西野との問答に怒るよりも、その後に待つだろう圧倒的な暴力を思い、恐怖に震えていた。みっともないほどに震え上がっていた。

　理由はひとえに過去の襲撃だ。彼は付き合いのある女性を自宅で惨殺されていた。両手両足を生きたままノコギリに引かれた上、身体からだ中の皮という皮を剥はがされた状態で、寝室のベッドの上に放置されていたのだ。

　止血が正しく為なされていたのだろう。

　彼が帰宅したとき、その女には辛かろうじて意識があったと言う。

「ここへ来るまで、電車に揺られながらロックという単語を調べてみた」

「あぁ？」

　だが、そうした男の背景など、西野には知る由もない出来事である。男の恐怖など我関せず、淡々と言葉を続ける。

　彼もまた彼で、今回の仕事に対して、少なからず思うところがあったようだ。そして、それは保護対象の男を目の当たりにして、殊こと更さらに顕著なものに至っていた。つらつらと語られる内容は、彼らしくない他人への興味から。

　リア充を目指す西野にとって、目の前の相手は自身が欲する全すべてを備えていた。

「だが、何を以もつてしてロックというのか、まるで分からなかった」

「ロックが知りたいのか？」

「知ったらまずいのか？」

「ロックを知りたいなら、俺の書いた曲を聴け。それがロックだ」

　精神が高こう揚ようしている為ためだろう。男の問答はいちいち暑苦しい。

「……そうなのか？」

「世間は色々と言うだろうさ。ロックとは古い慣習からの脱却だとか、クラシックの否定だとか、メロディックな旋律だとか。時代の否定だとか。けどな？　そういうのは糞くそ評論家の作った、糞定義だ。相手にするな。調べたって時間の無駄だ」

「ならロックという単語に意味はあるのか？」

　淡々と尋ねる西野。

　これに男は声も大きく断言した。

「ないっ」

　ひときわ力強く、否定の言葉が店内に響く。

「ロックっていうのは、誰かが本気になったときに出てくるエナジーっていうか、脳汁っていうか、そういうのだ。他の誰にも関係が無い、自分だけの世界。そう、世界なんだよっ！　俺はそれを曲にしている」

「アンタだけの世界を、アンタの曲を聞いただけで理解できるものなのか？」

「だから俺は言っただろう？　エナジーで脳汁なんだよ。ロックっていう単語そのものが、今まさにオマエが聞いているようなことを、わざわざ言葉にしないと理解できない、落ちこぼれ連中を説得する為ために必要な、いわば自転車の補助輪みたいなもんだ」

「補助輪？」

「ああ、補助輪だ。そういうキーワードなんだよっ」

「……なんだそりゃ」

　西にし野のには男が何を言っているのかサッパリだった。典型的な天才肌の人間なのだろう。他人にモノを説明するのが致命的に下手だった。受け取る側が凡人であるから、殊こと更さらにその点が浮うき彫ぼりとなる。

　分かったかと、尋ねるようにマーキスへ視線をやる。

　カウンターの向こう側、彼もまた分からんと、首を横に振る。

　しかし、語る当人だけは、全すべてを理解して、全てを諦あきらめて、悲劇のヒーロー。

「はっ、ははっ、まったく笑えるぜ。この俺が、ようやく掴つかんだ、これから全てを塗り替えてやれると思ったのに、なにがマフィアだ！　ちょっと酒場で絡んだくらいで、こんな阿あ呆ほうなことしやがって……」

　男はその場に崩れた。

「この俺が、どうしてこんな……」

　昨日に受けた襲撃が、相当堪こたえたのだろう。

　精神は疲弊して、その場に両手両膝ひざを突かせた。よくよく観察してみれば、ズボンの裾すそから僅わずかに窺うかがえる肌には、足首に巻かれた包帯が見える。襲撃に際して傷を負ったのだろうとは、西野にも一目見て理解できた。

「くっそっ、なんでなんだよっ、どうして俺なんだよっ！」

　他に音のない店内に、男の吠ほえる声はこれでもかと響いた。

　そんな彼を傍かたわらに眺めて、西野はマーキスを見やる。

「これを護衛するのか？」

「人間、自分の死を前にすればこんなもんだろう」

「自分から喧けん嘩かを売ったんだろう？」

「自分からマフィアに喧嘩を売るのが、最高にロックなんだろう？」

「なるほど。少しはロックってやつを理解できた気がする」

　西野としては正直、捨て置きたいタイプの相手だった。

　だが、仕事は仕事だ。マーキスに今後の予定を確認する。

「それで、これからどうすればいいんだ？　このロック野郎は」

「コイツが取ったホテルがある。ひとまずはそこに移動だ。詳細は確認していないが、他に警察も付いている。まあ、アンタには不要かも知れないが」

「守りに回るのか？」

「攻めの側はこちらで既に準備をしている。交渉の用意もだ」

「それでいいのか？」

「恐らく今回、守りの方が大変になる。でなければアンタに連絡はやらない」

「分かった。こちらは任せろ」

「アンタにそう言ってもらえた時の安心感は、正直、これ以上ないな」

　ニカっと良い笑みを浮かべて言うマーキス。

　凄すごいヤバい危険などうしようもないマフィアに命を狙ねらわれて、ガタガタと身体からだを震わせる男の傍かたわら、二人の間で情報共有は完了だ。現場は早々に他所へと移される運びとなった。

　バーを後にして自動車に乗り込む。

　移動は西にし野のと男の二人。マーキスは留守番。

　防弾車両に乗車の上、警察が前後左右を囲うフォーメーション。よくある要人警護の配置となる。これを車通りの多い基幹道路へ流しての移動だ。

　西野と男は六ろつ本ぽん木ぎを出発した。
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　自動車に揺られること数十分、彼らが到着した先さきは都内に所在するホテルの一室。最上階に設けられた一番上等な部屋である。同階においては他に客室も存在せず、この階層には西野と男の姿だけがある。

　部屋へ向かうには、専用のエレベータを用いて、一つ下の階から移動する必要がある。更に同所は完全武装の警察と、マーキスが手配した数名からなる人員が常時抑えており、仮に関係者であったとしても、本人の許可なく入退室することは不可能だった。

「本当に、本当にオマエがボディーガードなのか？」

　幅広なソファーの中央に腰掛けて、男が西野に問い掛ける。

「何度目の確認だ？　嫌なら今すぐにでも辞めるが」

「幾つだよ？」

「十六」

「……マジかよ」

　男は西野の様子を窺うかがうように、その姿をチラリと横目に見ては、ハァと深ふかい溜ため息いきを吐つく。ソファーに腰掛けた姿勢のまま背を丸めて、太ふと股ももへ両肘ひじをドンとつき、手の平で頭を抱えている。この世の終わりだとばかり、言外に訴えて止やまない態度だ。

　他方、溜ため息いきを向けられた側はといえば、男の視線に構かまうことなく、何やら作業の最さ中なかにあった。保護対象が腰掛けるソファーとはローテーブルを挟んで反対側、別のソファーに浅く腰掛けて、卓上へ広げた紙にサラサラとボールペンを走らせている。

　これが気になったのか、男は顔を上げて尋ねる。

「おい、何やってんだよ？」

「文化祭の準備だ」

　答える西にし野のの調子は、これまでと変わらず淡々としたもの。

　一連の素そっ気けない態度が気に入らなかったのか、男の声が荒ぶる。

「……あぁ？　文化祭の準備だぁ？」

「来週の頭に開催される。アンタも来るか？」

「テ、テメェ、人の命を何だと思ってやがるっ……」

　堪たまらず拳こぶしを握る男。

　次の瞬間にでも殴り掛かりそう。

「いちいち興奮するな鬱うつ陶とうしい。マーキスのヤツだって馬鹿じゃない。あっちはあっちで状況を改善する為ために動いている。交渉が上う手まくいけば、相手もアンタを諦あきらめて大人しく自分の国へ帰るだろう」

「これが興奮せずにいられるかって言ってんだよっ！」

　ガツンと小気味良い音を響かせて、男がローテーブルを蹴けりつけた。

　西野の手にするボールペンが、予期せぬ滑りを見せて、白紙の上に無用な線を走らせる。既に半分ほどが並べられていたメニューの一覧を、下から上へ縦断するように、真っ黒なインクが力強く伸びた。

　用意すべきメニューが一枚、使えなくなってしまった。

「…………」

「……あ？　なんだよ、コラ」

　不服そうな顔をする西野に対して、男は顰しかめっ面を向けて猛たける。誰かに八つ当たりでもしないと、不安で仕方が無いのだろう。

「こういうとき、ロックはアンタを助けてくれないのか？」

「あぁ？　なにふざけたこと言ってんだ？」

「つい先日、俺はあることに気付いた」

「気付いた？　はぁ？　なんだそりゃ」

「もしもアンタが死んだのなら、大勢の人が涙を流してくれるだろう。そういう最期を迎えられることこそが、人間の幸せなんだろうと、ふと気付いたんだ」

　駄目になってしまった紙を丁寧に折りたたみながら西野は語る。

「……俺はアンタみたいに生きたいんだ」

「オマエが俺みたいに？　無理だろ。諦めろ。本来ならこうして口を利くことだって叶かなわないんだ。なに勘違いしてくれちゃってるんだよ」

　椅い子すを蹴るにせよ、テーブルを蹴るにせよ、事細かな行動の一つ一つがいちいち様になっている。そうした男の立ち振る舞いを眺めれば、これは自分には不可能だと、理解せざるを得ないのがフツメンだ。

「ああ、間違いない」

　イケメンに秘められた無限の可能性。

　フツメンに与えられた絶対の上限。

　その二つを同時に見せつけられて、ちょいとばかり傷心の西にし野のである。

「それよりも、おい！　オマエは早く、あのマーキスとか言うヤツに連絡を取れ。どれだけ警察が固めてようと、アイツらは絶対に来るんだよ。オマエみたいなのが一緒だったところで、屁への足しにもなりゃしねぇっ」

「……ちょっと待て」

「あぁ？」

　ふいに西野の動きが止まった。

　碌ろくに整えられたためしのない眉まゆ毛げが、ピクリと小さく震える。次いで視線が屋外に面した窓側へ向かうも、その先さきはカーテンに遮られて何も見えてこない。数瞬ばかり悩んだところで、彼は状況を判断した。

　サラサラと手元の紙にペンを走らせる。

　これをテーブルの上、男に差し出した。

　紙面には、通路側へ逃げろ、との指示が短く示される。

「……あぁ？」

「早くしろ」

　西野は少しばかり声の調子を強くして言う。

　おかげで事情は伝わったようだ。

「マ、マジかっ!?」

　男は大おお慌あわてでソファーから立ち上がった。

　その足が一歩を踏み出すと同時に、リビングの窓ガラスが砕けた。上の階からロープが幾本か垂らされている。それを伝い人が侵入してくる。

　男の口からは甲かん高だかい悲鳴が上がった。

「ひ、ひぃいいいいいいいいいっ」

　伊だ達てにロックしていない。ハイトーンの良い声だ。

　他方、西野はやれやれだとばかり、落ち着いてソファーから腰を上げる。

「ここは日本なんだがな」

　飛び散ったガラス片が二人を襲う。

　しかし、これは空中のある一面まで至ったところで、ピタリ、まるで蜘く蛛もの糸に絡め取られた木の葉のように静止した。細かな破片がビッシリと並ぶ様子は、新たに壁が一枚生まれたようだ。砕かれた大小様々なガラス片が、屋内照明に照らされてキラキラと輝く様子はとても綺き麗れいだった。

「そこを動くなっ！」

　西野がロック野郎に向けて吠ほえる。しかし、彼は言うことを聞かなかった。脱だつ兎との如ごとく逃げ出して、早々に部屋を飛び出していった。リビングを後にして以後は、壁を曲がった時点で、西にし野のの視界から消えて見えなくなった。

「くそっ……」

　これを追いかける為ため、フツメンは踵きびすを返す。

　すると闖ちん入にゆう者しや一同は、その行く先さきを遮るように動いた。前方と左方からＬ字の形で一斉に銃撃を行った。火薬の爆はぜる音が幾つも重なる。十数名からなる一団は、室内に突入すると同時、手にした重火器をありったけ撃ち放っていた。

　対象は西野である。

　人一人に対する攻勢としては、破格の一斉射撃である。そこには遠慮もなければ驕おごりも感じられない。どうやら彼の存在は、既に相手方にまで伝わっていたようだ。おかげで与えられたのは、訓練を受けた軍隊が如く、規律と勢いを伴う進攻だった。

「邪魔だ」

　フツメンの腕が振るわれるに応じて、侵入者の数人が首を飛ばされて絶命する。吹き出した大量の血液が、ホテルの部屋を真っ赤に染める。血ち飛沫しぶきは床や壁はおろか、天井にまで達した。

　けれど、相手の勢いは衰えない。

　うち二名がロック野郎の後を追い掛けて、部屋を飛び出していった。残る十数名は西野に向けて、絶え間なく火器を放ち続けている。大小様々な銃弾が、けたたましい炸さく裂れつ音おんと共に飛び出してくる。

　撃ち出された銃弾の全すべては、窓ガラスの破片がそうであったように、目に見えない膜に捕らわれて空中に静止する。一発たりとも西野の身体からだへ触れることはない。大量の金属片が宙に浮かぶ様子は、新手の芸術作品に見えなくもない。

「これだから金のある連中は嫌いだな……」

　彼はここで一団の殲せん滅めつを優先することに決めた。男の保護は下の階に待機する者たちに任せる形だ。唯一の出入り口であるこの場を抑えれば、少なくとも男を奪取される可能性はないだろうと考えた次第である。

　二名程度であれば、自分が向かわずとも大丈夫だろうと。

「その程度の武装で殺せると考えたのなら、舐なめられたものだな」

　二度、三度とフツメンが腕を振るうに応じて、闖入者たちの首が飛んでいく。一振りに幾名と倒れて、瞬く間に数を減らしていく。その呆あつ気けないほど簡単に人の倒れてゆく様子を目の当たりにして、流石さすがの敵方も徐々に狼ろう狽ばいし始める。

　やがて三分の二が失われたところで、彼らは撤退を決めた。

「……逃がすわけないだろう」

　後退する闖入者に対して、西野は淡々と腕を振るう。

　距離を詰めるように、一歩、また一歩と進みながら、淡々と首をはねていく。いよいよ銃器を放ほうり出して命いのち乞ごいを始めた相手にも、容赦なくばっさりと。そんな具合だから、二、三分ばかりで闖ちん入にゆう者しやは全滅した。

　最後の一人が倒れると同時に、宙に浮いていたガラス片や銃弾が一斉に床へと落ちる。目に見えない支えを失った途端、バラバラと喧やかましい音を立てて、床に転がり始めた。大小様々な金属片が、まるで絨じゆう毯たんでも敷くように床へと広がっていった。

「……さてと」

　全すべてが落ちたところで、他に音がなくなる。

　これで良いだろうと人心地ついて、彼は男の逃げた先さきに向かった。





　　◇　◆　◇






「取り逃した？」

　その報告を耳にした西にし野のは、少なからぬ憤りから眉まゆを曲げた。平素からの淡泊な物言いにも、幾分か苛いら立だちが窺うかがえる。

「す、すみません。どうやらウチに内通者がいたようで……」

　彼に対応するのは、制服こそ着ていないものの警察の人間だ。

　ひたすらペコペコと頭を下げている。

　場所は争いのあったフロアから一つ下に降りた専用エントランスである。その場に居合わせたのは、幾十名と詰めかけた警察関係者を筆頭として、マーキスの呼び込んだ人員など、今回の一件の最前線で対応に当たる者たちだ。

　同ホテルが誇る正面玄関のホールにも負けず劣らず豪華な作りのフロアには、あちらこちらに血液の飛ひ沫まつや銃じゆう痕こんが見て取れる。同所でのやり取りの激しさが窺えた。隅すみの方には事切れた闖入者二名の亡なき骸がらが横たわる。

「下へ渡したところで、かすめ取られた訳か」

「は、はい……」

　先程確認した手帳に従えば、階級は警部とのこと。

「……分かった。あとはこちらで処理する」

「すみません……」

　言うが早いか、早足で場を去ろうとする西野。

　これを警部さんは咄とつ嗟さに呼び止めた。

「あ、あのっ」

「……何か？」

「こちらの都合で申し訳ないのですが、う、上の方から【ノーマル】さんとは仲良くするようにと指示を受けておりまして、すみませんが、あの、よろしければお名刺の交換など、お願いできませんか？」

　名刺を両手で差し出しながら言ってのける。

「悪いが、そういうのはマーキスのヤツを通してくれ」

「あっ、ちょ、ちょっと待ってくださいよっ！」

　声を上げる警部を無視して、フツメンは踵きびすを返した。何事かと視線を向ける制服警官一同にも構かまわずスタスタと。喧けん噪そうから距離をおくよう、フロアの隅すみに向けて移動だ。同時に制服のズボンから端末を取り出して、手早く操作を行う。

　通話回線はマーキスの下に繋つながった。

　きっちり二コールの後、スピーカーから届けられたのは耳に慣れた声である。

『どうした？』

「ロックのお姫様が攫さらわれた。マーカーの追跡を頼む」

『あぁ、分かった』

　エントランスでは事後処理に向けて人が動き始めている。その邪魔にならないよう、忙せわしなく行き来する警察官たちを避よけて、西にし野のはフロアを後にする。階下へ続くエレベータホールまで辿たどり着ついた辺りで、マーキスから反応があった。

『車で移動しているな』

「どこへ向かっている？」

『さて、どうだろう。この方向だと……品川埠ふ頭とうか？』

「分かった、埠頭へ向かう。データの転送を頼む」

『ああ。リアルタイムで送るから、そっちでも確認してもらえると助かる』

「了解した」

　通話回線が切れると同時に、端末の画面に映し出されたのは地図だ。

　ある一点が赤い色に光り、基幹道路と思おぼしき太い線の上を移動している。

　その流れを確認して、西野はホテルを発たった。
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「ま、待てっ！　俺なんか殺したって、なんの意味もないぞっ!?」

　ホテルでの襲撃から数十分の後。

　捕らわれたロックのお姫様は、荒縄でグルグル巻きにされた上、何ど処ことも知れない場所に繋がれていた。パッと見たところ倉庫と思われる。やたら高い天井と、周囲に積まれたコンテナの大きさから、相応に規模のある集荷場の一角であることが窺うかがえた。

「大人しくしていろ」

　彼は頬ほおに自動小銃を突きつけられていた。

　ヒンヤリとした金属の感触が、その身体からだを激しく硬直させる。

　銃を突きつける者の他に、五、六名ばかり、武装した者の姿があった。今いまし方がた声を上げた者だけが日本人であって、他は誰も彼もが外国人。肌の色も黒かったり、黄色かったり、白かったりと様々だ。

「す、するっ！　しますっ！　だから、う、う、撃たないでっ！」

　国際色豊かなメンツが、怯おびえる男に対して、より具体的な恐怖を与えた。

　プライドもへったくれもない。今すぐにでも尿を漏らしてしまいそうな圧倒的危機に晒さらされて、男の精神は限界だった。脳裏に蘇よみがえったのは、つい先日の出来事である。付き合いのあった女性の無残な最期の姿だ。

　決して拭ぬぐうことの出来ない恐怖が、彼の心を絶望一色に染めていた。

「お願いっ、殺さないで。おねがい、おねがいだからっ！」

　ロックの精神も、遥はるかな夢も、恐怖の前には折れていた。

　命いのち乞ごいにも一ひと入しお力が入る。

　だがしかし、彼の必死な思いは、残念ながら相手に伝わらない。大型のナイフを手にした男が歩み寄ってくる。他に幾名かが、彼の身体からだを押さえつけて、頭部を前に押し出すよう姿勢を取らせる。

　それこそギロチンにでも掛けられたようだ。

「まってっ、おねがいっ！　ころさないでっ！　すみませんでしたっ！　ごめんなさいっ！　なんでもしますからっ！　おねがいです殺さないでくださいっ！　お願いしますッ！　お願いします殺さないでっ！　殺さないでくださいっ！」

　自らの最期を感じて、男の口からは命乞いが止めどない。

「足を舐なめろと言うなら舐めます、ペニスを舐めろというなら舐めます、だから、ころさないでくださいおねがいします。尻の穴を差し出せというなら、いくらでも差し出しますから、どうか、どうかおねがいします。こ、こここ、殺さないでくださいっ！」

　首筋にナイフが当てられる。

　当てる男は笑顔だ。

　言葉こそ通じなくとも、両者の為なし為される先さきは、互いに理解できてしまう。色黒く彫りの深ふかいメキシコ人の、ニヤァと嗜し虐ぎやく心に溢あふれた笑顔は、ロック野郎にとって、これ以上無い恐怖の象徴だった。

「おねがい、やめ、やめてっ、いやだ、おねがいしますっ、おねがいっ」

　彼の顔は涙と鼻水と唾だ液えきでグチャグチャだ。自慢のイケメンを取り繕うだけの余裕も失われている。髪も乱れてボサボサ。体液が自慢のジャケットに垂れて、それが染みとなることも、まさか厭いとう余裕などない。

「いや、いやだっ、し、しにたくないっ、おねがいっ、おねがいだからっ」

　いよいよ括約筋が緩ゆるんで、排尿が促される。倉庫内、かすかに水の流れる音が響く。応じて男の下半身が、温かな感触に包まれた。自分がまだ生きていることを、まざまざと感じさせる温かさだ。

　これが数瞬の後に失われるのだと理解して、顔面も蒼そう白はくとなる。

　今更ながら、生命の尊さを肌に感じるロックスター。

　こうした一連の様子は、カメラを構かまえた者の手によって、逐一撮影されていた。後日、同映像はネットワークを通じて、世界各国へ配信される予定だった。その為ためにわざわざ、男はこのような場所まで攫さらわれてきた次第である。

　カメラマンがゴーサインを出す。

　応じて、ナイフを手にした彼が、対象の首に刃やいばを入れる。

　周囲では銃器を手にした仲間が、これを眺めてニヤニヤと。

「いやだぁあああああああああああああああああああああああっ！」

　男の口から殊こと更さらに大きな叫び声があがった。

　プツリ、首の皮が裂かれて、筋に亀き裂れつが入る。

　その瞬間の出来事だ。

　天井が崩れた。

　そうかと思えば、ナイフを手にした男の腕が、根元から吹き飛んだ。

「ふぉああああああああああああっ!?」

　悲鳴に悲鳴が重なる。

　血液を吹き出しながら、ナイフ男の身体からだは後方へとぐらついて、尻しり餅もちをつく。周りを囲う数名は、何事だとばかり、狼ろう狽ばいした様子で辺りを窺うかがい始める。彼らにとっても想定外の出来事であったようだ。

　そうした一同の警戒に答えるように、声が届けられる。

「悪いが、うちのお姫様は返してもらう」

　天井に空いた穴から、人が一人降ってきた。

　スタッと軽い音ともに着地する。

　西にし野のである。

「え、あっ、えっ……オマエ……」

　ロックの男は、酷ひどく驚いた様子でこれを見つめる。

　その顔は涙と鼻水と唾だ液えきとでグチャグチャだ。

「俺は待てと言った筈はずだ。言うことを聞かないから、こうなる」

「オマエっ、お、おれ、おれを助けに……」

　晒さらす顔は非常に情けない。首筋からは血液が、口元からは涎よだれが、鼻の穴からは鼻水が、股またからは尿に加えて、いよいよ糞くそまでもが漏れてきている。ただ、そうした自身の無様な姿にも構かまった様子はなく、男は必至に訴えた。

「た、たすけっ、たすけてっ、しにたくないっ！　まだしにたくないっ！」

　何を飾ることもない、正真正銘、他の全すべてを犠牲にしても譲れない懇願だった。理性の皮を剥はがされて顕あらわとなった、極めて本能的且かつ動物的な訴え。アニマル一直線なロック野郎からのお願いである。

　だからだろうか。

「……任せろ。アンタは死なない」

「たす、たすけっ！　たすけてっ！」

　自らの足へ縋すがるように、その頬ほおを寄せてくる男に対して、フツメンは続ける。

　イケメンはズルいなぁと思いながら、それでも続ける。

「俺が助けると約束したのだから、アンタが死ぬ道理はない」

　ここぞとばかりに格好付けて、偉そうに語ってみせるフツメン。再三に渡り、ロックだロックだと聞かされてきた手前、ならば少しはロックな気分を演出してみようかと、それらしい振る舞いを意識してのアクション。

　その視線は男を攫さらった者たちに向かう。

「相手が悪かったな」

　呟つぶやくと同時に、西にし野のは腕を振るった。

　僅わずか数秒。

　精々ロックを意識して、彼は庇ひ護ご対象を除く全すべてを断首した。
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　西野が一連の対応を終えてから、数分ばかりが経過しただろうか。倉庫に警察官が突入してきた。既に事が終えられた後とあっては、取り立てて騒動に発展することもなく、現場は粛々と後片付けに向けて流れていった。

　そうした光景を他ひ人と事ごとのように眺める西野の手元、端末がプルプルと震えた。

　通話を受けてみると、相手はマーキスである。












『お疲れ様だ』

「何の用だ？」

『アンタって人は、こういうときまで無愛想なのな？』

「それでアンタの方はどうなった？」

『そっちが実行部隊を潰つぶしてくれたおかげで、こっちはすんなりと話が通った。まあ、幾らか支払うことにはなったが、払うのは俺じゃない。ヤツも酒の席の勉強代だと思えば、安いものだろう』

「そうか。ならいい」

『ということで、これにて一件落着だ』

「一件落着、か」

『なに、学び始めてみれば、これがなかなか日本語というものは面白い』

「捗はかどっているようでなによりだ」

『これでも意欲的に取り組んでいるからな』

　ハハハと回線越しに笑ってみせるマーキス。

　一仕事を終えて、幾分か落ち着いた様子だった。

「状況は理解した。じゃあな」

『ああ、今回の借りは必ずどこかで返す。ありがとう』

　マーキスからの感謝に何を返すでもなく、西にし野のは回線を切った。

　ようやく帰宅できると、肩の荷も降りてホッと一ひと息いき。時刻は既に午前二時を過ぎている。帰って寝るころには三時近いだろうから、明日は午後まで休もうか。翌日の時間割を思い浮かべながら、自宅へ戻るべく足を動かす。

　そんなフツメンに対して、そそくさと近寄る者の姿があった。

　誰かと言えば、件くだんのロックスターである。

「お、おいっ……」

「……なんだ？」

　呼び掛ける声は頼りないものだった。声を掛けられた側もまた、誰に呼び止められたのだろうかと疑問に思ったほどである。周りには他に人の気配もなくて、ようやっと最寄りの人物がそうであったのだと気づく有様だ。

「ちょっと、いいか？」

「別に構かまわないが……」

　今度は何だとばかり、少なからず身構えて向き直る。

　すると続けられた言葉は、西野にとって想定外の問い掛けだった。

「名前、教えろよ」

「名前？」

　語る口く調ちようも頼りなければ、立ち振る舞いも酷ひどく殊勝だった。グシュグシュだった顔周りこそ拭ぬぐわれて、平素のイケメンを取り戻している。しかし、その表情には出会って当初こそ満みち溢あふれていた自信がまるで感じられない。

「だから、名前だよ。ア、アンタの……」

　彼は続ける。

「誰かが【ノーマル】とか呼んでたけど、まさか違うだろ？」

「…………」

　自身のニックネームを耳にして、一瞬、西にし野のは表情を強こわばらせる。しかし、これまでの流れを鑑かんがみれば、まさか目の前の相手が自分をどうこうできるとは思えなくて、さて、どうしたものかと考えを巡らせる。

　無視して帰ろうか。

　徒つれ然づれ、少しばかり悩んでみる。

　するとイケメンは、これに自ら続けた。

「あ、俺は緒お形がた屋や太た郎ろう助すけ……っていうんだけど。その、な、なんだ？　メディアとかじゃ本名ってあんまり出ないし、熱心なファンじゃないと知らないと思うから、一応、つ、つ、伝えておくけど……」

　つっけんどんな態度で語ってみせる緒形屋太郎助。その視線はチラリ、僅わずかばかり西野を見つめては、すぐに他へ逸そらされて、けれど、また少ししたら戻って来てチラリ、といった具合に延々と繰り返される。

　どうやら西野という存在に興味を持ったらしい。

「あ、あぁ……」

　元が元だっただけに、少しばかり申し訳ない気分の西野だ。

　罪悪感から自おのずと、彼もまた本名を告げていた。

「……西野、西野五ご郷きようだ」

「ふぅん？　……名前の響きは、まあ、悪くないな」

「…………」

　だから何だとは喉のど元もとまで出かかった突っ込み。

　しかしながら、イケメンはそれで満足したようだった。彼の名を耳にして、十分に満ち足りた様子だった。口元に小さな笑みを浮かべて、しかし、それを気取られないよう、不自然に表情を強ばらせている。

「あと、これ、一応だけど、俺の名刺……」

「……どうも」

　彼はジャケットの内ポケットから、キャッシュカードほどの大きさで、銀色の金属で作られたカードを取り出した。これを何気ないふうを装い、わざわざ身体からだを半身に構かまえつつ、片手に摘つまんでフツメンに差し出す。

　本人の意図するところ、別にそんな大したもんじゃないんだぜ感を全面に出しての進呈。しかしながら、紙とは別に作られたその一枚は、太郎助という人間が極めて親しい、あるいは尊敬すると感じた相手にしか渡さないプラチナ製の名刺。

　純度も高い金属板に彫り込む形で、名前と連絡先が記載されている。作り自体は非常にシンプルだ。しかしながら、フォントの選択と彫り込みは大したもので、初見には随ずい分ぶんと格好良く映る。

「プラチナ製なのか」

　西にし野のは受け取ったカードを興味深ぶかげに眺める。

　紙やプラスチックで作られたものは、割と目にする機会があった。つい先刻にもホテルのロビーで警部さんから差し出されたばかりである。しかし、金属製のものを貰もらったのは彼も初めての経験だった。

「べ、別にそんな大したもんじゃねぇよ」

　フツメンの何気ない呟つぶやきに、イケメンは少しばかり気を焦あせらせて続ける。

「は、話はそれだけだ、じゃあなっ……」

　早々、踵きびすを返す太た郎ろう助すけ。

　しかしながら、数歩ばかりを進んだところで立ち止まり、チラリと肩越しに西野を振り返る。そして、ボソリと小さな声で伝えた。

「……一応、礼だけは言っておく。あ、ありがとうな」

　そうかと思えば、途端に早歩きとなり、その場から去って行った。

　幾らばかりか離れれば、彼の周りにはすぐに大勢の人が詰めかけて、賑にぎやかなものになる。これに受け答えするイケメンの態度は、出会って当初の自信と余裕に満みち溢あふれたものだ。つい先程までの糞ふん尿にようを漏らしていた無様な姿は影も形もない。

「なんだそれは」

　なにはともあれ、これにてフツメンもまた一件落着だった。





〈文化祭の準備　二〉




　普段より起床を遅らせること数時間ばかり。午前中の授業を見送り、昼食を近所の牛ぎゆう丼どんチェーンで済ませてからの登校。昼休みの始まりを知らせる鐘の音が校内に鳴り響くと共に、正門を抜けたのが四し半はん刻ときほど前のこと。

　教室に到着してすぐさま、西にし野のはクラスメイトから詰きつ問もんに遭っていた。

「ちょっと、松まつ浦うらさんが作ったメニュー、失なくしたって本当？」

　相手は志し水みずである。傍かたわらには松浦さんの姿もあり、そのすぐ近くには何な故ぜか竹たけ内うち君と、彼と仲の良い男子生徒一同の姿もある。おかげで数名からなる学園カースト上位者との強制的なコミュニケーションだ。

　それも教室で自席に腰掛けた西野に対して、他者が周囲を取り囲む形である。

　題目は失われた喫きつ茶さ店てんのメニュー。

　昨日、太た郎ろう助すけを庇かばってホテルで襲撃を受けた際、破損、紛失してしまった文化祭の備品の所在を巡る問答である。実のところ同じものは複数用意されているのだが、その一つが欠けたことにクラスメイトは憤怒を覚えている様子だった。

　事の起こりは志水が西野に対して、昨晩持ち帰ったメニューの翻訳作業の進しん捗ちよくを確認したことから。一方でその行方を完全に失念していたフツメンは、問われて全すべてを素直に告白していた。曰いわく、紛失してしまった。

　そこから始まった問答の至りである。

「ちゃんと松浦さんに謝りなさいよ」

　志水が言う。

　まさか逆らうつもりもなくて、西野は素直に従う。

「松浦さん、ごめん」

「ちょ、ちょっと、ちゃんと立って、もっと真心を込めてっ！」

「え、あ、いや、あの……」

　猛たける志水と困惑する松浦さん。

　そして、一連のやり取りを囃はやし立てる男子一同、といった具合だった。関与しない他のクラスメイトは、他ひ人と事ごとを決め込んで遠目に眺めるのみ。普段と比較しては、少しばかり賑にぎやかな昼休みである。

「ごめんなさい、松浦さん」

　席を立った西野は、腰を九十度綺き麗れいに折って頭を下げた。

　自らの過失から紛失してしまったのは事実だと、本心からの謝罪である。

「いや、あの、べ、別にいいよ。そこまでしなくても……」

「っていうか、どうせ翻訳ができなかったから、なんでしょ？」

　どこまでも素直に謝る西野。

　結果的に志水が立てた矛は、早々に向かう先さきを失い、自然と続く言葉は脇へと逸それた。周りの誰もが味方だという驕おごりが、彼女の口を軽くさせる。大義名分は十分に立っており、熱血教師への言い訳も何ら問題ないだろう。

　そこまでして見せる彼女の棘いばらの芯しんに何が詰まっているかと言えば、昨晩、進学塾で受けたテストの結果が詰まっている。英語の点数に著しい低下の見られたことが、彼女の気性を激しく波立たせていた。

　このままでは私立大学も危ないですねぇ、などと塾講師から言われてしまったのだ。

「いや、別に仕事を放棄したつもりは……」

「メニューを紛失したのなら、なんとでも言えるわよね？」

　凄すごむ志し水みず。

　伊だ達てに東京外国語大学を目指していない。昨晩も帰宅後に自室で一人、決意を新たにワンランク上の参考書を開いたのだ。曰いわく、私はこんな普通の高校で終わったりしない。絶対に東京外国語大学に受かってみせる。とかなんとか。

　でも、今のままだと合格は絶望的。

　故に彼女の心は滾たぎっている。

「だよな？　どう考えたって無理だもんなぁ？」

　これに賛同の意を表すのが、西にし野のを囲う男子生徒の一人。志水に片思いする鈴すず木き君だ。愛いとしの彼女が鬱うつ憤ぷんを溜ためていると理解して、いの一番に肯定の声を上げた。その口く調ちようは相手を舐なめ腐り、その神経を逆なでするよう。

　友達には気の良いヤツで通っているが、一方で親しくないフツメン以下には厳しく接するタイプの意識高い系イケメンである。おかげで彼に対する友人知人からの支持は非常に厚い。ヤツに任せておけば間違いないと。

　ただ、今回の一件に関しては彼に限らず、皆々が鈴木君と同意見だった。

　アイツ、面倒になってぶっちゃけやがった、と。

「まあ、確かに証拠はない。それを示しての反論はできない」

「そらみなさい」

　素直に応じる西野と、少しばかり誇らしげな表情となる志水。

「下らない見み栄えを張るから、こういうことになるのよ？　自分だけの問題ならいいけれど、他人に迷惑を掛けるような真ま似ねは止やめてもらいたいわね。いい？　分かったのなら今後、こういったことはしないでよねっ！」

「……分かった。すまない」

　メニューを紛失してしまったことは事実なので、西野は素直に頭を下げる。翻訳云うん々ぬんに関しても、メニューという形を失ってしまった時点で、仕事の失敗は明白だ。少なくとも彼はそのように認識した。

　責められる側としても至極納得のゆく話だった。

「ふんっ……分かればいいのよ。まったく」

　どうにも叩たたき甲が斐いのない問答に、若干の不満を垣かい間ま見みせる志水。ただ、それ以上は他に言葉も続かなくて、これにて問答は終えられた。西にし野のの席より踵きびすを返して、普段よりも幾分か歩幅も大きく、ズンズンと自席に戻って行く。

　彼女が去れば、他の面々もまた同様だ。

　残る昼休みの時間を満喫すべく散ってゆく。

　詰きつ問もん会は数分ばかりで閉会した。

「……困ったな」

　西野のリアル充実作戦は、決意から僅わずか二日で暗あん礁しようへ乗り上げた。
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　同日、放課後を迎えた生徒たちが勤いそしむのは、文化祭の準備である。

　連日に渡り続けられる作業は、いよいよ折り返し地点も過ぎて佳境を迎えつつある。必要な機材も七割ほどが作り終えられて、段々と形が見え始めた頃合いだ。

　手間の掛かる看板や仕切り壁の制作、事前連絡の必要な椅い子すや机の発注など、主だった作業は終えられて、今は当日の進行や衣装の都合など、少しばかり細々としたところに工程は移っていた。

　そうなったとき、作業に従事する者に求められるのは、単純な労働力ではなく、人と人とのコミュニケーションであり、そこから生まれる新たな価値の創造となる。より良いコスプレ喫茶を演出する為ため、今の自分たちには何が必要か、互いに意見を出し合い検討、実現する為のフェーズである。

　おかげで西野は孤立していた。

　誰も彼とはコミュニケーションを取りたがらない。

　カースト上位者は意図してフツメンを排除するように動いていた。露骨に嫌いや味みを言われるようなことはない。しかし、彼が歩み寄れば、これから遠ざかるように動く。一方でカースト中位者以下は、完全に避けていた。下手に関かかわって、とばっちりを食らうのはごめんだとばかり、非常に分かりやすい態度を示す。

「すまない、何か手伝えることがあれば……」

　そうした事情もあって、彼は現場を取り仕切る志し水みずに声を掛ける。昼休みに叱しつ咤たを受けた折、クラスメイトの中では一番話が通じる相手ではなかろうかと、西野は勝手に認定していた。認定された側としては、まさかそのように思われているとは考えない。

「手伝えること？」

「ああ」

「何を言っているのよ。こういうのはね、自分で考えて、自分で動くものなの。そんな簡単なことも分からないの？　他人からの命令を待っているばかりじゃあ、碌ろくな大人にならないわよ？」

「なるほど、確かに」

「ああ、でも下手なことして、また皆に迷惑を掛けないで欲しいわね？」

「分かった」

　ちゃんと仕事をしないと給与は支給しないぞ。だけど、ここにはお前に任せられる仕事はないぞ。そんな感じだった。

　どれだけ西にし野のが愚鈍であっても、彼女の言わんとすることは理解できた。

「ほら、私も作業があるし、邪魔だからあっち行ってくれない？」

「あ、ああ、分かった。邪魔して、ごめん」

　小さく頭を下げて、フツメンは志し水みずの下を後にした。

　例によって教室では、机と椅い子すが後方へ寄せられて、前方に広々とした作業スペースが作られている。これが彼にとっては、どうにもこうにも眩まぶしい空間である。誰も彼もが楽しそうに、文化祭に向けて和わ気き藹あい々あいと作業に勤いそしんでいる。それは貴重な青春の一ページであり、一生涯に渡って想おもい出でとなる大切なワンシーン。

「…………」

　これを避けるように、西野は壁と机とに二面を囲まれた角へ向かう。

　教室の隅すみへと向かう。

　そして、軽く腕を組んだ姿勢のまま、壁に背を預けては立ち呆ぼうけ。

　助言は貰もらったものの、作業は貰えなかった。他の生徒は誰もが忙しそうに働いている只ただ中なか、自分だけ手て持もち無ぶ沙さ汰たなのは居心地が悪い。さて、これはどうしたものか。あれこれと真面目まじめに考えを巡らせ始める。目下、志水の言葉に従えば、自分で考えて、自分で実行しろ、とのことである。

　なので、西野は考えた。

　どうすればコスプレ喫茶をより成功させることができるか。

　そこではたと思い至る。

　学園祭におけるコスプレ喫茶の成功とはなんだろうかと。

「……なんだろう」

　軽く考えて浮かぶのは、売上や利益、来客数といった具体的に数値として数えられる指標だ。だがしかし、それでは面白くないと西野は考える。

　同校の文化祭において、売上の額や来訪者の数を巡り、表彰があることを彼は知っている。だからこそ、商売繁盛を求めるのは他のクラスも同様だ。

　それなら自分たちのクラスは、売上以上の何かを是非とも手に入れたいと、フツメンの癖に贅ぜい沢たくなことを考え始める。

　彼が求めるのはオンリーワンな想い出だ。

　最期の瞬間に通用する、強烈な想い出だ。

　そういうのだ。

「となると……」

　西野は考える。

　必死になって考える。

　考えまくる。

　すると考えている最さ中なか、不意に教室の中程から声が上がった。

「んじゃ、俺と一緒に買い出しに行ってくれるひとー」

　竹たけ内うち君が右手を高らかに上げている。

「できれば女子がいいなー。もしもいたらこの指とまれー」

　イケてるボイスだった。イケボだった。キラキラ笑顔だった。

　これに喰らいついたのは、カースト上位に位置する女子生徒である。あわよくば親密度を上げるべく、あちらこちらから声が上がる。更には彼の下に駆け寄り、ぴょんぴょん、頭上に掲げられたイケメンフィンガーを掴つかもうと跳び跳ね始める。

「はーい！　はいはーい！」「あ、わたしもー！」「はいはいはーい！」「いきたいなー！」「この辺りだったら、私ってかなり詳しいよー？」「あ、ちょっと、私だってそれなりのものだったりするんだよー？」「あ、あのー、わたしもー」

　賑にぎやかだった。楽しそうだった。

　その中には彼が好みとする女性、松まつ浦うらさんの姿もあった。カースト中位から低位に位置する彼女にしては、珍しくも積極的な運び。恐らくは先日、同イケメンから旅行へ誘われたことが、彼女を能動的にしたのだろう。

　これを目の当たりにして、ふと西にし野のの脳裏に閃ひらめくものがあった。

「……外しか、ないな」

　もう、このクラスでのリア充化は不可能だと、深ふかく悟ったようだ。

　人生は短い。

　彼はプランに効率を求めることにした。

　竹内君がイケメン友達と共に、クラスの可愛かわいいどころを数名ばかり見繕い、学外へと買い出しに向かっていく。キャッキャウフフな大冒険。これに続くこと数分後、西野もまた学外へ向かうことにした。学内から学外へ、世界を広げることにした。

　再びクラス委員長の下に歩み寄る。

「すまない、委員長」

「……今度はなに？」

　先程にもまして不機嫌そうに志し水みずは言う。

　今いまし方がた竹内君が催もよおした、買い出しメンバーの抽選会。これに漏れたことが、西野に対する彼女の態度を悪化させていた。伊だ達てに東京外国語大学を目指していない。更にクラス委員なんかもやっている。相応にプライドが高いのだ。

「学外へ買い出しに行きたいのだが」

「買い出し？　貴方あなたに任せる予算はないのだけれど」

「費用なら自費で落とす」

「……勝手にすれば？」

　志し水みずの態度はとても冷たい。

　物言いも突き放すようだ。

「ありがとう」

　西にし野のは静かに頷うなずいて答えた。もしも駄目だと言われたら、次はどうしようかと考えていた次第だ。これは助かったとばかり、手早く荷物をまとめて教室を後にする。

　彼が部屋を出て以後、教室では男女を隔てず、あちらこちらで陰口が叩たたかれた。
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　教室を出てしばらく、昇しよう降こう口ぐち付近でのこと。

「あら、西野くん」

　西野はローズに出会った。

「…………」

　フツメンはこれを無視して、上履きから靴へ、履き替えに向かう。彼女に関かかわるつもりはなかった。数瞬ばかり視線を交わした程度で、その姿は数多あまた並ぶ下げ駄た箱ばこの陰に隠れて見えなくなる。

　しかし、下駄箱を前に腕の上げ下げをしていると、先さきんじて靴に履き替えたローズが、彼の下までやって来た。わざわざ、すぐ傍かたわらへ歩み寄り、上目遣いにその顔を覗のぞき込むほどの接近ぶりである。

「これから帰りかしら？」

「……文化祭の買い出しだ」

「あら、それは奇遇ね」

「…………」

　嘘うそか本当か、小さく手を打ってローズは答えた。

　一連の立ち振る舞いは、非の打ち所がないほどに可か憐れん。もしも西野以外の男子生徒であったのなら、自然と笑顔になったろう。伊だ達てに金髪碧へき眼がん白人美少女していない。全校男子生徒の八割以上が惚ほれていると言っても過言ではない。

「どうせなら一緒に向かわない？　一人では寂しいでしょう」

「断る」

　ただ、そんな彼女の黒いところを知る西野だから、答える調子は渋い。

「他に誰かと約束でもしているのかしら？」

「していないな」

「それじゃあ、特別に遠くへ行く用事が？」

「それもないな」

　彼女からの甲か斐い甲が斐いしい呼び掛けに対しても、反応の悪いフツメン。

　ローズは少しばかり語調を強めて続けた。

「クラスの嫌われ者だって、一人くらい友達は欲しく無いかしら？」

　ニヤリと笑みを浮かべての問いかけである。

　これには西にし野のも、少しばかりイラっと来た様子である。ピクリと小さく片かた眉まゆが震えた。ただ、取り立てて声を荒らげることもなく、表情を変化させることもない。淡々と受け答えをしてみせる。

「仮に欲しかったとしても、その枠に収まるのはアンタじゃないな」

「自分で言うのもなんだけれど、こんなに可愛かわいい女の子が誘っているのに？」

「人は中身で判断するようにしている」

「それを貴方あなたに言われると、妙な説得力を感じるから不思議だわ」

「……勝手に言っていろ」

　これ以上は相手にしていられないとばかり、彼は靴に履き替えて歩き始める。すると、フツメンの後へ続くように、ローズもまたこれに倣ならった。互いに無言のまま、しばらく進む。下げ駄た箱ばこから離れて、タイル敷きの昇しよう降こう口ぐちを後にする。

　屋根のある場所を過ぎて、幾らばかりか歩めば、正門は目と鼻の先さきである。ここまで距離にして数十メートルばかり。その間、ローズは西野のすぐ隣に並び歩んだ。

　屋外で作業を行う生徒もちらほら見受けられた。彼ら彼女らは、ローズの脇に立つフツメンの出所が、少なからず疑問である。首を傾かしげて言葉を交わす者もちらほら。

「何な故ぜに付いてくる？」

　流石さすがにどうよと、西野はローズを見やる。

「だって正門はそっちじゃない？」

「…………」

　両者の間隔、距離にして一メートル。

　傍はたから見れば連れだろう。

「アンタ、正門を出たらどっちに行くつもりだ？」

「右かしら」

「じゃあ俺は左に折れる」

　少しばかり歩調を速くして、西野は進む。その足が正門を過ぎる。宣言通り、彼は左に折れて直進した。別れの言葉もなく、スタスタと早歩きで前へ。

　するとローズもまた、左に折れて直進する。彼の右斜め後ろをキープして、親鳥を追う雛ひな鳥どりのように付いてゆく。

　数メートルを進んだ辺りで、先を行くフツメンが歩みを止めた。

「……こっちは左だが？」

「学園を望む側から見れば右じゃない」

「なるほど、確かに嘘うそは言っていない」

「でしょう？」

「どうやら俺が方向を誤っていたようだ」

「あ、ちょっとっ」

　西にし野のは踵きびすを返した。

　幾分か歩幅を大きくして歩み出す。これ以上は付いてくるなと露骨に示す。というより、口で言っても無駄だろうと理解したようだ。

　しかしながら、彼女は決して諦あきらめなかった。歩幅の違いからだろう、少しばかり駆け足となりながらも後に続く。すぐに隣まで追いついて、西野の顔を窺うかがいながら口を開いた。

「買い出しなら荷物持ちくらいするわよ？」

「……何な故ぜにそこまで必死なんだ？」

「貴方あなたが【ノーマル】だからに決まっているでしょう？」

「海の向こうの連中は、そういうところが素直で良いな……」

「そう？　ありがとう」

「…………」

　軽口を叩たたいたところで、西野はふと思い至る。彼女は自分を仕事の道具として利用しようとしている。そういうことであれば、自分もまた充実した日常生活を手に入れる為ために、私生活で彼女を利用してみては如何いかがだろうかと。

　ローズほど津つ沼ぬま高等学校で影響力のある生徒はいないだろう。上う手まく使うことができたなら、つい半はん刻とき前に諦めた学内での充実を、現実のものにできるかもしれない。そんな些いささか情けない気付きだ。

「分かった。良いだろう、俺に付き合え」

「あっ、その言い方って凄すごく似合わないわね」

「…………」

　他の男に喰われた後だと思うと、些さ末まつな軽口に対して浮かぶ苛いら立だちも、妙に強烈なものとして感じられる童貞野郎だった。相手の意識が自身へ媚こびを売ることに注力していると理解するからこそ、そうした思いは殊こと更さらに響く。

　だが、それでもフツメンは、目の前の人物を利用することに決めた。

「気に障さわったかしら？」

「……勝手に付いてくればいい」

「本当にいいの？　どういう心変わりかしら？」

「諦めただけだ」

「ふぅん？　まあ、それならそれで良いかしら」

　ローズが仲間になった。

　彼は彼女を伴って、当初の予定通り買い出しへ向かうことにした。
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　学校を発たってから、電車を乗り継いで三十分ほど。西野とローズは、津沼高校最寄りの大手百貨店までやってきた。時刻は午後七時を過ぎようかという頃合だ。会社帰りのサラリーマンやＯＬ、これに学校帰りの学生が合流すれば、なかなかの混雑具合である。

　正面のエントランスを抜けて、エスカレーターに向かい歩みがてら、二人は何気ない調子で言葉を交わす。西にし野のは過去に幾度か来たことがあるので、取り立てて珍しいものはない。他方、ローズは初めて足を運んだようで、少なからず興味を示している。

「ところで貴方あなたは、ここへ何を買いに来たのかしら？」

「……特にこれと言ってはない」

「え？　ないの？」

「現場の判断で、それらしいものを購入するつもりだ」

「なるほど、クラスに居場所を失なくして逃げてきたのね」

「…………」

　どうやら西野の苛いじめられ具合は、余よ所そのクラスにまで正確に伝わっているようだった。如い何かにタフな精神を以もつてしても、少なからず悲しいのは事実である。だからこそ、一刻も早い改善が求められると、彼は強く感じていた。

「それなら適当にまわりましょう？　私、幾つか見たいものがあるわ」

「どうしてアンタの買い物に？」

「私の買い物に付き合う過程で、ミラクルが見つかるかも知れないわよ？」

「……まあいい」

　こうして百貨店まで足を運んだ時点で、西野の目的の九割は達せられたも同然だ。残る一割は地下の食品売り場、値引きシールの貼はられた総そう菜ざいを確保することによって達せられる。彼の今晩の夕食だ。

「婦人服売り場は二階のようね」

「ああ、二階と三階、四階がそうだ。五階は子供向けと男性向けが半々、六階は大半が男性向けで、七階から九階までは衣料品以外に雑貨や家具の類たぐいを扱っている。最上階にはレストラン街と本屋があった筈はずだ」

「随ずい分ぶんと詳しいわね？」

「何度か足を運んだ覚えがある」

「そう？　じゃあ行きましょう」

「分かった」

　図らずして学園一の美少女と放課後デートとなった西野である。

　ただ、これっぽっちも嬉うれしくないのは、その性器が既に他の男を受け入れた後だと、知らされたからだろう。それでも彼女に最低限、貞操の二文字が備わっていれば、少なからず意識していたに違いない。多少なりともドキドキと胸を高鳴らせていたことだろう。

　しかし今のローズはといえば、もののついでとばかり、西野にまで股またを開こうと迫っている。しかも事前に語られた言葉を信じるなら、全すべては保身と金銭の為ためだ。その笑顔一つとっても、媚こびから来る好意ならざる行為なのだと、彼は理解していた。

「まずはあちらへ向かいましょう？」

「ああ……」

　西にし野のは気づいた。自分が異性に求めているのは、ありのままの自分を受け入れてくれる人格なのだと。フツメン相手にそんな願いを叶かなえてくれる女性など、それこそ宝くじで一等が当たることを願うようなものだと気づくのは、まだまだ当分先さきの話である。

　学校を出発した際とは一変、今度は西野がローズの後を追う形となった。
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　百貨店を巡ることしばらく。

　西野の手には紙袋が二つばかり提げられていた。中にはローズが購入した衣服が収められている。スカートが二着とブラウスが一着。更にブーツが一足。涼しくなるこれからの季節に向けて、どれも厚手の生地で作られたものだ。

「意外と品しな揃ぞろえが良いわね」

「それは良かったな」

「ところで、貴方あなたは何も買わなかったようだけれど……」

「取り立ててこれだと思えるものもなかったからな」

「そうであればいいのだけれど」

　それとなく気遣いの意志を見せる金髪ロリータ。平素と比べて幾分か穏やかな立ち振る舞いは、異性経験に疎うとい少年西野の意識を何気ない調子で奪いに来る。これを彼は自らに言い聞かせることで、危うくも思おもい留とどまる。相手は竹たけ内うち君の女なのだと。

　過去、同じような勘違いの末に痛い目を見たことも、一度や二度ではすまない健全男子である。それこそ肉体的な痛い目から、精神的に痛い目まで、実に幅広いラインナップでフツメンの心身は苛さいなまれてきた。

　おかげで今の疑うたぐり深ぶかい彼が成り立っている。ちょっとやそっとじゃ騙だまされないぜ。俺は勘違いしてやらないんだぜ。とかなんとか、必死に自分へ言い聞かせて平静を保っている。こうしてフツメンは女おんな日ひ照でり街道をまっしぐらだ。

「でも、荷物なんて持ってもらって良かったのかしら？」

「これも練習のうちだ。アンタの為ためじゃない」

「練習？　近く彼女でも作る予定があるのかしら？」

「そういうことだ」

「ふぅん？　女に飢えているって噂うわさは本当だったのね」

「……そういうことだ」

　隠さない男、西野である。

　今更隠したところで仕方がないとも言う。

「オナニーばかりの人生は辛つらいわよね」

「あれはあれで悪くないがな」

「そうなの？」

「誰しも自身のペースで至りたいことはあるだろう？」

「自身のペースで至れないケースが過去の貴方あなたにあったのかしら？」

「俺は無いが、そういうアンタはどうなんだ？」

「貴方と違って年相応の経験はあると伝えておくわね」

「……そうか」

「確かに言われてみると、自分のペースというのは、ええ、悪くないわね」

「…………」

　自分から尋ねておいて、勝手に落ち込む童貞野郎。

　数日前、屋上で竹たけ内うち君から聞かされた、酷ひどく生々しい報告が、ローズと顔を合わせる度に彼の脳裏へ蘇よみがえる。今こうして目の前に立っている女も、あの日、どこかのベッドで他の男の性器に濡ぬれていたのか、などと考えると、如何いかんともし難い気持ちになる西にし野のだ。

「まあいい。仮に現状が最低であっても、挽ばん回かいは決して不可能ではない」

　自らに言い聞かせるよう、前向きに語ってみせる。

　彼の野望はまだ始まったばかりだ。

「むしろ私は貴方がチェリーということに驚きを隠し得ない訳だけれど」

「それならもう少し素直に驚いてくれた方が嬉うれしかったんだが」

「ええ、次からはそうするわ」

「……そうしてくれると助かる」

　適当に軽口など交わしながら、二階フロアを二人は歩む。制服姿で並び立つ様子は、傍はたから眺めれば彼氏彼女の関係に映る。だからだろうか、周囲からはチラリチラリ、それとなく視線が向けられる。理由は偏ひとえにローズの優れた容姿故だ。

「そろそろ帰らないか？」

　端末で時刻を確認して、西野が呟つぶやいた。

　そろそろ九時を過ぎようかという時刻だ。

「それなら夕食にしましょう？　今日のお礼をするわ」

「何の礼だ？」

「私の買い物に付き合ってくれたお礼よ」

「あぁ……」

　両手に提げた紙袋を眺めて、どうしたものかと言葉を濁す。これ以上付き合うのは面倒臭いと思い始めていた彼である。彼女の買い物に終始付き合ったことで、地下の総そう菜ざい売り場、半額シールの貼はられるタイミングも逃してしまった。

　今から向かったところで、碌ろくなものは残っていないだろう。そうなると今晩の夕食はコンビニの弁当か、云うん々ぬん、そうした西野のさもしい心中を見透かしたか否いなかは知れない。ただ、続けられた提案は、腹減り男にとって、なかなか悪くないものであった。

「この近くで良い店を知っているの。奢おごるわ」

「……分かった」

　そういえば最近、おいしいものを食べていないな。そんな感慨に拿だ捕ほされて、本日の夕食を彼女と共に食べることに決めた。当人からすれば、毒を喰らわば皿までの精神で、素直に頷うなずき応じた次第である。
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　ローズ案内の下、百貨店を後にしてから電車に二駅ばかり揺られて訪れた先さきは、都内有数の繁華街。そろそろ夜の十時を廻まわろうかという時間帯とあって、道行く者たちも相応のもの。人の流れを脇に眺めながら歩むことしばらく。

　そろそろ目的地という界かい隈わいで、それは二人の視界に届けられた。

「……ねぇ、あれって貴方あなたのクラスの子じゃないかしら？」

　先んじて見つけたのはローズだった。

「あぁ、確かに……」

　彼女に問われて、西にし野のは頷いた。

　二人が見つめる先には、確かに見知った相手の姿があった。竹たけ内うち君とクラスメイトの女子が一人。後者は昨今、西野が気にして止やまない相手である。地味で目立たない根暗系女子筆頭代表、松まつ浦うらさんである。

　それが今まさに、得体の知れない雑居ビルに向かおうとしていた。

　加えて彼と彼女の傍かたわらには他に、西野が見知らぬ者の姿がある。

　短く刈り上げられた頭髪とハリウッディアンに整えられた髭ひげは黒。ギロリと鋭い眼まな差ざしは色つきグラスに隠されて、彫りの深ふかい顔立ちは、見る者に殊こと更さらな威圧感を与える。また、これを支える首はやたらと太く、続く胴体は更に屈強で百九十を超える巨漢。

　それが開襟シャツを着用の上、真っ白なスーツに収まっていれば、どのような仕事を生業なりわいとしているか、そう観察することもなく理解できる。衣服の生地越しでも窺うかがえる、盛り上がった筋肉の具合は、意図して鍛えなければ決して手に入らないことだろう。

「ドナドナされているわね」

「あぁ……」

　男に肩を抱かれる竹内君と松浦さんは、それこそ手首に枷かせを掛けられた囚人のようだ。頼りない足取りで、ヤクザ男に促されるまま、雑居ビルに収まって行く。共に顔色は白を通り越して青かった。

　松浦さんに至っては、胸へ伸びた男の手によって、モミモミと乳など拉しだかれつつのことである。今にも泣き出してしまいそうな表情だった。他方、竹内君は頬ほおに大きな青あざが確認できた。既に一発、良いのを貰もらった後なのだろう。

「行っちゃったわね」

「あぁ……」

　雑居ビルの正面には黒塗りの高級外車が停とまっていた。恐らく二人は、これに乗せられて、ここまで運ばれてきたのだろう。白スーツの男が雑居ビルへ消えるのに応じて、自動車は再び走り出す。車道の流れに乗って何ど処こへともなく消えていった。

「…………」

　一連の光景を目の当たりにして、西にし野のは考える。

　これは最高の機会なのではないだろうかと。もしもここで、上う手まい具合に松まつ浦うらさんをヤクザの手から助け出すことができたなら、もしかしたら自分に彼女が惚ほれてくれるかもしれない。そんな淡い期待である。

「……二、三分ばかり待っていてくれ」

「あら、珍しいわね」

「何な故ぜだ？」

「貴方あなたは【ノーマル】。この私だって、どれだけ探し回ったかしら。過去に例のない費用と労力を掛けて、やっと本日まで至るというのに、それがまさか、なんら利にならない行いで自らを世間に露ろ呈ていさせるなど、おかしな話だわ」

「勘違いするな。別に何を知らせるつもりもない」

「そんなに彼女が大切なのかしら？　それとも彼の方？」

「強いて言えば、両方だな」

「あら意外、貴方って両刀なのかしら？」

「彼はクラスの人気者だ。この時期に失われては文化祭に響く」

「……意外とクラス想おもいなのね」

　淡々と語ってみせる西野。

　これには少しばかり驚いてみせるローズだ。

「少し待っていろ。食事はそれからだ」

　言うが早いか西野は足を速めて、問題の雑居ビルに向かった。
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　その日、竹たけ内うち君は生まれて初めて、心の底から恐怖を感じていた。羞しゆう恥ちにも勝る圧倒的な恐怖というものを感じていた。どれだけ気持ちを奮わせても、決して抗あらがうことのできない恐れが、彼の全すべてを支配していた。

　こんな筈はずじゃなかったとは、幾度となく繰り返された後悔だ。

　西野が気を向ける女子を手て込ごめにしてやろうと企てたのが、つい先刻のことである。文化祭の買い出しを終えたあと、他の女子と別れて、松浦さんと二人きりになった竹内君は、彼女を食事に誘った。

　人気も多い繁華街、行きつけのレストランへ恋こい敵がたきの思い人をご招待。

　食後は近隣のホテルで休憩して、三時間コース。

　明日にでも西にし野のへ見せつけるべく、ハメ撮りを行う予定だった。

　それが食事へ向かう途中、松まつ浦うらさんが路上で通行人と肩をぶつけた。よろめく彼女に気を遣い、相手に注意の声を上げたのが、彼の何よりの失態だった。相手は開襟シャツに白スーツという、典型的なヤクザ然とした男だった。

　気付いた時には既に遅かった。

　二人に運がなかったことは、すぐ近くの路ろ側そく帯たいに、男が用立てた自動車が停とまっていたことだ。どうやら近隣で用事を済ませて、これから帰路へ就こうと動いている最さ中なかに、松浦さんと身体からだをぶつけたらしい。

　更に不幸なことに、相手は機嫌が良くなかった。彼は竹たけ内うち君と松浦さんを睨にらみ付けるや否いなや、その身柄を部下に拘束させた。男は相応の地位にあるらしく、気付いた時には既に周囲を黒服に固められていた二人である。

　場所がヤクザ御ご用よう達たしの繁華街であった点も大きい。

　結果、今まさに彼と彼女とは剥むかれている。

「か、か、勘弁してください……」

　パンツ一丁の上、床に正座する竹内君が呻うめいた。

　自慢のイケメンは目元と頬ほおにそれぞれ一つずつ、青あざが目立つ。首から下には怪け我がらしい怪我がない点から、顔面を集中して殴られたようだ。

　一方で彼の正面では、松浦さんがヤクザの上に乗っている。

　衣服を奪われた彼女は、ソファーに腰掛けた白スーツの男の上、対面座位で腰掛けていた。下腹部にはズボン越しにもハッキリと分かる相手の男性器。これを自らの女性器に感じながら、いつ乱暴されるのかと酷ひどく怯おびえた様子である。

　その腰に回された男の腕は、彼女の太ふと股ももほど太さがある。これが獲物を逃すまいと、華きや奢しやな腰に回されて、グイグイと両者を接させる。運動嫌いで引きこもりがちな松浦さんでは、どれだけ頑張っても逃れることはできそうにない。

「コイツはオマエの女か？　なぁ、イケメンの兄ちゃん」

「いえ、ち、違いますっ、彼女はその……同じクラスの友達で……」

「ふぅん？　じゃあオジサンが貰もらっちゃってもいいよなぁ？」

「あ、いや、それはその……」

　彼らが連れ去られた先さきは、雑居ビルの二階、十畳ほどのフロアである。ピータイルの敷かれた床の上、粗雑に置かれた革張りのソファーとテーブル。他に事務机と本棚の類たぐいが幾つか並んだ一室である。ヤクザの事務所と聞いて、誰もが想像するような風景だ。

「いいよなぁ？」

　スーツ男が凄すごむように言う。

　既に何度となく殴られた竹内君は、これに抗あらがうことができなかった。

「……は、はい」

「そんなっ……」

　彼が頷うなずくのに応じて、松まつ浦うらさんの顔色が殊こと更さらに悪くなる。

　彼女としては嘘うそでもノーと言って欲しかった。

「んー、やっぱり健康的な若い子は、肌に張りがあって良いやな。薬やタバコをやってる女はどこかカサカサしてたり、妙なこわばりがあったりしていかん。女を喰うならこういう素人に限る」

　白スーツの男が部屋を見渡して言う。

　同室には他に、彼の部下だろう構成員が幾名か、男の姿を眺めていた。ある者は机の上に腰掛けていたり、ある者は壁に寄りかかっていたり、またある者は直立不動で身を正していたりと、その役柄に応じて実に様々な在り方である。

「俺のあとはオマエにもやらしたるわ、子こ鉄てつ」

「え？　いいんスか？」

「たまにはこういうのも抱かないと、男としての勘が鈍るってもんだ」

「流石さすがは兄貴、太っ腹っスねっ！　俺、一生付いていきますっ！」

　子鉄と呼ばれた二十歳前後の男が、目をキラキラと輝かせて言う。どうやら白スーツの弟分らしい。丸刈りの頭にピシッとした黒スーツ。大きくはだけたシャツの胸元には、柄の知れない入れ墨の端が覗のぞく。

　舎弟からの熱い眼まな差ざしに答えるように、白スーツが手を動かし始める。

「この濡ぬれてないところに無む理り矢や理りぶち込むのが刺激的で堪たまらん。分かるか？　子鉄。男ってのは、刺激を求めて生きてなんぼだ。前戯なんて不要よ」

「ういスっ！　前戯なんて不要っスっ！　少し痛いくらいが丁度良いッス！」

「おう、そのとおりだ。俺の教えを守っているようで偉いぞ子鉄」

「ウッスっ！」

　さっそくズボンをゴソゴソとやり始める男。

　どうやら本当に前戯は不要らしい。

　松浦さんの股こ間かんはまるで濡れていない。

「や、や、やめて、ください……」

　彼女は今にも消え入りそうな声で泣く。ただ、それだけだ。男の膝ひざ上で暴れるほどの度胸は持ち合わせていないようだった。恐怖から凝こり固まった身体からだは、碌ろくに身動きを取ることも敵かなわず、為なされるがままいいように扱われる。

「んじゃぁ、頂くとするか」

「や、やめっ……」

　そうして松浦さんの貞操が、今まさに失われようとした瞬間のことだった。

　バンと大きな物音を立てて、フロアの出入り口となるドアが開かれた。

　その先さきから現れたのは、他の誰でもない、西にし野の五ご郷きようである。彼は正面から事務所に乗り込み、組員数名が屯たむろしていた一階を軽々クリア。手には一階で入手したのだろう、木刀が握られている。刃の部分にはのっぺりと血液が付着していた。

「あぁ？　なんだこのガキャァ」

　結合を目前に控えて、白スーツが唸うなる。

　これに反応したのは周囲の組員だ。

　部屋のあちらこちらに散っていた男たちが、わらわらと西にし野のを取り囲むように、歩み寄ってきた。誰も彼も顎あごを上げて、ズボンのポケットに手を突っ込んで、あーん？　おーん？　威い嚇かくの声を上げ始める。

「に、西野、くん？」

　想定外の同級生の登場。しかも相手はクラスでも冴さえていないと評判のフツメン野郎である。最近は同じクラスの生徒一同から苛いじめられつつあり、関かかわり合いになりたくない人ナンバーワン、扱いに困る人ナンバーワンの二冠王。

　そうした背景も手伝い、松まつ浦うらさんは驚いていた。全裸で見知らぬオッサンに対面座位を強いられている、そんな自身の無様さすら忘れるほどである。後ろを振り返り戦おののく姿は、色気にも増して間抜けさが際立つ。

　そして、これは竹たけ内うち君もまた同様だ。パンツ一丁で正座姿勢のまま、驚きから瞳ひとみを見開いている。どうしてオマエがここに居るんだと言わんばかり。彼もまた首を捻ひねって後ろを振り返るようにしている。おかげで松浦さんにも増して間抜けな格好だ。

「なんで西野が……」

　呟つぶやいてから、ふと、イケメンは気付いた。

　今なら逃げられるのではないかと。

　彼から出入り口のドアまで、障害物はゼロだった。

　更にヤクザ一同の意識は西野に集中している。

「っ……」

　思い至ってからの彼は迅速だった。正座を崩して足を立てる。即座に立ち上がり、今いまし方がた西野が開けたドアに向かって走り出した。

　皆々の注目が西野に向いていた点は大きい。彼は百メートル十一秒ジャストという自慢の健脚を発揮して、瞬く間に西野の脇を過ぎる。

「あ、おいらコラ、テメェなにやってんだっ！」「待てやコラっ！」「なに勝手に立ちあがっとるんじゃい！」「ふざけんじゃねぇぞコラァっ！」「逃げるんじゃねぇよっ！」「ぶち犯したるぞっ！」

　逃げ出したイケメンを目の当たりにして、組員一同が吠ほえる。

　その後を追って走り出す。

　しかし、彼らの行く手は西野によって遮られた。

「アンタらの相手はこっちだ」

　彼は手にした木刀を振り回す。

　剣道などまるで経験のない彼だから、踏み込みは適当、振り下ろしも適当。何もかもが適当。とりあえず相手の顔の辺りを狙ねらって、力任せにブォンとやってみる。

　意識をイケメンに奪われていた組員の一人が、これに打たれて撃げき沈ちんした。メキっと小気味良い音と共に頬ほお骨ぼねを潰つぶして、その場に倒れる。すぐに動かなくなった。

「なっ、このガキゃぁっ！」

　組員一同の意識が西にし野のに移る。

　一度は駆け出した者たちも歩みを止めて、彼を取り囲む形だ。

「この女の知り合いか？」

　白スーツが問うた。

　フツメンはこれに精一杯、格好付けて答える。

「俺が大切だと思う人だ」

　つい先程、竹たけ内うち君が嘘うそでも言えなかった台詞せりふだ。

「あぁ？　大切な人だぁ？　そりゃあ兄ちゃん、勇ましい話じゃねぇか」

　白スーツの顔にニィと厭いやらしい笑みが浮かぶ。

「そこで指をくわえて見ていろ。自分の女が見ず知らずのオヤジに犯されて、ヒィヒィと声を上げる様子をな？　なんだったら自分のモノを扱しごいても構かまわねぇぞ」

　男の腰が動く。いざ入刀。

　その寸前の出来事である。

　パァンと乾いた音がフロアに響いた。

「なっ……」

　懐から拳けん銃じゆうを取り出した西野が、その銃口を白スーツに向けていた。撃ち放たれた一発は、松まつ浦うらさんの脇を過ぎて、これを抱く男の肩に命中していた。

「っあぁあああっ！」

　予期せぬ痛みを受けて、白スーツは身体からだを悶もだえさせる。両手で傷口を庇かばうように、ソファーの上で丸くなる。痛い、痛い、痛いんです。おかげで彼の足の上に乗っかっていた松浦さんは、床の上に転がる羽目となった。

「テ、テメェッ！」「このガキっ、弾はじきやがったっ！」「な、なに舐なめたマネ晒さらしてんじゃこらぁっ！」「ふざけたことしてんじゃねぇぞっ!?」「あぁあああっ!?」「テメェの菊紋にハジキくれたるぞっ!?」

　拳銃の発砲音を耳にして、周りの組員の顔色が変わった。

　幾名かは西野と同様、懐から拳銃を取り出して構える。

「下で拾ったんだが、また随ずい分ぶんと程度の悪い銃を使っているな」

　銃口を熱くするトカレフを眺めて言う。

「この距離で狙いが逸それたのは、まさか自分の腕が理由だとは思いたくない」

「や、やれっ！　殺しちまえっ！」

　自身が撃たれたことで気が動転したのだろう。白スーツが自や棄けになったように吠ほえた。自らもまたスーツの懐から拳銃を取り出し、これを痛みに震える腕で構える。

「テメェ、よくも兄貴をっ！」

　子こ鉄てつが吠ほえた。撃鉄に掛けられた指に力が入る。

　すぐさまパァンと乾いた音は、しかし、彼の構かまえた銃とは別に響いて聞こえた。西にし野のの放った銃弾に弾はじき飛ばされて、子鉄の銃はカシャンと床に落ちる。カラカラと滑りながら部屋の隅すみの方へ流れて行く。

「なっ……」

　パァン、パァン、立て続けに銃声が鳴った。

　応じてフロアに立つ男たちから、次々と悲鳴が上がった。全員が全員、右の太ふと股ももを打ち抜かれていた。かなり痛いところを撃たれたようで、一人の例外もなく床に膝ひざを突いて、耳が痛くなるほどの悲鳴を上げ始める。

　室内に二本の足で立っているのは西野だけだった。

　彼は近くに倒れた男から、無む理り矢や理りスーツのジャケットを奪い取る。そして、これを全裸でへたり込んだ松まつ浦うらさんへ、ファサと掛けては被かぶせてやった。無駄に馴なれた立ち振る舞いは、過去の経験から来るものだ。銃の扱いも然しかり。

「……大丈夫か？」

　それとなく声を掛ける。

　これに松浦さんは放尿で答えた。

「えっ、あっ、み、み、見ないでっ……」

　しょわわわー、と小気味良い音を立てて、彼女の尻の下に黄色い池が生まれた。度重なる緊張が、銃撃戦を受けて、ついに限界を迎えた様子だった。随ずい分ぶんとため込んでいたようで、歩み寄った西野の靴がひたるほど。

「…………」

　これを受けては、流石さすがの西野も返す言葉を失った。上う手まい対応が見つからない。さて、どうしたものか。本来ならすぐにでも、彼女を攫さらって逃げたいフツメンである。外にローズを待たせているという負い目もある。

　すると状況は、彼が何をするまでもなく動いた。

　ウーウーというサイレンが、彼らの下へ段々と音を大きくしながら近づいてくる。どうやら発砲騒ぎを受けて、警察に連絡が入ったようだ。その音を耳にした以上、長居は無用である。

　手にした拳けん銃じゆうを懐へしまい込み、彼は彼女に伝える。

「後は警察の世話になるといい」

「あっ、に、西野くんっ……」

　短く呟つぶやいて、逃げるように事務所から退散である。

　西野が出て行ってからしばらく、これと入れ違うように警察が事務所へ雪な崩だれ込んできた。十分に武装した一団であって、盾を構える者の姿もあった。しかし、組員全員が負傷していた為ため、それら装備は碌ろくに用いられることなく騒動は過ぎていった。

　無事に救出された松まつ浦うらさんは、周囲を警察官に固められて屋外まで連れ出された。一度は脱がされた制服を着用の上、股こ間かんの尿を拭ぬぐって人心地ついた感じ。半はん刻ときぶりに人としての尊厳を取り戻した彼女である。

　すると、そこで待っていたのは竹たけ内うち君だ。

　彼は今にも泣き出しそうな表情で、彼女の下まで駆け寄った。一いち目もく散さんに走ってきた。依然としてパンツ一丁のまま、それでも周囲の目に構かまうことなく走ってきた。そして、いの一番に謝罪の声を上げてみせた。

「ごめん、松浦さんっ！」

　腰を綺き麗れいに曲げて誠心誠意、謝罪のポーズ。

「え、あ、あのっ、竹内君……」

「警察を呼ぶのに必死で、君をあの場所に一人にしてしまったっ」

「あっ……」

　その瞬間、松浦さんは理解した。

　この人は自分を助ける為ために走り出したんだ。周りを怖い人に囲まれて、それでもこうして、ちゃんと私の為に、助けを呼んできてくれたんだ。決して恐怖から自分可愛かわいさに逃げ出した訳じゃなかったんだ。

　そのように理解した。

　だってイケメンは言った。ごめん、申し訳ない、ゆるして欲しい、ちゃんと頭を下げて言った。酷ひどく心苦しそうな表情で、トランクス一丁で言った。辛つらい思いをさせてごめん。本当にすまなかった。

　そのように理解した。

　延々と謝罪の言葉を続ける竹内君の姿は、彼女の母性をこれでもかとくすぐった。痒かゆいほどにくすぐった。この人は自分みたいな地じ味み子こが相手でも、このような無様な姿を晒さらしてまで、真正面から受け止めてくれるんだ、と。

　それはカースト中層以下にとって、この上ない悦よろこび。

　彼女は自分にとってより都合の良い形で、目の前の状況を整理した。

「あの、だ、大丈夫、何もされてないからっ！」

　声も大きく自らの貞操を伝える。

　オマンコにオチンチンは未遂だったと。

「本当に？」

「本当、全然大丈夫。だから、た、竹内君は気にしないでっ」

　微妙にめり込んでいた事実は、彼女の中では全然大丈夫だ。

　何ら問題ない。

　何な故ぜならば彼女は非処女である。こんなの掠かすり傷きずだ。

「……俺、君に許して貰もらう資格があるのかな？」

「ゆ、許すよっ!?　だって私の為に、あんな危ないことをしてくれたのに！」

「良かった。嬉うれしいよ、松まつ浦うらさん」

「ううん、私の方こそ、助けてくれてありがとうっ」

　この瞬間、松浦さんは竹たけ内うち君に惚ほれた。完全に惚れた。

　ステータス異常、ベタ惚れ。

　パンツ一丁で警察を呼びに行くなんて、凄すごく恥ずかしいことなのに、自分の為ためにそこまでしてくれる男性がいるなんて。しかもそれがクラスで一番格好良い竹内君だなんて。などと胸の鼓動を速くする。

　実際は拳けん銃じゆうの発砲音を聞きつけた近隣住民の手による通報である。竹内君はと言えば、万が一にも西にし野のが騒動を丸く収めた場合に備えて、今まさに振る舞う通りを演出するべく、事務所の脇で物陰に隠れていたに過ぎない。

　まさかパンツ一丁で街中を歩けるほど、彼のプライドは安くなかった。事態が収拾を迎えれば、松浦さんを使って衣服を調達することも可能だと考えた上での動きである。どんな時でも、ピンチをチャンスに変える男、それが竹内君である。

「ところで、彼はどうなったんだろう？」

「え？　あ、あぁ、えっと、西野君？」

「無事だと良いのだけれど……」

「あ、彼だったら、あの、その……」

　松浦さんは、つい先程まで一緒だったクラスメイトを思い起こす。

　一連のやり取りは、彼女も鮮明に覚えている。普段、教室で見るときと変わらない仏頂面で、しかし、拳銃など撃ち放っていたフツメンだ。平然とヤクザを鎮圧してしまった冴さえない苛いじめられっ子。その背景に疑問が無いと言えば嘘うそになる。

　興味だって湧わいてくる。

　ただ、賢い松浦さんは銃刀法違反という単語を知っている。

「西野君はその、ヤ、ヤクザから銃を奪って、それで人を撃って……」

「……マジかよ」

　流石さすがの竹内君も驚きだった。

　銃声こそ耳にしていたものの、発砲者がクラスメイトとは想定外だ。

「とりあえず、それはちゃんと警察に言った方がいいね」

「う、うん……」

　西野にチェックメイトを掛ける竹内君。

　これでヤツの高校生活は終わりだと。

「あと、彼に関かかわるのは今日までにした方がいい。これだけ派手なことをしたんだ、きっとヤクザから狙ねらわれる。一緒に居たら、君まで巻き添えを食って、今日よりもっと怖い目に遭うだろうから」

「そんなっ……」

「大丈夫。そうならないように、俺が君を守るから」

「……竹たけ内うち君」

　ウットリとした瞳ひとみで相手を見つめる松まつ浦うらさん。

　パンツ一丁でもイケメンはイケメンだった。

　むしろパンツ一丁の方が、彼女的には、松浦さん的には眼がん福ぷくである。

「本当に君が無事で良かった」

「私だって竹内君が無事で、本当、凄すごく安心したよ」

　彼女は日々にスリルと充実を求めるより、老後の安定を優先するタイプの女だ。西にし野のが目指すには、幾分かハードルの高い性格の持ち主である。そうした事実こそが、彼の一番の敗因であった。

「さぁ、帰ろうか。タクシーを呼ぶよ」

「う、うんっ」

　松浦さんが自分に惚ほれたことを確認して、竹内君は会心の笑みを浮かべる。

　心の内側で西野に対して勝利宣言を。

　伊だ達てにイケメンしていない。全すべてはその高過ぎる顔面偏差値の成せる技だ。

　そうこうしていると、警察官の一人から二人に声が掛かった。

「君たち、すまないが署まで一緒に来てはもらえないか？」

　これに竹内君は物怖じすることなく言葉を返す。

「実家が病院なんですよ。取り急ぎ診断と治療を受けたいので、家に向かわせて下さい。警察にはその後でちゃんと足を運びますので。被害届を出すにしても、まずは診断書が必要ですよね？　こっちは被害に遭った女の子も一緒ですし」

　彼の傍かたわらには、寄り添うように松浦さんの姿がある。

　その姿にチラリと視線を向けて、イケメンは語る。

「ちゃんと本日中に向かいますので」

「え？　あ、あぁ、分かった。それじゃあせめて、こっちで連絡先を……」

　そうして二人のピンチは、危ういながらも過ぎていった。





　　◇　◆　◇






　ところ変わってこちらは六ろつ本ぽん木ぎの繁華街、その外れに位置する雑居ビルの地下、二十数坪ばかりのスペースに設けられた手狭なバー。界かい隈わいに詳しい人間であれば絶対に近づかず、詳しくなければ足を運ぶ機会も滅めつ多たにない。

　午後八時開店の同店は、現在午後十一時とあって、本来であればバーとして、今まさにかき入れ時となる。しかしながら、諸もろ々もろの事情が手伝い客の姿は見られない。店の出入り口にはＣＬＯＳＥの案内が下がる。

　店内に数えられるのは、マスターにして唯一のバーテンであるマーキスと、彼と会う為ために足を運んだ西野、更に西野の連れとしてローズの三名の姿だけである。

「話を付けておいた」

　短く呟つぶやいて、今まさに回線の切られた端末を懐にしまうマーキス。

　そんな彼の言葉にカウンター越し、答えたのが西にし野のである。

「悪いな」

「そう思うのなら、少しは殊勝な態度を見せたらどうだ？」

「金は払っている。アンタも儲もうけている。なんら問題ないだろう？」

「確かにそれはそうだが……」

　二人の傍かたわら、小皿のドライフルーツなどぱくつきながら、呆あきれ気味にローズが言った。

「貴方あなたも下らないことにお金を使うわね」

「俺が後ろ盾に使えるものなど、金くらいだからな」

「ふぅん？」

　外で食べる筈はずだった夕食を延期して、ローズと西野がやって来たのは、マーキスの下である。何な故ぜかと言えば、つい今いまし方がた起こしてしまった面倒事に関して、その事後処理を済ませる為ためだ。マーキスはその窓口である。

「しかし、本当に良かったのか？」

「問題ない」

「後々面倒になるのはアンタだぞ？」

「あそこの上とは幾らか付き合いがある」

「俺が心配しているのはそっちじゃねぇよ」

「あぁ、そっちか……」

「奴やつらは金だけじゃ動かない。アンタだって分かるだろう？」

　西野の脳裏に思い起こされたのはパトカーのサイレン。

　今まさにマーキスが話を付けていた先さきだ。

「俺はアンタの交友関係なんて知らないが、わざわざ高い金と、小さくない借りを作ってまで、無理を押し通すような場面だったのか？　言っておくが、後々下らない仕事が降ってきても、俺は拒めないからな？」

「分かっている」

「貴方の評判が落ちる分には、扱い易やすくなって良いのだけれど」

「勝手に言っていろ」

　二人からの意見に対して、西野の振る舞いは酷ひどく素そっ気けない。

　しかしながら、そうした言動とは対照的に、彼の胸きよう中ちゆうには嘗かつてないほどの充実感が満みち溢あふれていた。もしかしたら明日、放課後に体育館裏へ呼び出されて、松まつ浦うらさんから告白されるかも知れない。告白までは進まずとも、お礼の言葉を掛けてもらえるかも知れない。

　そんな期待が、彼を幸福状態にしていた。

　今日は帰りにコンビニでコンドームでも買っていこうか。

　周囲から与えられる塩しよっぱい意見など、何ど処こ吹ふく風かぜであった。





〈文化祭の準備　三〉




　翌日の昼休み、西にし野のは松まつ浦うらさんから体育館裏に呼び出された。

　ついに来たかと、フツメンは喜び勇んで、指示された場所まで向かった。駆け出したくなるのを抑えて、早歩きで向かった。すると彼が訪れた先さきには、意中の相手の他に、学園一だと評判のイケメン、竹たけ内うち君の姿があった。

「あの、西野君。昨日は助けてくれてありがとう」

「え？　あ、あぁ……」

「ただ、その、これ以上は私に、付きまとわないで欲しいの」

　非常にストレートな物言い。

　それは傍かたわらに立った竹内君も驚くほど。

　当然、西野にとっては想定と百八十度異なる告白だった。

「……え？」

　疑問の声と共に、フツメンの普通なところが強こわばった。

　そんな西野の姿を確認して、竹内君が続ける。

「正直、西野が来てくれて、スゲェ嬉うれしかった。マジ助かったよ。ありがとう。けどさ、西野がやったことは、人としていけないことだから、ちゃんと罪は償うべきだと思うんだ。拳けん銃じゆうとか、普通の人が触っちゃ駄目だって、分かるだろ？」

「あ、あぁ……」

　相手が何を言っているのか、まるで理解できない西野だった。どうして松浦さんが竹内君と手を繋つないでいるのか。しかも指と指を絡めて、恋人繋ぎというやつではなかろうか。そもそも竹内君は、ローズと良い仲なのではなかったのか。

　あれこれと疑問ばかりが湧わいて出る。

　彼と彼女の並び立つ光景が、西野の意識を完全に奪っていた。

　フツメンとイケメン。

　太陽から発せられた光が波動としての性質を振る舞う先、浮かび上がる肌の凹凸の、わずか数センチの違いが、そこに与えられた陰影が、この惑星においては絶対の条件として、ここに繁栄を極める生き物の上下を確実なものと定義していた。

　つまり、竹内君、カッコイイ。

「ごめんね、西野君」

　イケメンの言葉に助力を得て、松浦さんが続ける。

「わ、私、他に好きな人がいるから、さ」

　それがトドメとなった。

「……あ、あぁ」

　自分では駄目だった。

　そんな思いがフツメンの胸の内側に、ぶわっと凄すさまじい勢いで広がっていった。手を伸ばせば届くところにあると考えていた、キラキラと輝く綺き麗れいなものが、あっという間に遠とお退のいて、一方で自らを包むように、周囲から暗がりが染み出してくる。

　西にし野のは危ういながらも、気遣いの言葉を口にした。

「こちらこそ迷惑を掛けて、悪かった……ごめん」

　最さい後ご通つう達たつが行われたことで、彼の初恋は砕けて散った。

　同時に訪れたのは、圧倒的な罪悪感。

　思い起こされたのは、昨日の出来事。二人が攫さらわれる姿を目の当たりにして立案した、邪よこしまな作戦である。その全すべてが相手に伝わってしまったような気がして、どうにも申し訳ない気持ちになるフツメンであった。

　当人に否定された瞬間、俺はなんて阿あ呆ほうなことをしたのだろうと、猛烈な勢いで後悔が押し寄せる。幾ら意中の相手を捉とらえる為ためとはいえ、酷ひどすぎるのではないかと。普段はストイックに構かまえる彼も、気になる女の子を前にすると些いささか狂う。

　異性から好かれる為に策を練るなど、良いところを見せる為に他者を利用するなど、最低の行いだと思い知らされたフツメンだった。どうして自分は真正面から挑まなかったのかと、ただただ後悔がその身を苛さいなんだ。

　だからこそ、自分が立ちたかった場所に、竹たけ内うち君が立っているのだと。

　窮地を助けて惚ほれてもらう？　なんて浅ましい。そんな企たくらみの成果として、他者から好まれたところで、何の価値がある。何の意味も無い。あまりにも不誠実だ。自らを偽った先さきにある未来など、それはきっと無価値なものだ。

　とかなんとか。

　思考はめまぐるしい勢いで巡る。

　そうしてフツメンは順当に狂っていく。

「やっぱりほら、俺や松まつ浦うらさんって普通だから、ヤクザとか怖いじゃん？　あまり無む茶ちやは出来ないっていうか、そりゃ好きな人の為なら、俺だって頑張れるけど、でも、だからこそ好きな人は巻き込めないっていうか、なぁ？　西野なら、分かるだろ？」

　これ以上、松浦さんに近づくんじゃねぇぞと、念を押す竹内君。

　西野には、そんな彼からの通達に抗あらがう術すべがなかった。

「あ、あぁ……悪い。君にも迷惑を掛けたな」

　その台詞せりふは完全に素から出た謝罪の言葉だった。

　年齢イコール彼女いない歴は踵きびすを返す。

　取り付く島も無くて、情けなくも場を後にするフツメンだった。

　同日の晩、竹内君は松浦さんの自宅で、ハメ撮りセックスをする運命にある。





　　◇　◆　◇






　松浦さんにフラれた西野は、放心の態ていであった。

　午後の授業は、心ここに在らずといった具合で過ごして、気付けばいつの間にか放課後、といった有様だった。授業中は碌ろくに教科書を眺めることもせず、休み時間は自席に腰掛けて、明後日あさつての方向を呆ぼうと眺めるばかり。

　時間はするすると過ぎて、訪れたるは放課後。

　ついに最終日となった文化祭の準備である。

　その日、作業中の話題は竹たけ内うち君一色だった。

「竹内君、ヤクザの事務所で暴れたらしいよ？」「えー!?　本当っ!?　竹内君すごーい！」「松まつ浦うらさんを守る為ために頑張ったんだって！」「すごっ!?　マジでっ!?」「ヤクザを相手にしても頑張れるなんて、マジかっこいいんですけどっ！」「っていうか、私も守られたーい！」「あ、わたしも！　わたしもー！」

　どうやら昨日の出来事が学内に広まったようだ。

　出で処どころは松浦さんである。自身を助ける為に活躍してみせたイケメンの彼。その勇姿を他の誰かに伝えたくて、どうしても伝えたくて、仲の良い友人数名に語ってみせたところ、それは僅わずか一日のうちに、学園中に轟とどろく運びとなった。

　曰いわく、竹内君がヤクザに攫さらわれた松浦さんを助け出した。

　少なからず事実がねじ曲がっているのは、噂うわさ話ばなしに良くあることだ。当人たちはこれを正すこともなく、噂が広がるのに任せるばかり。一方で世間は、自分たちの下に伝わってくる内容を、限りなく正しい出来事として受け入れていた。

　また、これと同時に広まった噂の一つに、竹内君と同じクラスの西にし野のというヤツは、ヤクザに因縁を付けられているから、近づくと巻き添えを喰らう、というものがあった。おかげで彼の周囲からは、殊こと更さらに人気が引いた。

　結果として本日もまた、彼は教室で孤独だった。

　もはや苛いじめられる余地すらない。

　まさか苛められっ子の先さきに続く待遇があったとは、西野も驚きだった。

「…………」

　忙しそうにするクラスメイトへ声を掛けても、大丈夫、手伝いは間に合っているから、今のペースなら十分に間に合うから、私はいいから他の子を手伝ってあげて？　ぎこちない笑みと共に断りを入れられることで度々、作業を手伝うこと叶かなわず。

　そこへ更に失恋の悲しみが加わり、流石さすがの彼も辛つらくなってくる。

　ただ、憂ゆう鬱うつな時間は既に終えていた。

「…………」

　午後の授業を五時間目、六時間目と壮大に意気消沈したことで、悲しみの時間は過ぎていた。心の修復は完了していた。であれば、次は行動あるのみである。彼は努つとめて冷静に考えた。どうしたら現状を打開できるだろうかと。

　もちろん、辛いものは辛いし、悲しいものは悲しい。けれど、彼は長く同じところに留とどまらない男である。辛い悲しいと嘆いていても、決して幸福はやってこないと、良く理解しているからこそ、続く一歩を踏み出せるのだ。

　自分を助けられるのは自分だけである。

　少なくともフツメンはそうだ。

　憂ゆう鬱うつな表情を顕あらわにして、これに声を掛けてもらえるのは、女性とイケメンの特権。フツメン以下へ与えられるのは無関心。ひとたび歩みを止めれば、そこから先さきは、ただただ落ちて行くだけの人生が待つ。

　だからこそ考える。これ以上は下に落ちないようにと考える。上を目指す為ためにはどうすれば良いのかと考える。どうしたら現状を打開できるのか。より満ち足りた最期を迎える為のプランを模索する。

「…………」

　やがて数分ばかり悩み、彼は起き死し回かい生せいの名案に思い至った。

　それは酷ひどく屈辱的な方法だった。それは可能ならば避けて通りたい動線だった。それは非常に賭かけの要素が大きい案だった。しかしながら、今の彼には四の五の言っているだけの余裕がなかった。

「……仕方ない」

　短く呟つぶやいて、今後の指針を改める。

　彼は新しい方向性を自らに提案する。

　自身の手で異性を射止められないのなら、誰かから紹介してもらえば良いのだと。そして、異性を紹介してもらうに差し当たり、こと非常に都合の良い相手が、彼にはとても近しいところにいた。

　他の誰でも無い、ローズ・レープマンである。

　彼女から知り合いの女の子を紹介してもらおう作戦だった。

「よし……」

　気持ちを改めて、一路、西にし野のは隣の二年Ｂ組に足を向けた。
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「貴方あなたから私のところに来るなんて、あまりにも意外で驚いたわ」

　ローズはすぐに見つかった。自身の教室で他の生徒と共に、文化祭の準備をしていた。ベニヤ板を相手に、刷は毛けとペンキで色を塗っていた。十中八九、出し物の看板でも作っていたのだろう。

　西野が隣のクラスを訪れてから、廊下より室内を窺うかがうこと早々、彼女の方から彼の存在に気付いて、わざわざ歩み寄ってきた次第である。一連の出来事を目の当たりにした他の生徒は、驚いた面持ちで二人を見つめていた。

　長い金髪を颯さつ爽そうと靡なびかせては立ち振る舞うローズの姿は、黒髪が九割を占める同クラスにおいて、否いや応おうなく人目を引く。身の丈百三十センチそこいらの小柄な少女は、しかし、間違いなく学園カーストの最上位に君くん臨りんしていた。

「悪かったな」

「ええ、今は仕事が忙しいわ。少し納期から遅れているの」

　廊下で顔を向き合わせながら、言葉を交わす。

「そうか。それは失礼した」

　小さく呟つぶやいて、致し方なし、西にし野のは踵きびすを返す。

　しかしながら、そんな彼の肩に彼女は手を伸ばした。歩み去ろうとするフツメンを寸前のところで引き留める。この辺りのやり取りは、ローズとしても他に色々と思うことあっての対応だ。幾分焦じらしてから、続く言葉を口にする。

「話があるなら他で聞くわ」

「……いいのか？」

「言っておくけれど、私に貸しを作ると相当に面倒よ？」

　少しばかり凄すごみを利かせて語ってみせる。

　背に腹は替えられない西野は、これに淡々と頷うなずいて応じる。

「構かまわない」

「あら、嬉うれしい」

　ローズはニコっと良い笑みを浮かべた。

　二人は連れ立って、同棟の屋上に向かった。
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　津つ沼ぬま学園が誇るＢ棟の屋上。グラウンドに面するフェンスの傍かたわら、西野とローズは顔を突き合わせている。同所には他に誰の姿も見受けられない。遠く生徒の声が届けられても、その全すべては出所の知れないあれやこれや。

　今、屋上には二人きり。

「女を紹介して欲しい？」

「ああ、そうだ」

　西野から告げられた言葉を受けて、ローズは固まった。コイツは何を言っているのだとばかりに。目の前の人物の言動が、自身の知る相手のそれとあまりにもかけ離れていて、その真意を推し量れないが故の混乱である。

「【ノーマル】という人格は、思いのほか俗物的だったのね……」

「青春というのは長いようで短い。十代も然しかり。アンタも自らの容姿に驕おごりうかうかしていると、いつの間にかオバサンになっているぞ。フランシスカを眺めてみれば、少なからず焦あせることも出来るだろう」

「そんなけったいな忠告を、まさか貴方あなたから貰もらうとは思わなかったわ」

　つまるところ、彼女の判断は正しかった。

　目の前のフツメンは、本当に女に飢えているのだと。

「悪いか？」

「いいえ、肝に銘じるとするわ。ありがとう」

「そうか。なら良かった」

「でも、貴方あなたに勧められる女なんて私には……」

　反射的に断りを入れようとして、けれど、ふとローズは思い至る。

　これは又とない機会だ。

「一人、居るわね」

「本当か？」

　西にし野のはすぐさま喰らいついた。

「けれど、この貸しはとても大きいわよ？　いいのかしら？」

「構かまわない。好きにしろ」

「……どれだけセックスしたいのよ」

「セックスしたくないと言えば嘘うそになるが、それ以上に求めているのは、今この瞬間、十代を過ごす異性との青春だ。それはとても掛け替えのないものだ」

「青春……」

「そうだ、青春だ」

「この国の定義だと、年若い頃の肯定的な異性との交流が含まれるのかしら？」

「ああ」

「まさか青春なんて単語を、貴方の口から聴けるなんて思わなかったわ」

「青春さえあれば、青春の想おもい出でさえあれば、人は生きていけるし、死んで逝ける。その礎とあらば、要人の百や二百、即日で捧ささげてみせる。好きなように使えば良い」

　昼休みの一件が効いているのか、きっぱりと言い切ってみせる西野だ。ローズに頼み事をすると決めた時点で、既に覚悟は決まっていたようである。どんな困難であっても、必ずや乗り越えてみせると。

　一方で頼まれた側は、呆あきれ気味に答える。

「貴方がそう言うと冗談に聞こえないから止やめなさい」

「冗談を言ったつもりはないんだがな」

「世の要人がまとめて震え上がるわ。止めておきなさい」

「……それで、可能なのか？」

　童貞野郎は真剣な眼まな差ざしで問い掛ける。

　彼はローズに全すべてを託していた。どうか、可愛かわいい女の子を紹介して下さい。いいや、可愛くなくてもいいから、互いに愛して愛されての仲になれるような、日々を共に過ごすことに幸せを感じられるような、そんな異性を紹介して下さいと。

「そうは言っても、よりによって私に聞くかしら？」

「アンタ以外とは碌ろくに話もできない」

「随ずい分ぶんと嫌われたものね。昨日の一件はどうなったの？」

「失敗した。近寄るなと言われたな」

「……報われないわね。割と普通に理由が知りたいのだけれど」

　ローズから請こわれて、彼は素直に事の顛てん末まつを語って見せた。

　一ひと頻しきり耳にしたローズは、心底から驚いた様子を見せた。え、なにそれ、と言わんばかりの表情である。作り話だとでも思ったのだろう。ただ、そうした反応もすぐに形なりを潜ひそめる。語る西にし野のは誰の目から見ても、甚はなはだ一生懸命だった。

「過ぎたことはどうでもいい。それよりも今はアンタの返答次第だ」

「そうね……」

　畳みかけるような西野からの問い掛け。

　これにローズは悩んでみせる。

　あまりに必死なフツメンの態度から、彼女の中では既にある程度の方向性が見えていた。だがしかし、素直に頷うなずいても面白くない。今後の交渉を有利に進める為ためにも、少なからず焦じらす必要があるとの判断が為なされた結果の数十秒。

　ややあって、幾分か恩おん着きせがましい表情を作ってから、彼女は答えた。

「いいわよ。紹介してあげる」

「本当か？」

「ええ、本当よ」

「そうか……ありがとう、恩に着る」

　平素からの仏頂面が、その瞬間さらりと崩れて穏やかな笑みを浮かべた。ただでさえ細長い一ひと重えの眼めが更に細められて、ほぼ一本の線、割れ目にしか見えない。それでも笑顔は笑顔。どうやら相当に嬉うれしかったらしい。

　今のありがとうは、本当にありがとうであったのだろう。

「ただ、すぐに会うというのは難しいかも知れないわね」

「……そうなのか？」

「私が紹介できる人間なのよ？　まさか目の色が黒いと思うの？」

「まさか国外か？」

「そうなるわね」

「そ、そうか……」

　ローズの説明を受けて、西野の笑みは早々に霧む散さんした。

　どうやらすぐにでも会いたかったようだ。

　伊だ達てに飢えていない。

「まずはメールでも何でもやり取りをして、異性との付き合い方を知るところから始めたらどうかしら？　どれだけ出会いを繰り返しても、その先さきへ繋つなげる技術がなければ、永遠に同じところでグルグルと回り続けることになるわよ」

「……ああ、確かにその通りだ」

　ローズからの忠告に、珍しくも素直に頷うなずいて従う西にし野のである。

　これに気をよくした彼女は、あれやこれやと言葉を続ける。

「というより、貴方あなたの場合は人付き合いから、かしら？」

「それで、連絡手段は？」

「がっつくわねぇ……」

　呆あきれ気味に呟つぶやいて、ローズは懐から端末を取り出す。

「貴方の連絡先、教えてもらえるかしら？　まずは私の方から対象に連絡を取って、事情を説明するわ。それで同意が得られたら、貴方の連絡先を渡して、彼女の方から貴方に連絡が行くようにするから」

「分かった。頼む」

　言われるがまま、西野もまた自身の端末をズボンのポケットから取り出した。ほぼ仕事でしか使われない一台だ。仕事用と私用、わざわざ分けるまでもないほどに、彼の交友関係は貧しかった。

　アドレス帳に入っている連作先も、同級生のものはおろか、親族のものすら皆かい無むであるから、その具合は知れようというもの。しかも大半は電話連絡で済ませてしまう為ため、メールボックスの最終受信日時など、数ヶ月前に遡さかのぼる。

「このアドレスに欲しい」

「ええ、ありがとう」

　端末越しに情報を飛ばして連絡先を共有する。

「まさかこんな簡単に【ノーマル】の連絡先が手に入るなんて、今までの私の努力はなんだったのかしら？　これ、然しかるべきところに売れば、相当の額になるのだけれど」

「売っても構かまわないが、その時は殺す」

「う、売らないわよ。脅さないで欲しいわねっ」

「ならいい」

　そそくさと端末をポケットにしまいながらの受け答え。取り立ててカバーやストラップの類たぐいが付けられていないそれは、スルリとズボンの生地を滑るように収まった。端末のカバー一つで話題の種になることを、今の西野はまだ知らない。

　そんな彼の振る舞いを目の当たりにして、ローズから疑問の声が上がった。彼女は依然として端末を手にしたまま、不満そうに語り掛ける。

「あら、そちらが送るだけなの？　私の連絡先は要らないのかしら？」

「不要だ」

「……流石さすがにそこまできっぱり言われると苛いら立だつわね」

「受け取ってどうする？」

「私と連絡が取れるわね。いつでも」

「こちらにメリットがないな」

「…………」

　サクッと言ってのける西にし野の。これにはローズも返す言葉が浮かばない。苛いら立だつというのは本当のようで、ギュッと固く握られた両手は、爪つめが手の平に突き刺さる勢い。額には青筋の二、三本も浮かんでいる。

「……貴方あなた、家では何をしているのかしら？」

「勉強と読書、それに映画鑑賞だ」

「異性との出会いも大切かもしれないけれど、まずはその内向的な性格を矯きよう正せいするところから始めたらいかが？　愛想の欠片かけらも感じられない物言いも最低だわ。今の調子だと、どれだけ出会いを繰り返しても、貴方が望むものは見えてこないわよ？」

「そうだな、前向きに検討させてもらう」

「……ふん、分かればいいのよ」

　西野にとってのローズとは、商しよう売ばい敵がたき以外の何物でもない。それこそマーキス以下である。仲良くしたところで得られるものなど碌ろくにない。むしろ減っていくばかりだ。というのが彼の過去の経験から得られた教訓である。

「それと、あまり期待させると悪いから先さきに言っておくけれど、今日中に連絡が来るという約束もできないから、気長に待って欲しいわね。二、三日は余裕を見て欲しいところかしら。大丈夫？」

「ああ、大丈夫だ」

「そう？　なら良いわ」

「ありがとう。この件については感謝する」

「別に感謝なんて要らないわ。ちゃんと後で返してもらうのだから」

「分かっている」

　フンと酷ひどくつまらなそうに鼻を鳴らして、話を打ち切るローズ。適当に扱われたのが気に入らないのか、腕など組んで仁王立ちする姿は機嫌が悪そうに見える。もしこの場に竹たけ内うち君が居合わせたなら、存分に気遣って応じただろう。

　けれど西野は、彼女に構かまうことなく、そそくさと踵きびすを返す。

「用件は済んだ。これで失礼する」

「……ええ」

　足早に屋上を後にするフツメン。

　これをローズは何とも言えない表情で見送った。
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　その日の晩、西野の端末が数ヶ月ぶりのメール受信に震えた。

「っ……」

　当日中の連絡は難しいと言われていた手前、童貞野郎は途端に気分を高こう揚ようさせる。大おお慌あわてで画面を操作して、送られてきたメッセージに注目する。

　そこには差出人の名前、アンジェリーナの記載と共に、ローズから紹介を受けて連絡をした旨が示されていた。曰いわく、もしよければお友達になりましょう、とのこと。

　流りゆう暢ちよう且かつ畏かしこまったイタリア語の並びに鑑かんがみて、きっと育ちの良い子なのだろうと、フツメンはまだ見ぬ美少女を想像する。それは例えば、長い黒髪と茶色い瞳ひとみの快活な中にもお淑しとやかさを併せ持つ、どこか有名な家柄の令嬢を思わせる美少女、とか。

　僅わずか一通のメッセージから、既に彼の中では妄想が育はぐくまれていた。

「なかなか良い仕事をする」

　右手に端末をギュッと握りしめて呟つぶやく。西にし野のの中でローズ・レープマンに対する評価が一つ上がった。明日会ったら、改めて謝礼の一つでもしておこうと考えるほど。

　一ひと頻しきり充実感を噛かみ締しめたところで、彼はツラツラと返事を書き始める。

　作業は幾度となく見直されて、添削の繰り返し。小一時間ばかりを掛けて、千文字弱の作文となった。過去にない大長編である。会心の出来映えだと自画自賛の後、メッセージは海の向こう側に送られた。

　送信を完了して、彼はふと時差を思い起こす。

　そう言えば向こうは何時くらいだろうか。

「……午後三時前後か」

　なら問題ないなと頷うなずいて、返事を待つ。

　ちなみに現在の西野はといえば、既に宿題と食事と入浴を終えて、後は床に就くばかりである。よって残る時間は思う存分、まだ見ぬイタリア美少女との文通に過ごすことができそうだ。

　五分ばかり待つと、すぐに返信があった。

　ブルブルと震える端末。即座に飛びついた彼は、嘗かつてない勢いで画面を操作して、今まさに届いたばかりの文面を呼び出す。生まれて初めて出会い系に挑戦する少年のような初うい々ういしさである。

　やがて、その表情は早々に渋いものとなった。何な故ぜかと言えば、届けられたメールには、世辞の言葉に紛れて一文、貴方あなたの顔が見てみたいとの便りがあったのだ。ようは写メを送れということである。

「……写真、か」

　どうしたものか。フツメンは大いに悩む。

　典型的なアジア人である顔面事情を鑑みれば、そう易やす々やすと送れるものではなかった。まだ碌ろくなやり取りをしていない手前、ここで顔を晒さらしては、それが最後のお便りになるのではないかという危き惧ぐが多分にあった。

　何故ならば相手は白人圏の女性である。仕事で海外へ飛ぶことも多い彼は、アジア人男性に対する白人圏の女性の評価というものを正しく理解していた。黄色人種である限り、イケメン以下が恋愛対象としてみられる可能性は非常に低い。

　自身の写メが最後の便りとなる衝撃を、西野はまだ経験したことがない。しかしながら、その衝撃が途方もなく大きいものであろうことは、なんとなく想像ができた。おかげで慎重になってしまう。

「仕方ない……」

　数分ばかりを悩んで、彼は決めた。

　幸い明日は土曜である。

　お返事の文面は以下のようになった。

　明日、友達と洋服を買いに行く予定なんだ。精一杯におめかしした姿を送るから、申し訳ないけれど、少しだけ待ってくれると嬉うれしい。それじゃあ、今日のところはこれで失礼するね。お休み。

　ローズに言われたとおり、言葉の使い方にも気を遣っての返信である。

「……よし、これで明日までは時間が稼げる筈はずだ」

　送信ボタンを押して、メッセージが端末から出ていったことを確認する。

　ふぅと溜ため息いきを一つ。

　まさか翌日に買い物の予定など入っていなかったし、そもそも一緒に行く友人からして皆かい無むである。とんだ大おお嘘うそをついたものだ。それでも送り出した文面に対する罪悪感が霞かすむほど、今の西にし野のは焦あせっていた。

「しかし、対策を考えないとな……」

　その日、彼は日付が変わって以後も、延々と自らの顔面偏差値向上に悩み続けた。
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　翌日、西野は都内有数の高級百貨店に居た。

　本来の彼であれば、安価が評判の大手衣料チェーン一択である。自らの分を弁わきまえているからこそ、自身の顔面に相応ふさわしい商品を選んでいた。利益の見えない投資はしない性た質ちである。衣服は機能美こそ唯一美と考えていた。

　しかし、そうした長年に渡る主義主張は、まだ見ぬ異性のメール友達を前にして、全すべて吹き飛んだ。

　今の彼は自撮り写メを送るという一大ミッションを成功させる為ために躍やつ起きとなっている。以後の文通を盤ばん石じやくのものとするべく、相手と対等な関係を結ぶべく、金にものを言わせてのメイクアップマイセルフ。

　女がそうであるように、男だって金さえ掛ければ、きっとなんとかなる筈だ。それが昨晩延々と考え抜いた末に出た結論だった。

「こちらなど如何いかがでしょうか？」

「……もう少し上等なものが欲しいんだが」

「そ、そうですか？　では、少々お待ちください……」

　全身ユニクロ装備の上、一足二千九百八十円のケミカルシューズでキメた十代中頃のフツメンが、稼ぎの良い三十代から四十代の中年男性に囲まれて、高級ブランド品を漁あさる。その相手をする店員からしてみれば、本当にオマエの財布でお買い求めできるのかよと、疑問の眼まな差ざしも当然のこと。

　ただ、当人はどこまでも真面目まじめに、より上のグレードを求める。

　なかなか滑こつ稽けいな光景だった。

　店の奥の方へ引っ込んで行く店員。その背中を視界の隅すみに見送ったところで、あっちへふらふら、こっちへふらふら、売り場を落ち着きなく歩み廻まわる西にし野のである。時刻の経過と共に、彼の抱える焦あせりは増大していった。

　現在、日本時刻で午前十時三十五分。

　イタリアではこれより約七時間遅れて、深夜三時三十五分。

　まだ見ぬ彼女が目覚める頃には、お返事を送りたいところだった。二日は掛かるだろうと言われた便りが、即日で届いたのだ。これに報いる為ためにも、なんとかして日が暮れるまでには最高の一枚を収めていなければならない。

「しかし、このままじゃ不ま味ずいな……」

　今いまし方がた、彼はスーツ一式を試着してみた。

　その結果の焦りである。

　久しぶりに着たスーツは、彼のフツメンぷりに対して、とても似合わなかった。これじゃない感が半端なかった。伊だ達てに十代していない。全力でスーツに着られていた。まるで七五三だった。本人にとっても、非常に刺激的な光景であった。

　これで三十を超えていれば、くたびれたサラリーマン然とした姿格好が、ある種の記号的に合致して、それはそれで似合っていると言えただろう。十代というフレッシュさが仇あだとなったスーツ選びだ。

　今現在の彼にとって、一番似合うのは、学校指定の制服である。ただ、今までオシャレなど気にしたことのないフツメンには、到底気付けない。理解できない。シャツのグレードを上げている場合じゃない。

「お客様、こちらなど如何いかがでしょうか？」

　店員がシャツを幾つか手にして戻って来た。

「お客様の場合ですと、身体からだがスマートですから、こういった胸回りがタイトなシャツが似合うかと思います。こちらでしたらグレード的にも先程のものと比べて、幾分か上等な生地を使っておりまして、デザインも比較的若い方向けに作られており……」

　ツラツラと流れるように文句を並べて、慣れた調子で営業を行う店員は、一見してどこにでもいるアラフォー男性である。しかしながら、その実態は同店に勤めて二十数年の超ベテラン男性社員だ。

　名前を佐さ々さ木き幹みき雄おという。売ったスーツの数は六桁けたを越える。過去、同店舗の売り上げを幾度となくフロア一位に導いて、数多くの社内表彰を受けた、業界ではスーツオブスーツの称号を得るほどの人物である。

　ブログも書いている。毎月三百万ユニークアクセスの大御所だ。メールマガジンだって発行している。有料にも拘かかわらず、購読者数は三百を超える。国内のスーツ業界で彼の名前を知らない人間はモグリだと言われる。

　そんな男の選んだシャツは、しかし、西にし野のの御お眼鏡めがねには適かなわない。

「……さっきのと大して変わらないな」

「っ……」

　一瞬、ベテランの顔が怒りに歪ゆがむ。

　このクソガキが、と言わんばかりの表情だった。

　確かに素人目には少し柄が違うだけ。

　けれど、スーツオブスーツにとっては、まるで別モノ。

　西野が特攻した現場は、そういう世界だった。

「お、お客様……」

「もう少し、こう、なんというか、派手な感じで頼めないか？」

　追加注文を投げ掛けたところ、その口上は店員に遮られる。

「お客様はまだお若いようですし、ここのようなミドル向けの店舗ではなく、一つ上のフロアなどいかがでしょうか？　若者向けの店舗も沢山ございますので、そちらでお買い求めになったらよろしいかと……」

　辛かろうじて口元に笑みを浮かべながら、スーツオブスーツは言った。

　けれど、スーツの似合わないフツメンは食い下がる。

「しかし、男の一いつ張ちよう羅らとなると、やはりスーツが基本だと思うが」

「確かにそういった意見もありますが、固定観念に囚とらわれるのも良くないかと」

　ピクピクと怒りから眉まゆが震える佐さ々さ木きだった。なに知ったふうな口を利いているのだと。しかも誰にそれを利いているのだと。内心、激しい怒りがメラメラと沸き上がる。シャツを握る手が、あわやクシャリと生地を潰つぶしそうになる。

「とはいっても、普通の服というのもな……」

「ま、まだ時間も早いですし、他も色々と見て回られた方が良いかと」

　これを我慢して、自らを押し殺して、彼は接客業に徹する。伊だ達てに長らく店頭に立っていない。自分には世間の評判が味方に付いている。自分は間違っていない。こんなガキの一人や二人、なんら問題はない。必死に自らへ言い聞かせる。

　だからだろうか、そうした彼の努力が実り、迷惑な客は首を縦に振った。

「……確かに、一理あるな」

「は、はい……」

「分かった。そうしてみる」

　小さく頷うなずいて踵きびすを返す。

「ありがとう」

「いえ、ど、どういたしまして」

　小さくお辞儀をするスーツオブスーツの顔は、完全に引ひき攣つっていた。
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　スーツ屋の店員に促されるがまま、西にし野のはフロアを一つ上に移した。

　フォーマルだった階下と比較して、こちらは少しばかりカジュアルな感じ。襟の付いていないシャツも売っている。西野にとっては幾分かとっつきやすそうだ。けれど、同時に湧わき上がるのは、本当に普通の服で良いのかという疑念である。

「やはりスーツの方が……」

　自分の顔面偏差値を棚に上げて、とんでもない物言いだった。

　十代フツメンに似合うスーツなど、この世に一着として存在しない。

「このままじゃ間に合わないぞ、どうする」

　いよいよ焦あせりが増してきた。

　足取りも速くフロアを進み始める。

　すると彼が向かう先さき、不意に見知った顔が現れた。

「あっ……」

「……あれ、西野じゃん？」

　竹たけ内うち君と松まつ浦うらさんである。共に私服で、他に知り合いの姿は見られない。今日が休日で今居る場所が百貨店のファッションフロアだとすれば、どれだけ人間関係に疎うとい西野であっても、二人がどういった状況にあるのかを理解できた。

　デートである。

「……ああ」

　先んじて声を上げた二人に対して、彼は小さく会え釈しやくを返す。

　そのまま通り過ぎるつもりだった。

　しかし、これを竹内君が呼び止めた。

「こんなところで一人？　なにしてるの？」

　ニヤニヤと笑みを浮かべながらトーク開始。どうやら自分が松浦さんと一緒に居ることを、西野に対してアピールしたいらしい。普段なら視界に入っても無視しただろうが、本日に限ってはやたらとフレンドリーだった。

「買い物だ」

「買い物？　へぇ、西野ってこういうところに来るんだ？」

　頭の天てつ辺ぺんから足先までをジロジロと眺めて言う。ユニクロケミカル二千九百八十円が竹内君の腹筋を崩壊させる。ただ、イケメンな彼はそれを腹中に抑えて、追い打ちを掛けるように言葉を続けた。

「なになに？　どういうの買いに来たの？」

「あ、あの、竹内君……」

「いいじゃん。松まつ浦うらさんだって気にならない？」

「それは、その……」

　竹たけ内うち君の傍かたわらで松浦さんが、ちょっと止やめようよ、みたいな声を上げる。けれど、実際はイケメンの彼が語ったとおり、少なからず興味を持った様子だった。休日を挟んで週明け、噂うわさ話ばなしのネタとしては破格の出会いである。

「どうなのよ？　西にし野の」

「……スーツを買いに」

「え？　スーツ？　マジで？」

　流石さすがの竹内君も、これには驚いたようだった。

　素の反応が返る。

「西野君って、スーツとか着るんだ……」

　松浦さんも同様である。

「ただ、いかんせん安いものが多くて、なかなか良いのがなくて……」

　自分の顔の悪さを品物の悪さに転嫁するフツメン。

　普段の彼であったのなら、もう少し真面まともな問答をしただろう。けれど、今の彼は非常に焦あせっていた。なんとしても本日中に、フツメンの自分を雰囲気イケメン程度には盛り上げなければならない。そんな焦りが語りを熱くさせる。

　だからだろうか、けったいな物言いが、イケメンのプライドに火を付けた。

　最近、西野が相手だと、やたらと発火しやすい竹内君だ。

「あ、あー、そういうことね。なるほどねっ」

　膨大な苛いら立だちの後に、ふっと冷静になって迸ほとばしる閃ひらめき。

　竹内君の脳裏に、キラリと輝くものが走った。

　彼は西野が何を語るも待たずに、ツラツラと言葉を続けた。

「そういうことなら、俺と松浦さんで一緒に選んでやるよ？」

「え？」

　西野にも増して驚いたのは松浦さんだろうか。

　目を点にして竹内君を見やる。

　一方、提案を受けた側としては、この上なく魅力的なお誘いだ。

「……いいのか？」

　学年一と謳うたわれるイケメンは、同時に衣服を着こなすセンスを取っても段違いだった。ファッション雑誌に読者モデルとして掲載された経験も一度や二度ではない。そのオシャレ具合は都内有数のものである。

　おかげで西野にとっては渡りに船だった。

「どうだ？」

「そういうことなら、是非とも頼みたい」

「ああ、任せろ」

　いつだかヤクザの事務所で眺めた際と比較して、大人しく映るオフの日のフツメン。その姿を目の当たりにして俄が然ぜん、竹たけ内うち君の中に芽生えたのが嗜し虐ぎやく欲。先日はよくも調子に乗ってくれたなとは、パンツ一丁を見られたことに対する報復の念だ。

　今まさに復ふく讐しゆうに燃えるイケメンの策である。

　まさかフツメンに気付ける筈はずもない。

「あの、竹内君、わ、わ、私とのデートは……」

「ごめんね、松まつ浦うらさん。でも西にし野のには、危ないところを助けてもらった訳だし、そのお礼もしなきゃとは思ってたんだよ。松浦さんには申し訳ないけれど、少しだけ一緒してもらってもいい？」

「……うん、そういうことなら」

　渋い顔をしながら、なんとか頷うなずく松浦さん。彼女にとっての西野とは、邪魔者以外の何者でもなかった。一方で竹内君にとっての松浦さんとは、西野に対する復讐より優先順位の低い存在。完全にセフレ扱いの松浦さんだが、本人はその事実に気付いていない。

「よし、それじゃあ早速だけど店に行こうか」

「ありがとう、竹内君」

「なに気にするな。同じクラスの仲間だろ？」

　ニコっと会心の笑みを浮かべるイケメン。

　それは同性であるフツメンから見ても、とても魅力的な笑顔だった。

「それで、えっと……スーツは一つ下だったかな？」

「ああ」

　上のフロアへ上がったのも束つかの間ま、早々に下へ降りることとなった西野である。
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　その日、スーツオブスーツは戦せん慄りつを覚えた。

　これはどうしたことか、つい先程見送ったばかりのクソガキが、小一時間と経たたない内に、またしても自分の城へとやって来たではないか。しかも今度は友達など連れて、一緒のご来店でございます。

「っ……」

　咄とつ嗟さ、彼は身を隠すべくバックヤードに足を向けた。

　だがしかし、その姿が物陰に隠れる直前、客から声が届けられた。

「あ、すみませーん、そこの店員さん、ちょっといいですかー」

　竹内君だった。

　声も大きく、佐さ々さ木き店員に、ちょっといいですか。

「は、はい、いらっしゃいませ……」

　色々と観念して、スーツオブスーツは彼らの下に向かった。

「どういったご入り用でしょうか？」

「すみません、学校の友達にスーツを選びたいんですけど」

「はぁ……」

「できればキートンで揃そろえたいんですが、採寸してもらえませんか？」

　また妙なのが来た、とは佐さ々さ木きの素直な胸の内である。前の客、西にし野のと比較して頗すこぶる外見に優れた好青年。佐々木の経験上、あと十年もすれば、アジア人であってもスーツを着て映える良いモデルになるだろう。

　しかし、その口から聞こえた注文は、スーツオブスーツとして許容できないもの。

「……よろしいのですか？」

「ええ、買うのはこちらの彼なんですが、どうしても必要なようでして」

「…………」

　竹たけ内うち君が指し示す先さきには西野の姿がある。

　フツメンの姿がある。

「本当にご購入の意志があるのですか？」

　だからだろう。

　再三に渡って問い掛ける。

　今度は西野本人に。

　また来てんじゃねーよ、と。

「ああ、それで頼む」

　キートンのキの字も知らないまま、けれど、竹内君が言うなら間違いないだろうと、スーツの似合わないフツメンは頷うなずいた。これがまた無駄に偉そうな態度であるから、佐々木の自尊心を刺激した。

「……分かりました」

　こうなれば精々高いものを出して、恥を掻かかせてやろう。

　その瞬間、合致した。

　スーツオブスーツの意志は、竹内君の意志に合致した。

　舞台は整えられた。

　佐々木は西野を採寸室に向けて促す。

「それではお身体からだを計らせて頂きますので、こちらへどうぞ」

「ああ」

　鷹おう揚ように頷いて、何も知らないフツメンは店員に促されるがままだ。

　これを見送る竹内君は、今にも吹き出してしまいそう。ニマニマとした表情を浮かべている。他方、少なからず男性衣料に知見のある松まつ浦うらさんはといえば、今の注文で本当に良かったのかと、気が気でない様子だ。

「た、竹内君、キートンって……」

　狼狽うろたえているのは小心者が故。

　彼女はいつだって安定志向。

　一方で竹たけ内うち君は、今居る場所が自身のホームであるから、非常に落ち着いている。採寸を終えて帰ってきた西にし野のが見せる無様さは、果たしてどれほどのものか。考えるだけで気分が良くなるイケメンである。

「いやほら、本人が安いモノばかりで困るって言ってたからさ？」

「けどっ……」

　小心者の松まつ浦うらさんは、同席する自身も巻き添えを食うだろう恥しか頭にない。どうしたら赤あかっ恥ぱじを掻かかずに済むか、ただそれだけを考えて、ひたすらに思考を焦あせらせる。

　他方、海うみ千せん山やま千せんのイケメンは、その被害を全すべて西野に閉じ込める算段が既にあった。さっさと採寸を終えて戻ってこいと願って止やまない。

　ああだこうだ、二人で先さきの見えない問答を繰り返す。

　時間にして数分ばかりだろうか。

　早々に採寸を終えて、西野とスーツオブスーツが帰ってきた。

「お、戻って来た」

「っ……」

　その姿を目の当たりにして、竹内君が反応した。

　佐さ々さ木きの手には何やら、生地のサンプルをまとめたものが握られており、竹内君と松浦さんの元へ戻ると同時に、これを西野に差し出して、採寸の次の工程は生地の選定になります、と続けた。

「それでは、こちらで生地をお選び下さい」

　本来であれば、他に仕立てのサンプルやら何やら、十分な説明が為なされる筈はずだった。けれど、その全てをすっ飛ばして、彼は生地の選択に西野を進ませる。並べた生地も、同店が取り扱う別の大手量販ブランドの生地一覧だ。キートンはまるで関係無い。

「……では、これを」

　しかし、これに気付けない西野は言われるがまま、差し出された生地から自らの好みをチョイス。白をベースに赤いチェック柄だ。お前、その顔でその生地はどう見てもお笑い芸人にしかならないぞ、とは佐々木が寸前で堪こらえた突っ込み。

「承りました」

　頷うなずいたスーツオブスーツは、淡々と物事を運んでゆく。

　その脳裏は目の前の少年を追っ払う算段で占められていた。

「へぇ、西野ってそういうのが趣味なのか？」

「……少しでも賑にぎやかな方がいいんだ」

　自身の顔が地味な点を彼は正しく理解していた。

　しかし、努力の方向が間違っていた。

　あまりにも冒険が過ぎた。

「ふぅん？　いいじゃん！　すげぇ似合うと思うな、俺」

「そうか？」

「ああ、そうだろ。松まつ浦うらさんもそう思うよね？」

「え？　あ、えっと……う、うんっ」

　竹たけ内うち君に促されて、松浦さんは頷うなずいた。

「凄すごく似合うと思うよっ！　マジ西にし野の君カラーって感じ！」

　マジ、のあたりが当人としては、凄く頑張っている感じの演出である。不慣れながらも愛らしさを意識した発声だ。またそれに続けられた、西野君カラー、のあたりが完全に嫌いや味みである。竹内君とのデートを邪魔した彼に対する嫌味である。

　普段のですます口く調ちようから、少しばかりアグレッシブを意識した松浦さんだった。

「……そうか」

　そして、これに易やす々やすと乗せられてしまったフツメンは、阿あ呆ほう以外の何者でも無い。イケメンの竹内君と、一度は告白しようと試みた異性の松浦さん。両名から推薦されてしまっては、まさか断れる筈はずも無い。なにより彼自身も乗り気である。

　続く一言は決まっていた。

「じゃあ、これで」

　オーダーを確定する。

　ならば当然、スーツオブスーツは決まり文句を返す。

「当ブランドはオーダーとなります。お代は生地と合わせてこちらとなりますが、お支払いは現金でよろしいですか？　カードでもお受けしておりますが」

　差し出された電卓には六十五万九千七百円の並び。

　この一言を言いたいが為ために、佐さ々さ木きは頑張ってきた。お前らみたいなガキが買えるモノじゃないのだと。手にした電卓は、西野の脇に並んだ友人一同にも確認できるよう、しっかりと掲げられている。

　その額を確認して、竹内君はしてやったりの笑顔となる。まさか西野に支払い能力があるとは考えていない彼だから、これをどうやって断るのかと、楽しそうに笑みを浮かべながらの鑑賞会だ。

　唯一、不安気な表情を浮かべるのは松浦さん。しかしながら、彼女の場合は自分の心配しかしていない。不安げな表情のまま、視線は西野と竹内君の間を行ったり来たりで忙せわしない。竹内君は自分を恥から守ってくれるだろうか、と。

　三者三様。

　あれやこれや。

　その求めるところを知らず、西野は淡々と答える。

「では現金で」

「……よ、よろしいので？」

　相手が何を言っているのか分からない。

　スーツオブスーツの反応が遅れた。

「所しよ詮せんは学生の身の上だ。カードだと上限が厳しい」

　短く呟つぶやいて、西にし野のはキャッシャーに向かい歩む。その手はズボンに収められた財布へ伸びた。大量の紙幣を納めたことで、異様に厚くなった長財布である。普段は二つ折りを好んで使う彼だから、わざわざ今日の朝、同百貨店で購入したものだ。

　一方で焦あせるのはスーツオブスーツの名を冠する佐さ々さ木き店員である。まさか現金支払いを用命されるとは夢にも思わなかった次第だ。採寸も適当、提案した生地も当該ブランドとは別モノ、極めつけに見積もりは口から出任せ。

　まさか明細を切れる筈はずも無い。切ったら詐欺だ。

「ちょ、ちょっと待って下さいっ！」

　ここから先さきは、本人に事情を伝えぬよう、上う手まい具合に話題を誘導しつつの軌道修正となる。一連のやり取りは、スーツオブスーツの称号を得る佐々木にして、過去にない難なん儀ぎなものとなった。

　フツメンの支払い能力の勝利だった。
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　問題は支払いを終えてから発生した。

「こ、こちら、おつりになります」

「ああ、どうも」

　差額の小銭を受け取った直後、西野が佐々木から伝えられた事実。

「お届けは三週間後となります」

「……え？」

　西野の顔が驚きに染まった。

　それは今まさに購入した商品が、本日中に受け取れないという現実であった。同ブランドを選択する限り、当然といえば当然の仕様である。しかしながら、その手の話題に疎うといフツメンにとっては寝耳に水である。

「い、いかがしましたか？」

「いや、あの、三週間後というのは……」

　まさか服を買うのに、即日で受け取れないとは思わなかったフツメンだ。伊だ達てに安価が売りの大手衣料チェーンを愛好していない。ズボンの裾すそ上あげにしても、三十分かそこらで出来上がるのが常だった。

「いかがしましたか？」

「できれば本日中に欲しいんだが……」

「……本日中、ですか？」

　スーツオブスーツの眉まゆが歪ゆがむ。

「もしかして、当日の受け取りは……」

「無理ですね」

「……なるほど」

　平静を装い、そうか、などと頷うなずいてみせる。しかし、心中では大いに焦あせっている西にし野のだ。本日中に得られないのならば、どれだけ大金を支払ったところで、何ら意味のない買い物である。むしろ本日、写真を撮る一瞬だけあれば、それで全すべてが事足りる。

「どれだけ急いでも三週間は掛かります。こちらのブランドは、お客様へ快適にスーツを着ていただく為ために、先程行わせて頂いた採寸に合わせて、本国でのお仕立てが基本のサービスとなっております。ですから最低でも三週間を要するのです」

　しかし、佐さ々さ木きからの宣告は無慈悲だった。

　写真を送りたい相手は、未いまだ二通のメールをやり取りしたのみ。

　まさか、三週間も待たせられる筈はずがない。

「…………」

　これまでのやり取りは何だったのかと、嘆きたくなるフツメンだった。

　彼はどうしてもスーツを手に入れる必要があった。それはもう、スーツである必要性だとか、どうして自分はスーツを求めているのだとか、何な故ぜにキートンというブランドに拘こだわっているのだとか、その一切合切が抜け落ちて、目的の前に手段が先行する。

　初めて経験する異性との文通が、彼を軽く狂わせていた。

「さっき説明してもらった、店頭でマネキンが着ているのがあるだろう？」

「確かにあれもキートンですが、あれが何か？」

　西野は藁わらにも縋すがる思いで続けた。

「代金は幾らでも支払う。だから、写真を一枚撮る間だけで構かまわないから、それこそ正面から見た限りでも構わないから、サイズを合わせてもらうことは出来ないだろうか？　必要経費も含めて、金ならば十分な額を支払う用意がある」

「……はい？」

　また突とつ拍ぴよう子しもないオーダーが投げられた。

「頼む、どうしてもスーツが必要なんだ。あのスーツが、キートンのスーツが」

「いやしかし、お客様。それは……」

「どうか、このとおりだ。たのむっ」

　語るフツメンの表情は必死であった。何が何でも今日この日、太陽が上に昇っている内にスーツを手に入れなければならないと。

　おかげで佐々木店員は困惑するばかりである。このクソガキは何とち狂ったことを言い出しているんだと。

　ちなみに竹たけ内うち君と松まつ浦うらさんは、いつの間にやらスーツ売り場から消えていた。

「いや、そうは言いましても……」

「スーツが必要なんだ。これで足りないなら、まだ用意できる」

　どうしても今日中に写真を撮りたい西野だから、金に糸いと目めを付けない。懐から取り出した現金をレジカウンターへ積み上げて見せる。財布に収まらず、封筒に小分けしていた現金だ。スーツが高い買い物であることは、事前に調べていた彼である。

「お、お客様っ!?」

　これには佐さ々さ木き店員も慌てる。二十数年の販売員人生を振り返っても、店先に札束を重ねられたのは初めての経験である。相手が十代の冴さえない少年となれば、同百貨店史を紐ひも解といても、過去に無い出来事ではなかろうか。

　そうした彼の狼ろう狽ばいにも構かまわず、西にし野のは言葉を続ける。

　お願いは止まらない。

「幾ら掛かっても構わない。だからどうか、頼む……」

　情熱が向かう先さきはスーツ、スーツ、スーツ。

「……お客様」

　そうしたフツメンの必死な態度が、佐々木の胸を打った。

　この少年はどれだけスーツを愛しているのだ、と。

　つい先程、一度は店を追い出されて、それでも友達を連れて再び戻って来た。そして今もこうして、目が飛び出るほどの大金を積んでまで、自らが欲するスーツの為ために一生懸命、店員に頭を下げている。

　確かにシャツの善よし悪あしも分からないクソガキかも知れない。けれど、自分がコイツと同い年だった頃は、さて、どうだろう。ダンヒルとキートンの違いが理解できただろうか。否いな、それは絶対に不可能だ。

　だとすれば、この年でここまでスーツに拘こだわるこの少年は何だ。

　スーツ××××、佐々木の心が動く。

　人の心とは、思いも寄らぬことで、思いも寄らぬ方向へ振れるものだ。

　そしてそれは、尖とがった人間であればあるほど、より敏感に。

「分かりました……」

　もしも相手が普通の店員であったなら、お客様、それは困ります、などと断られただろう。扱う額が額である。万が一があっては被害も甚大である。店の信用や担当者の雇用にも関かかわってくる問題だ。

　しかし、佐々木幹みき雄おは違った。

　伊だ達てにスーツオブスーツなどと呼ばれていない。

　伊達に同グループの旗き艦かん店てんを任されていない。

　彼もまた、スーツを愛する一人の男である。

「……頼めるのか？」

　西野の表情が驚きに変わる。

「ええ、この私の責任において、最高の一着を約束しましょう」

　これまでの引ひき攣つった営業スマイルから一変、穏やかな笑みが西野を見つめていた。
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　西にし野のが異性に掛ける情熱は、百貨店に収まる様々なテナントを巻き込んだ面倒事に発展した。

　彼にとっての幸運は、その情熱を訴えた先さきが佐さ々さ木き店員であった点だ。スーツオブスーツの称号は、決して酒の席で語られる限りの渾あだ名ななどではない。そこには周囲からの揺るぎない敬意と、圧倒的な支持がある。

　また同時に、彼は同店の顔と称しても不都合が無いほど、長い勤務歴を持つ。知り合いの数も相応である。彼が声を掛ければ、本来なら繋つながる筈はずのない幾つもの線が、一つ、また一つと寄り合うよう、互いに絡み合っては太く長く伸びて行く。

　その意志が関係各所を動かした。

　求められるスーツを販売する同店は当然のこと。他に色々と足りていないあれやこれやが、百貨店の百が示すところから取り寄せられた。都内の一等地、三百年を超える歴史は本物だ。そこにはありとあらゆるモノがあった。

　それは例えば、薄汚れた格安シューズに代えて立派な革靴を用立てる靴職人。それは例えば、碌ろくに整えられていない頭髪を切りそろえる美容師。それは例えば、最高の角度から最高の一枚を撮り収める写真技師。それは例えば、フツメンの普通なところを少しでも映えるよう整えてくれるメイクアップアーティスト。

　他にも色々と、多種多様な協力があった。

　本業そっちのけで集まった従業員一同、フツメンの為ための撮影会である。

　当然、プロジェクトには多大な労力を要した。素材が芳かんばしくない上、相性の悪い衣服を着せての挑戦である。誰もが苦労を強いられた。差し入れを持ち込んだ弁当屋のお姉さんも加わって、ああでもない、こうでもない、雑多な意見の飛び交う現場となった。

　更に当人の言動がいちいちムカつくとあって、自然と状況は緊迫した。

　それでも皆は一つの目的に向かって、ひたむきに走った。

　完走を目指して頑張った。

　尽力した。

　やがて、訪れた午後五時。

　持てるだけの技術をつぎ込んだ末、百貨店十二階フロア、老舗写真店を構かまえる写真技師の手によりシャッターが下ろされて、プロジェクトは完遂する。カシャリ、これ以上は無いだろうという一枚が、電子の輝きに収められた。

　西野はこれを満足気に確認して、まだ見ぬイタリア美少女に向けて、送信した。












【書き下ろし】〈ローズとカラオケ〉




　その日、文化祭の準備を終えたローズは、隣のクラスの生徒たちと共に、夜の繁華街を訪れていた。足を運んだ先さきは界かい隈わいに所在するカラオケボックスの一室。その少し広めに作られたパーティールームである。

「ローズちゃん、どう？」

　傍かたわらにはもれなく竹たけ内うち君が腰掛けている。

　世のサラリーマンが飲み会の席で、上座だの下座だの、名刺の良し悪あしから座る場所に右往左往するのと同じように、同所を訪れた生徒たちは、学園カーストの上下に従い、自らの座る場所を確保している。

　配置の基準となるのは、数少ない二、三名のイケメンの男子。その周りを囲うように、取り分け可愛かわいらしい女の子が腰掛ける。そして、その外側へ層となるよう、上位以下の女子が並び、これを更に囲うようにフツメン以下の男子といった塩あん梅ばいだ。

　少なくとも二年Ａ組のカースト序列は、そのように為なされていた。

　傍はた目めには女子が幾つかのグループとなって固まり、余った席に男子が腰掛けているように映ることだろう。もしも西にし野のが居合わせたのなら、そのように受け取ったに違いない。事実、一部の男子生徒はそのように考えている。

　ただし、今回に限っては一名の例外がいる。

「カラオケは初めてだから、なんとも言えないわ」

「そうなの？　こういうのって海外にはあんまりない感じ？」

「少なくとも私の生まれ故郷にはなかったわね」

　ローズである。

　彼女は竹たけ内うち君によるエスコートの下、部屋の奥まった位置に案内されていた。おかげで彼を狙ねらう女子生徒にとっては、邪魔者以外の何者でもない。他のイケメンを狙う女子はちゃんと獲物にありつけている点も、殊こと更さらに彼女たちを焦あせらせる。

「ふぅん？　それなら俺と一緒に歌わない？　これでも多少は洋楽とか聞くから、もしかしたらローズちゃんが知っている歌も、リードできるかも知れない。好きな歌手とかいたりする？　有名所だったら割とイケると思うんだけど」

　満面の笑顔でローズにカラオケの説明を行う竹内君。

　これを周囲の女子は悔しそうな表情で見つめる。もしも彼女がいなければ、もっと多くの女子が、竹内君の近くに座ることができたのに。そんな嫉しつ妬と心からくる不平不満が見え隠れする表情だ。

　だが、同所において竹内君にエスコートされた彼女は、カーストの頂点に立っていると称して過言ではない。まさか声を上げて非難などできない。それをすれば明日から、教室に居場所はなくなることだろう。

「歌うのは得意じゃないの。どちらかというと聞くほうが好みだわ」

「そう？　だったら最初は皆が歌うのを聞いていようか。もしかしたら、聞いている内に歌いたくなってくるかもしれないしね。実は俺も歌うより聞く方が好きなんだ。もしよかったらローズちゃんの好きなアーティストとか、教えてもらえない？」

　所属するクラスが異なる為ため、なかなかローズと接点を持てない竹内君は、今日この瞬間をフル活用である。明日以降の話題に繋つなげるため、一生懸命、相手の好みや趣味嗜し好こうを聞き出そうとする。

　一方でこれをそつなく躱かわすのが、隣に腰掛けた金髪ロリータ、といった様相だ。

　室内では既に曲が流れ始めており、マイクを片手に熱唱する生徒の姿も見受けられる。手元には店員の手によりドリンクも配られた後となる。竹内君とその周囲を除いては、思い思いに放課後の夜を楽しむ姿が見受けられた。

「ローズちゃんは声が綺き麗れいだから、例えばこの辺りとか……」

　選曲用の端末を手に竹内君が大きく攻める。

　これを片手に嗜たしなめて、彼女は彼に問い掛けた。

「二年Ａ組に西にし野の君っているじゃない？」

「……え？」

　予期せず挙がったクラスメイトの名に竹内君は驚いた。

　何な故ぜならば、その口から伝えられた相手は、クラスでも取り分け目立たない人物であったからだ。ローズの学内での立ち場を思えば誰もが縁遠い相手だと考えることだろう。

「知らなかったかしら？　それなら他の人に……」

「あ、あぁ、いや、知ってる。知ってるよ、ローズちゃん。昨日のランチで一緒した奴やつだよね？」

「ええ、そうよ」

「西にし野のがどうしたの？　もしかして、嫌がらせとか受けたり？」

　西野とローズ、両者の顔の作りを脳内で比較したことで、竹たけ内うち君の口からは自おのずとそんな台詞せりふが漏れていた。

　別段これといって悪気があった訳ではない。ただ、彼の中では顔面偏差値こそ、人生において重要な意味を持つパラメータ。怪しい相手を見かけたら、自ずと職質をしてしまう警察官が如ごとく、厳しい判断を下していた。

　おかげでローズは、二年Ａ組における西野の正しい立ち位置を理解できた。

「彼ってもしかして嫌われているのかしら？」

「ああいや、べつにそういう訳じゃないけど、ほら、西野ってあまり自分から意見を言うようなタイプでもないじゃん？　そういう男が異性に惚ほれたりすると、いきなりアグレッシブになったりして、大変なことになるって言うからさ」

「……そうかもしれないわね」

「それで西野がどうしたの？　俺でよければ話を聞くよ？」

　そっとローズが腰掛けた席の背もたれに腕を伸ばす竹内君。

　まだ指先が肩に触れるまではいかない。

「それならお言葉に甘えようかしら？」

「いいよ、なんでも聞いて」

　西野が【ノーマル】であると判明した時点で、彼の個人情報に関してはフランシスカにより詳細な調査が行われていた。ローズもまた事前にこれを共有している。それで尚なおも彼女が欲しているのは、報告書に載らないような情報だ。

　だからこそ彼女は、西野を前にしながらもカラオケへの参加を選んだ。

　全すべては確実に事を運ぶためである。

「西野君って昼休みはどういうふうに過ごしているのかしら？」

「昼休み？　あぁ、どうだったかな。自分の席で本とか読んでたような、読んでなかったような。友達もほとんどいないみたいだから、声を聞くことも滅めつ多たにないんだよね。周りからもあんまり見られていないんじゃないかな？」

「ふぅん？　それじゃあ少し角度を変えて確認したいのだけれど、彼は……」

　以降、ローズから竹内君に対して、西野に対する質問は続けられた。

　それはもう遠慮なく、次から次へと投げ掛けられた。

　問われる側は、会話の端々で話題を変えようと試みた。

　ローズが西野に対する情報を欲しているように、竹内君もまたローズに関する情報を喉のどから手が出るほどに欲していた。せめて趣味の一つでも聞いて帰らないことには、明日以降どうやって会話の機会を作ったものか。

　しかし、どれだけ繰り返しても、結果は一向に変わらない。

　ローズの口から漏れる言葉は西にし野の、西野、西野。

　これには流石さすがの竹たけ内うち君も憤りを覚えた。

　それも会話の相手を務めるローズに対してではなく、その口から漏れる男の名前に対してだ。あれやこれやと、手を変え品を変え語り掛ける竹内君に対して、その都度与えられるのは西野なる単語である。

　強いて言えば相手が西野であった点が良くなかった。

　話題に上がるのはフツメンである。それもクラス内にさえ碌ろくに友達がいない、学園カーストの中層から下層を彷徨さまよう手合いである。そんな相手の為ために、竹内君は今という絶好の機会にありながら、ローズとの距離を縮められないままでいた。

　それは例えば、長いこと気分転換をした末に、ようやく仕事をする気分になったときに限って、どうにも動きの悪いコンピュータのようなもの。辛抱強く対処しても変わりがなければ、チョップの一発も与えたくなる。

　こうした背景が、竹内君の西野に対する意識を決定づけた。

　曰いわく、西野のヤツ、マジでムカつく。

　ほとんど話をしたことがない間あいだ柄がらながら、一方的に竹内君の中で評価を落としていく西野。それもこれも彼がフツメンだからいけない。これで相手がイケメンであったのなら、竹内君もまた、最低限の礼節を伴い、ライバル認定したことだろう。

　たったそれだけのことが、二人の少年の未来を決定づけた。

　結果としてローズと竹内君の会話は、西野という単語を巡って終始する結果となり、気付けばマイクも巡り巡って、カラオケの場も随ずい分ぶんと温まっていた。自おのずと上がったのは、しびれを切らした女子生徒からの声だ。

「竹内君も歌おうよっ！」

　イケメンの下に選曲用の端末が差し出される。

　ローズに対しても当たり障さわりのない、ささやかな横よこ槍やりだった。差し当たっては他に大勢、竹内君を狙ねらっている女子生徒から応援を受けつつの特攻である。これくらいならば自然なコミュニケーションだろうと。

　これに対して竹内君は、どうにか断ろうと口を開きかける。

　しかしながら、彼にも先さきんじてローズが声を上げた。

「ありがとう、とても参考になったわ」

「え？　あ、ローズちゃ……」

　ニィと口元に笑みを浮かべて、ローズは席を立った。

　マイクを持ってきた女子生徒と入れ替わり、竹内君の傍かたわらを離れてゆく。自ずとイケメンの周りには、制座権を狙っていた女子たちが集まった。自然な動作を装いながらも、彼の下へと距離を詰めていく。おしくら饅まん頭じゆうである。ハーレムである。

　こうなってはクラス一番のイケメンも、ローズを追い掛けることはできない。

　一方で竹たけ内うち君の隣を発たった彼女が向かった先さきは、他の男子生徒の下である。

「ねぇ、ちょっといいかしら？　聞きたいことがあるのだけれど……」

「えっ!?」

　声を掛けられた側はビックリだ。

　何な故ぜならばローズに話し掛けられた彼は、同所に居合わせた生徒の中で、他の誰よりもカースト下層に近い生徒であった。

　文化祭の準備という非日常に浮かされて、クラスメイトの後に付いては来たものの、仲のいい友達はいないし、上う手まく馴な染じめないし、なんかちょっと辛つらいな、などと考えているような人物だ。

　おかげでその表情には焦あせりと困惑。

　これに構かまわず、彼女は竹内君にしたものと同じ質問を繰り返してゆく。口から漏れるのは西にし野の、西野、西野。そうしてローズは、二年Ａ組の生徒たちから、ターゲットに対する情報を集めていった。

　学外、放課後の遊びの場ということもあって、居合わせた誰もが、少しばかり口が軽くなっていた。そうした点もまた、彼女が欲しかった素直な情報を得るのに、大きな手助けとなっていた。

　結果として分かったことは、西野という人物が、良く言えば物静か、悪く言えば目立たない生徒であるということだった。更に友人知人の類たぐいも皆かい無む。竹内君の言葉通り、教室で誰かと話をする姿も稀まれとのこと。

　フランシスカからの報告にも、友達は少ないとの記載があった。だが、蓋ふたを開けてみれば少ないなんてものではない。もしかしたら、学内で会話を交わす相手など、一人もいないのではないか、という実態であった。

　おかげでローズの中に見えてくるものがあった。

「ふふ」

　その口元には自おのずと笑みが浮かぶ。

　足を運んで良かったわ、などと自らの選択を胸の内で自画自賛。あまりにも浮かれ過ぎた為ためか、その笑みを目撃した女子生徒からは声が上がる。

「ローズちゃん、どうしたの？　いきなり笑ったりして」

「ううん、なんでもないわ。少し良いことを思いついただけだから」

「そ、そう？」

　気分を良くしたローズは席を立つ。

　ふと目に入ったテーブルの上、転がっていたマイクを手に取る。

「この曲、私も一緒に歌っていいかしら？　知っている曲だわ」

「え？　マ、マジで？」

「嫌なら無理にとは言わないけれど……」

「いやいやいや、め、滅めつ相そうもないっスよ、ローズちゃん！」

　男子生徒が冗談で入れたレトロな演歌を気分良くデュエット。

　拍はく手しゆ喝かつ采さいを受ける金髪ロリータだった。

　後日、彼女の下には演歌を趣味だと語る男子生徒が、多数訪れることになる。





解説のようなもの


平ひら坂さか読よみ






　バーの片かた隅すみで一人グラスを傾ける、血と硝煙の臭においが漂う男。洒脱な会話と硬質な文体で綴られる、ハードボイルドな物語。しかしその小説の主人公がもしも、スクールカーストの中～下層に位置する凡庸な容姿、いわゆる「フツメン」の少年であったなら、小洒落た台詞せりふもバイオレンスも、途端に滑こつ稽けいなものとなる──。

　本作は、そんなワンアイデアのみで書かれた一点突破型一発ネタの作品──ではない。無論、それがこの作品の大きな特徴であることは間違いないのだが、物語を読み進めれば読み進めるほどに、本作は多様な顔を見せる。

　物語の筋書きを大雑把にまとめれば、「強力な異能を持つ少年が様々な事件に巻き込まれながら、充実した青春を目指して学園生活を送る」というありがちなものだが、そのディテールは非常に独特である。

　まずこの西にし野のという主人公、とにかく報われない。女子に話しかければ引かれ、文化祭の準備を積極的に手伝おうとしても、クラス内での立ち位置は良くなるどころか悪くなる。クラスメートの窮地を救っても手柄はイケメンに持って行かれる。これほど空回りする主人公も珍しいのだが、その空回った結果に対して西野本人は妙に冷静でポジティブなのが、さらになんとも言えないおかしみを醸し出している。

　１巻の中で西野の特異なキャラクター性を最も端的に表しているエピソードといえば、やはり自分の机に汚物が詰め込まれていた時の反応だろう。冷静かつエキセントリックな対応に、読者は西野のことを格かつ好こいいとすら感じるかもしれない。しかしそんな西野に対して、物語の語り手である作者の評価は常に辛辣だ。足りていない、とんでもない阿あ呆ほう、童貞野郎……。「実は凄すごい力を隠し持つ、泰然とした主人公」というのは、本来ならば（たとえ顔がフツメンであっても）読者の憧あこがれや自己投影の対象に十分なり得るものだが、語り手のドライな目線がそれを阻み、西野という少年のことを外側から眺めることを強いられるのだ。これは学園モノのライトノベルとしては非常に珍しい作りと言える。

　主人公のみならず、（１巻の中ではまだ大人しいが）金髪ロリ美少女のローズ、メインヒロインの太た郎ろう助すけ、クラス委員の志し水みずさんなど、脇を固めるキャラクター達もまた非常に個性的で、物語が進むにつれて本作は「西野を中心とした群像劇」というテイストも持ち合わせるようになり、ますますジャンル分けが困難になっていく。

　物語構成やキャラ造形だけでなく、（書籍版では修正されているかもしれないが）スラングや露悪的な表現など、文章自体も好き嫌いがはっきり分かれるところだろう。

　あらゆる意味で尖とがった本作が、非常に人を選ぶものであることは間違いない。しかしこの強烈な個性こそが、筆者を含めツボに嵌はまった者達にとっては他に替えのきかない魅力なのである。この凡にして非凡、ジャンル分け不能な、あえて言えば「西野という少年の物語である」としか説明しようのない作品が、今回の文庫化を契機に少しでも多くの読者に届き、受け入れられることを切望してやまない。






















特別付録　書き下ろし短編〈ある日のバーでの出来事（マーキスと忘れ物）〉







〈ある日のバーでの出来事（マーキスと忘れ物）〉

　午前六時を少しばかり回った頃合い。六本木の繁華街、その外れに位置する雑居ビルの地下、二十数坪ばかりのスペースに設けられた手狭いバーでのこと。店内に立って困惑の表情を浮かべるマーキスの姿があった。

「……捨てるか」

　彼の見つめる先には、椅子の上に乗せられて、女物の下着がある。より具体的に言えば、ブラジャーがある。カウンターの一番隅に位置する席、その椅子の上に放置されていた。

　紛いなりにも飲食店を経営している為、忘れ物には理解のあるマーキスだ。しかしながら、ブラを発見したのは初めての経験である。

　昨日は遅くまで店を開いていた為、片付けも適当に帰宅した彼だから、本日になって店開きと共に見つけた次第である。

「…………」

　そう言えば昨日は、この辺りの席で乳繰り合っていたカップルがいたな、とは彼の脳裏に甦った昨晩の営業風景である。しかし、まさかブラまで外していたとは想定外だ。

　そうこうしていると、店の玄関に付けられた鐘がカランコロンと鳴った。

　来客の知らせである。

　姿を現したのは、彼も見知った相手だ。

「……アンタ、なにをやっているんだ？」

　西野である。

　彼は椅子の上に乗ったブラと、これに向き合うマーキスを眺めて、怪訝な表情となった。続けられた問い掛けも、少なからず引いて思えるものだ。

「まさか、そういう趣味があったのか？」

「いや待て、勘違いをするな。これは客の忘れ物だ」

「忘れ物？　いつからこの店はストリップバーになったんだ？」

「昨日は賑やかな客が入っていた。それに紛れて隅の方で楽しんでいたんだろう」

「……まあ、そういうことにしておいてやろう」

「信じていないな？」

　マーキスが女を連れ込んだと考えた方が、まだしっくりと来る西野だろうか。

　そして、こういう時に限って来客は続いた。

　またもカランコロンと音が鳴って、出入り口のドアが開いた。

「つい今し方、この店に【ノーマル】が入っていくのが見えたのだけれど……」

　ローズだった。

　慣れた様子で足を進めた彼女は、数歩ばかりを進んだところで、店内の様子に気付いた。椅子の上に乗せられたブラと、これを眺めて神妙な面持ちの野郎が二人。

「……もしかして、そういう性癖の持ち主だったのかしら？」

　ブラを確認して直後、彼女の視線はマーキスと西野の間で行ったり来たり。どこか深刻さを感じさせる表情が、見つめられた側を否応なく焦らせる。

「いや待て、俺は関係ない。ここの店主の趣味だ」

「違う、忘れ物だ」

「忘れ物？　いつからこの店はストリップバーになったのかしら？」

　どこかの誰かと同じようなことを語ってみせるローズ。

　すると彼女に続けざま、更に店の出入り口のドアが動きを見せた。

　今し方に閉められたばかりのそれが、勢いよく開かれる。

「遊びにきたわよぉ」

　フランシスカだった。

　店内に響いた声は元気なものだ。彼女はニコニコと笑みを浮かべながら、他の面々の下に向かい足を進める。乳を揺らし、尻を揺らし、女としての魅力を存分に振りまきながらの登場である。

　一連のタイミングから考えて、ローズとフランシスカが西野の後を付けていたのは間違いないだろう。

　ただ、そうした彼女の笑みも、椅子の上のブラを目撃するや否や一変した。

　ほんの一瞬、驚いて見せたかと思えば、すぐに厭らしい表情となる。

「ローズちゃん、もしかしてヤラれちゃった？」

「…………」

　あまりにも下品な発言を受けて、ローズは返答に窮する。

　くしゃりと表情を顰める。

　一方でフランシスカは得意げな顔となり、声も大きく言葉を続けた。

「ああでも、貴方が付けるにはサイズが大きいわよねぇ？　胸というよりも、おしりに付けたほうがしっくり来るんじゃないかしら？　ふふふっ」

「その無駄に膨らんだ脂肪の塊、この場で引き千切ってあげましょうか？」

　言い合う女二人の姿を眺めて、マーキスはため息を一つ。

　閉店後の掃除は確実に行おうと、心に決める同店の店主であった。
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